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少しょう女じょマンガじゃない！




①下げ駄た箱ばこからラブレター…じゃなくて果はたし状じょう!?








水みず無なし仙せん丸まる・作

まごつき・絵
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〈読どく者しゃのみんなへ〉

お話はなしのなかに「＊」が付ついているところには、説せつ明めいがあります。このマーク「＊」を選えらんで、説せつ明めいを読よんでください。





〈保護者のみなさまへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。



































































「おめでとうございます！　大おお当あたりです！」

　ガランガランと鐘かねが鳴なり、くすだまが割われて、紙かみふぶきが舞まった。

　大おお勢ぜいの巫み女こさんが拍はく手しゅする中なか、神かん主ぬしらしき人ひとにマイクをむけられる。

「とてもラッキーなおじょうさん、お名な前まえとご年ねん齢れいをどうぞ！」

「鬼おに塚づか夢ゆめ子こ、十四歳さい、中ちゅう学がく二年ねん生せいです！」

「おみくじは、何なん回かい引ひきましたか？」

「五十回かいは超こえてると思おもいます」

「執しゅう念ねんですねえ。では、この首くびかざりを鬼おに塚づかさんに授さずけます」

　青あおい勾まが玉たまのついた、首くびかざりを手てわたされた。

「勾まが玉たまに神かみが宿やどっています。肌はだ身みはなさず、常つねに身みにつけて下くださいね」

「はい！　ありがとうございます！」

「勾まが玉たまをにぎりしめて、あなたの願ねがいを心こころの中なかで強つよく念ねんじて下ください。必かならず叶かないますから」

「そうなんですか？　じゃあ……」




　一いちノの瀬せくんと、素す敵てきな恋こいができますように！
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「行いってきまーす！」

　心こころなしか、身体からだが軽かるい。

　昨日きのうもらった勾まが玉たまを、身みにつけているせいだろうか。

　恋れん愛あい成じょう就じゅの神じん社じゃとして有ゆう名めいな、時とき愛め喜き神じん社じゃ。

　祀まつられているのはなんと、「少しょう女じょマンガの神かみ様さま」である。

　神じん社じゃのおみくじを引ひいて、大おお当あたりが出でた人ひとは、少しょう女じょマンガの神かみ様さまが宿やどる首くびかざりがもらえるのだ。

　そして、「少しょう女じょマンガのような恋こいができる」のだという。

「……できる気きがする、できる気きがしてきたよ、少しょう女じょマンガみたいな恋こいが！」

　以い前ぜんは、占うらないや迷めい信しんの類たぐいは、一いっ切さい信しんじなかった。

　だけど恋こいをすると、女おんなは変かわる。

　同おなじクラスの一いちノの瀬せくんに恋こいをした私わたしは、恋れん愛あい成じょう就じゅの神じん社じゃを、かたっぱしから参さん拝ぱいして回まわった。

　恋こいに効きくパワーストーンも、しこたま購こう入にゅうしたし、両りょう想おもいになれるおまじないも、手てあたり次し第だいにやってみた。

　そして極きわめつきは、この「少しょう女じょマンガの神かみ様さま」が宿やどる、勾まが玉たまの首くびかざりだ。

　神かん主ぬしさんに言いわれた通とおり、バッチリ身みにつけている。

　効こう果かがあるかどうかはわからないけれど、信しんじたくなるのが乙おと女め心ごころってやつだよね！

「今日きょうは一いちノの瀬せくんといっぱい話はなせるにちがいない！　そうだもしかしたら、廊ろう下かの曲まがり角かどで一いちノの瀬せくんとぶつかって恋こいが始はじまる……なんてイベントも発はっ生せいするかも！」

　ニヤニヤウフウフ笑わらいながら、スキップで学がっ校こうにむかっていたら、

「うぎゃ！」

　道みちの角かどを曲まがったところで、だれかにぶつかった。

　も、もしかしたら、私わたしの大だい好すきな一いちノの瀬せくん……、
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「イテーな、コルァ！」

　……じゃなかった。

　一いちノの瀬せくんとは、似にても似につかない。

　なんと、モヒカン頭あたまの大おお男おとこだった。

「ぶっ飛とばすぞゴラァァァ！」

　モヒカン男おとこは、チェーンの先さきに大おおきな鉄てっ球きゅうがついた武ぶ器きを取とりだし、それを勢いきおいよくふり回まわしはじめた。

　ええええええ!?

　なんなの、この人ひと!?

「ぎゃああああ！」

　私わたしは悲ひ鳴めいを上あげながら、全ぜん力りょく疾しっ走そうで逃にげた。




「──はあ、はあ、なんだったんだろう、さっきの人ひと……」

　学がっ校こうの敷しき地ち内ないに逃にげこみ、息いきを整ととのえた。

　ここまで来くれば、もう大だい丈じょう夫ぶだろう。

　朝あさから、とんでもないめにあってしまった。

　今日きょうは記き念ねんすべき少しょう女じょマンガライフの、第だい一日にち目めだというのに……。

「──ん？　なにコレ」

　下げ駄た箱ばこを開あけると、白しろい封ふう筒とうが入はいっていた。

　あて名なの部ぶ分ぶんに、「鬼おに塚づか夢ゆめ子こさまへ」と書かかれてある。

「んまッ、まさかコレがウワサのラブレタァァァ!?」

　下げ駄た箱ばこにラブレターだなんて、少しょう女じょマンガの勾まが玉たまの威い力りょくはすごいなあ！

　私わたし、ラブレター生うまれて初はじめてもらったよ！

　ああでも私わたしは一いちノの瀬せくんひとすじなのに、困こまったなエヘヘ！

　顔かおをニヤつかせながら、封ふう筒とうを開あけて中なかを見みてみると、
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　なにコレ変かわったラブレターだな。

　一いち条じょう戻もどり橋ばしって、ドコだろう？

　手て紙がみを見みながら首くびをかしげていたら、

「──おはよう、鬼おに塚づかさん」

　ハッと顔かおを上あげると、目めの前まえに男だん子しが立たっていた。

　サラツヤストレートなショートヘアに、銀ぎん縁ぶちメガネがよくにあう、インテリ系けい男だん子し。

　私わたしの想おもい人びと、一いちノの瀬せ尊たけるくんだ！

（──一いちノの瀬せくんに、おはようって言いわれちゃった！）
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　一いちノの瀬せくんが、無む言ごんで上うわ靴ぐつに履はきかえている。

　その姿すがたを私わたしは、うっとりと見みつめる。

　一いちノの瀬せくんは、一いっ見けんクールで冷つめたそうな感かんじだけど、実じつはとっても優やさしいのだ。

　──アレは、入にゅう学がくしてまだ間まもない頃ころのこと。

　私わたしがお弁べん当とうに持もってきた、食たべるラー油ゆのビンのフタが、開あかなくて困こまっていた時とき、

「──よかったら、これを使つかってくれ」

　と、一いちノの瀬せくんが、一冊さつの本ほんを手てわたしてきた。

　それは、『開あかないビンのフタを開あける百の方ほう法ほう』というタイトルの本ほんだった。

　いやおまえがビンのフタを開あけてやれよ！　と、クラス中じゅうからの総そうツッコミを一いちノの瀬せくんは受うけていたけれど。

　──私わたしは、一いちノの瀬せくんに恋こいをしてしまった。

　それからはもう、寝ねても覚さめても、頭あたまの中なかが一いちノの瀬せくんでいっぱいだ。

『開あかないビンのフタを開あける百の方ほう法ほう』も、私わたしの愛あい読どく書しょとなった。

　毎まい日にち必かならず、寝ねる前まえに読よんでいる。

　私わたしに開あけられないフタは、もう、ないのではなかろうか。

　しかし一いちノの瀬せくんへの愛あいの告こく白はくは、まだ成せい功こうしていない。

　だって一いちノの瀬せくんて、いつも一人ひとりで本ほんを読よんでいて、ものすごく話はなしかけにくいんだもん。

　──だけど、今日きょうはちがう！

　私わたしには、少しょう女じょマンガの神かみ様さまがついているのだ。

　今日きょうはなんでもできそうな気きがする！

　教きょう室しつへむかう一いちノの瀬せくんに、声こえをかけようとしたその時とき、




「──あぶない！」




　だれかの叫さけび声ごえが聞きこえた。

　気きがつくと、私わたしがのばした左ひだり手てが、野や球きゅうの球たまをしっかりとにぎっていた。




　なんだ、これ。

　なにが起おきたの？
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　手ての平ひらの、ほのかなシビれから察さっするに、私わたしが球たまを受うけ止とめた？

　いやでも、なんかこれ、すごく変へんなんだけど。

　だって私わたし、野や球きゅうの球たまを受うけ止とめようなんて、少すこしも思おもってないし。

　そもそもココ、昇しょう降こう口ぐちだし。なんで野や球きゅうの球たまが飛とんでくるの？

「──おれの投なげた球たまを、素す手でで受うけ止とめる女じょ子しがいたなんて……っ！」

　野や球きゅうのユニフォームを着きた男だん子しが、がく然ぜんとした表ひょう情じょうで私わたしを見みつめている。

　たしかこの人ひとは、高こう等とう部ぶの先せん輩ぱいだ。

　ここ、私し立りつ舎しゃ華か利り木き学がく園えんは、同おなじ敷しき地ち内ないに、中ちゅう等とう部ぶと高こう等とう部ぶがある。

　この人ひとは高こう等とう部ぶの三年ねん生せいで、野や球きゅう部ぶのキャプテンだったはず。

「オイ、おまえ。名な前まえは？」

　キャプテンが、ずいと目めの前まえにやってきた。

「わ、私わたしですか？　鬼おに塚づか夢ゆめ子こですけど」

「鬼おに塚づか、野や球きゅう部ぶに入はいらないか？」

「入はいりませんよ」

　なに言いってんだ、この人ひと。

　私わたしはキャプテンに球たまを返かえした。

　気きづけば一いちノの瀬せくんの姿すがたがない。私わたしはあわてて彼かれを追おいかけた。




「──いってえなテメエ！　どこに目めェつけて歩あるいてんだよ！」

　廊ろう下かの先さきに、一いちノの瀬せくんの姿すがたを見みつけた。

　だけど、リーゼント頭あたまの男だん子し三人にん組ぐみに、囲かこまれている。

　あんないかにもな不ふ良りょう生せい徒と、うちの学がっ校こうにいたかなあ？

「ナメてんじゃねえぞ！　土ど下げ座ざしろやコルァ！」

「ぶつかってきたのは、きみたちの方ほうじゃないか」

「あんだとこのメガネ！　殺ころされてえのか！」

　大たい変へんだ、一いちノの瀬せくんが殺ころされちゃう、助たすけないと！

　先せん生せいを呼よびに行いこう、と思おもったはずなのに、なぜか私わたしは不ふ良りょうにむかってダッシュして、




　不ふ良りょうの顔がん面めんに、飛とび蹴げりをブチこんだ。

　──なんで？




「よくもやりやがったなァ！　覚おぼえとけよ！」

「番ばん長ちょうに言いいつけてやるゥ！」

　うちの学がっ校こう、番ばん長ちょうとかいたっけ!?

　リーゼント三人にん組ぐみが、バタバタと逃にげて行いく後うしろ姿すがたを、ぼう然ぜんと見み送おくった。

　私わたし、なにやってんだろう……。

「ありがとう鬼おに塚づかさん、助たすかったよ」

　一いちノの瀬せくんが、いつもの無む表ひょう情じょうで言いった。

「い、いえ、どういたしまして……」

「すごい飛とび蹴げりだったけど、鬼おに塚づかさんて格かく闘とう技ぎかなにかやってるの？」

「や……」

　やってません！

　心こころの中なかでそう叫さけんで、私わたしは走はしりだした。

　なにが悲かなしくて、好すきな人ひとの前まえで、飛とび蹴げりを披ひ露ろうしなければならないのか。

　パンツ見みえてなかったかな、大だい丈じょう夫ぶかな。




「──うわあ！」

　廊ろう下かを全ぜん力りょく疾しっ走そうしていたら、なにかにつまずいた。

　ふり返かえって見みてみると、足あし元もとに人ひとが寝ねている。

　サンタクロースみたいにヒゲをたっぷり生はやした、小こ柄がらなおじいさんだ。

　冒ぼう険けん映えい画がでよく見みるサファリジャケットを着きていて、大おおきなリュックを背せ負おったまま、廊ろう下かに横よこたわっている。

　中ちゅう学がっ校こうの廊ろう下かに、どうしておじいさんが寝ねているの？

「おじょうちゃん」

「うぎゃあッ！」

　顔かおをのぞきこんでいたら、突とつ然ぜんおじいさんに腕うでをつかまれた。

「おじょうちゃん、助たすけてくれ、ワシに力ちからを貸かしてくれ！」

「はあ!?　力ちから!?　いきなりなんなんですか！」

　おじいさんが、ポケットから丸まるい石いしを取とりだした。

「ワシは世せ界かいを旅たびするトレジャーハンター。この秘ひ宝ほうを手てにしたために、とある組そ織しきから命いのちを狙ねらわれておる」

「その秘ひ宝ほうを捨すてればいいのでは？」

「この石いしには、強きょう大だいな魔ま力りょくがある。それを悪あく用ようしようとする組そ織しきには、決けっして渡わたしてはならんぞ！」

「え、なんで私わたしがゆずり受うけるみたいな感かんじになってんの？」

「おじょうちゃん、名な前まえは？」

「鬼おに塚づか夢ゆめ子こですけど」

「夢ゆめ子こちゃん、必かならずこの石いしを守まもるのじゃ！」

「イヤですけど」

「石いしは、ほかにもまだある。世せ界かい中じゅうに散ちらばった、百八個この石いしを探さがしてくれ」

「多おおい！　ムリです！」

「石いしがムリなら、代かわりにドラゴンのキバを取とってきてくれ！」

「もっとムリです！」

　おじいさんの手てをふりはらって、走はしりだした。

　なにこれ一いっ体たいどうなってんの？

　なんかおかしい。

　すごくおかしい。

　なにがどうおかしいのかは、わからないけれど。

　とにかく絶ぜっ対たいおかしいことだけは、断だん言げんできる！

　どうしたらいいの!?




「──きゃあ！」

　廊ろう下かの角かどを曲まがったところで、だれかにぶつかった。

　私わたしにぶつかったせいで、相あい手ての女じょ子しが、しりもちをついた。

　やはり廊ろう下かは、走はしってはいけないのだ。

「ごめんね、大だい丈じょう夫ぶ？」

「あら、なんだ夢ゆめ子こだったの」

　ぶつかった相あい手ては、同おなじクラスの白しら鳥とりカレンだった。

　日に本ほん人にん形ぎょうのような、美うつくしい黒くろ髪かみの美び少しょう女じょ。

　おまけに、ウチの学がく園えん理り事じ長ちょうの孫まごだ。

　美び人じんで、お金かね持もちで、あまり笑わらわない、クールな態たい度ど。

　そんなだから、入にゅう学がくしたての頃ころは「氷こおり姫ひめ」なんてかげで呼よばれて、みんなから敬けい遠えんされていた。

　でも、カレンが休やすみ時じ間かんにいつも読よんでいる本ほんが、私わたしの大だい好すきな少しょう女じょマンガだということがわかってからは、すっかり意い気き投とう合ごうした。今いまでは、マンガを貸かし借かりする仲なかだ。

「ごめんねカレン、大だい丈じょう夫ぶだった？」

「よくってよ。私わたしもぼうっとしてたから。でもできれば、イケメンとぶつかりたかったわね」

「へいへい、私わたしなんかで悪わるうござんしたねえ」

　私わたしが手てをのばして、カレンを起おこそうとした時とき、

「──カレン、大だい丈じょう夫ぶか!?」

　どこからともなく、長ちょう身しんの男だん子し生せい徒とが、さっそうと現あらわれた。

　何なん組くみの生せい徒とだろう？

　黒くろ髪かみの、さわやかなイケメンだ。

「ケガはないか？」

　イケメンが、カレンを抱かかえおこして、髪かみを優やさしくなでた。

　カレンは恥はずかしそうに、「ありがとう」と言いってうつむいた。

　うわあ、あんなかわいらしい顔かお、初はじめて見みた。

「なにやってんだ、テメエ」

　今こん度どは、金きん髪ぱつの男だん子し生せい徒とが現あらわれた。

　こっちもまたイケメンだ。

　でも、なんだかとてもご立りっ腹ぷくの様よう子すだ。

「おいテメエ、おれのカレンに、勝かっ手てにさわるんじゃねーよ」

「なにを言いってるんだ。カレンはぼくのものだ。きみのような不ふ良りょうと、カレンがつき合あうはずないだろう」

「うるせえよガリ勉べんヤローが。カレンに近ちかづくと、ぶっ飛とばすぞ」

「きみこそカレンに近ちかづくな。カレンがおびえているだろう」

「ま、待まって、二人ふたりともケンカはやめて！」

　言いい争あらそう男だん子し二人ふたりの間あいだに、カレンが割わって入はいった。
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　えーと。

　なんだろう、これは。

　私わたしはこの茶ちゃ番ばんを、いつまで観かん覧らんせねばならんのだ。

「なにやってるんだ、おまえら。ＨホームＲルーム始はじまるぞ」

　先せん生せいが、現あらわれた。

　うちの中ちゅう等とう部ぶで一いち番ばん人にん気きの、二十五歳さいイケメン英えい語ご教きょう師し・石しゃく神じ井い先せん生せいだ。

　さっさと教きょう室しつに入はいれ、と石しゃく神じ井い先せん生せいに言いわれた男だん子し二人ふたりは、不ふ服ふくそうな顔かおをしながらも、教きょう室しつへとむかって行いった。

「──大だい丈じょう夫ぶだったか、カレン」

　男だん子しがいなくなったとたん、先せん生せいの顔かおつきが変かわった。

「あんなガキどもに渡わたす気きは、さらさらないからな。おまえはおれのものだ。よく覚おぼえとけよ」

　魅み惑わく的てきなほほえみを浮うかべながら、カレンの頭あたまを優やさしくなでて、石しゃく神じ井い先せん生せいは去さって行いった。

「──ちょっとカレン。どういうこと？」

　私わたしはカレンの肩かたを、力ちからいっぱいつかんだ。

「ど、どうしたの夢ゆめ子こ、顔かおがこわいわよ」

「なんかおかしいじゃん。明あきらかにおかしいじゃん」

「な、なんのことかしら？」

「たしかにカレンは美び人じんだけど、目めつき悪わるいし、高こう圧あつ的てきだし、入にゅう学がく式しきは高こう級きゅう車しゃでグラウンドまで乗のりこんでくるし」

「あれはウチの運うん転てん手しゅがまちがえたのよ」

「そうじを一いっ緒しょに手て伝つだおうとした親しん切せつな男だん子しに、『召めし使つかいは今いま募ぼ集しゅうしてないのよ』とか、真ま顔がおで言いうし」

「期き待たいさせちゃ悪わるいから、早はやめに断ことわった方ほうがいいと思おもって」

「そんなだから、だれも近ちかづかなくなって、校こう内ないでカレンに話はなしかける物もの好ずきなんて私わたししかいないのに、急きゅうにイケメンが三人にんも言いいよってくるなんて、絶ぜっ対たいおかしいじゃん！」

「どれも事じ実じつだから言いい返かえせなくてくやしいけど、国こく語ごのプリントの『自みずからをかえりみる』の『自みずから』の読よみがなを『おいら』って書かいて、意い気き揚よう々ようと提てい出しゅつしようとしてたあなたを、止とめてあげた恩おんを忘わすれてるんじゃないでしょーね」

「その節せつはお世せ話わになりましたァ！　とにかく一いっ体たいどういうことなのか、説せつ明めいしてよ！」

　カレンが観かん念ねんしたように、ふうとため息いきを吐ついた。

「実じつは……時とき愛め喜き神じん社じゃのおみくじで、大おお当あたりを引ひいたの。それでもらった首くびかざりを身みにつけていたら、こんなことに……」

　カレンが制せい服ふくの胸むな元もとから、首くびかざりを取とりだして、私わたしに見みせた。

　そこには、うす桃もも色いろの勾まが玉たまがついていた。

「同おなじだ！」

「え？」

「カレンもおみくじ大おお当あたりだったんだね！　私わたしも同おなじの持もってるよ、少しょう女じょマンガの神かみ様さまが宿やどる勾まが玉たま！」

　私わたしの首くびかざりを見みせると、カレンは食くい入いるように、じいっと見みつめた。

「……その青あおい勾まが玉たまって、『少しょう年ねんマンガの神かみ様さま』が宿やどる勾まが玉たまじゃないかしら？」
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「少しょう年ねんマンガの神かみ様さま」を祀まつる神じん社じゃ、熱ねっ闘とう神じん社じゃは、時とき愛め喜き神じん社じゃのとなりにある。

　おみくじで、大おお当あたりが出でた人ひとがもらえる首くびかざりには当とう然ぜん、「少しょう年ねんマンガの神かみ様さま」が宿やどっている。

　私わたしは、学がっ校こうが終おわってすぐに、熱ねっ闘とう神じん社じゃにむかった。




「──アハハ、どうもすみませんねえ。時とき愛め喜き神じん社じゃと熱ねっ闘とう神じん社じゃは、どちらも私わたしが神かん主ぬしをやっとりましてねえ。勾まが玉たまをまちがえて渡わたしてしまったようですなあアハハ。しかし、返へん品ぴん交こう換かんは一いっ切さい受うけつけておりませんので悪あしからず。というか、そんなことしたら災わざわいが起おこります。なのでまあ、願ねがいが成じょう就じゅするまで、テキトーにすごして下くださいアハハじゃあまたね」




　それきり、社しゃ務む所しょの窓まどが開あくことはなかった。

　私わたしは、頭あたまの中なかが、真まっ白しろになった。

　神じん社じゃの境けい内だいで、ただひたすら立たちつくした。




　どうしよう。

　少しょう女じょマンガみたいな恋こいがしたかったのに、

　少しょう年ねんマンガの神かみ様さまが宿やどる勾まが玉たまを渡わたされてしまった。




　野や球きゅう部ぶにスカウトされたり、

　不ふ良りょうに飛とび蹴げりしてしまったり、

　トレジャーハンターに秘ひ宝ほうをたくされそうになったりしたのは、全ぜん部ぶ、この少しょう年ねんマンガの勾まが玉たまのせいだったんだ。

「……こんな勾まが玉たま、いらない！」

　首くびかざりを外はずし、遠とおくへ投なげ捨すてようと、ふりかぶったその時とき、




　──お待まち下ください、夢ゆめ子こさま。




　頭あたまの中なかに直ちょく接せつ、声こえがひびいた。

　突とつ然ぜん、勾まが玉たまが青あおく光ひかったかと思おもうと、目めの前まえに人にん間げんが現あらわれた。

「──私わたしは、その勾まが玉たまに宿やどる、少しょう年ねんマンガの神かみです」

　ニコリと、やわらかくほほえむその青せい年ねんは、とても背せが高たかく、日に本ほん神しん話わに出でてくる神かみ様さまみたいな衣い装しょうを身みにまとっている。

　銀ぎん色いろに光ひかる長ながい髪かみに、とても美うつくしい顔かお立だち。

　少しょう年ねんマンガの神かみ様さまって、こんなに美び形けいだったんだ。

「夢ゆめ子こさま。あなたは、本ほん当とうは少しょう女じょマンガの神かみの力ちからを借かりたかったのですね？」

「そ、そうなんです。だからこの首くびかざり、お返かえししたいんですけど」

「それはムリです」

「え？」

「一いち度どその首くびかざりを身みにつけてしまえば、願ねがいが成じょう就じゅされるまで、私わたしとあなたの因いん縁ねんは続つづきます」

「そ、そんなあ……」

　がくりと、その場ばにヒザをつき、うなだれた。

　これからもずっと、少しょう年ねんマンガの神かみ様さまに取とり憑つかれたままなの？

　今日きょう一いち日にちだけで、あんなに変へんなことがたくさん起おきたのに。

　明日あしたから私わたし、どうなっちゃうの？

「──顔かおを上あげて下ください、夢ゆめ子こさま」

　少しょう年ねんマンガの神かみ様さまが、私わたしの手てを引ひいて立たたせてくれた。

「願ねがいを成じょう就じゅさせるほかに、因いん縁ねんを断たちきる、もうひとつの方ほう法ほうがあります。こちらへいらして下ください」

　神かみ様さまが、とても優やさしいほほえみを浮うかべた。

　ああ、なんてきれいな顔かおなんだろう。

　よく考かんがえたらこの展てん開かいは、ちょっと少しょう女じょマンガっぽくない？

　神じん社じゃでもらった勾まが玉たまから、美び形けいの神かみ様さまが出でてくるなんて。

　コレはどちらかと言いえば、少しょう女じょマンガのノリだよね。

　イケメンに優やさしくされるという、ふだんあまりない経けい験けんにすっかり気きをよくした私わたしは、神かみ様さまに手てを引ひかれるまま素す直なおについて行いった。

「──夢ゆめ子こさま。この刀かたなを抜ぬいて下ください」

「はい？」

　連つれてこられたのは、神じん社じゃの裏うらの、雑ぞう木き林ばやし。

　そこに大おおきな岩いわがあり、一本ぽんの日に本ほん刀とうが突つき刺ささっていた。

「これは、どんな邪じゃ悪あくな魔ま物ものでも斬きることのできる、最さい強きょうの刀かたなです」

「はあ。そうですか」

「この刀かたなを、力ちからいっぱい引ひきぬいて下ください」

「なにこのエクスカリバー（＊）的てき展てん開かい」
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「夢ゆめ子こさまが、この伝でん説せつの刀かたなで千人にんの悪あく人にんをたおせば、私わたしとあなたの因いん縁ねんを断たちきることができます」

「千人にんとか多おおすぎるし、イヤなんですけど」

「ご安あん心しん下ください。この刀かたなはなんと、斬きった相あい手てに肉にく体たい的てきダメージを一いっ切さい与あたえずに、殺さっ気きや戦せん意いのみを切きり裂さいて消しょう滅めつさせ、敵てきを戦せん闘とう不ふ能のうにする、素す晴ばらしい刀かたななのです」

「いや全ぜん然ぜん安あん心しんできない。だれかと戦たたかうこと自じ体たいに不ふ安あんしかないです」

「大だい丈じょう夫ぶです！　生なま身みの人にん間げんに肉にく体たい的てきダメージは与あたえませんが、ガラスや鉄てつやミサイルや隕いん石せきなどの無む機き物ぶつは、破は壊かいすることができます！」

「ガラスや鉄てつやミサイルや隕いん石せきを破は壊かいしなきゃいけない状じょう況きょうが、全ぜん然ぜん大だい丈じょう夫ぶじゃないんですけど」
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「この刀かたな、だれが作つくったと思おもいます？　なにをかくそう、この私わたしです！　おどろいたでしょう！」

「私わたしの話はなしを全ぜん然ぜん聞きいてもらえないことに、おどろいています」

「名な前まえも私わたしがつけちゃいましたウフフ。この刀かたなの名めい称しょうは、魔ま封ふう殺さつ暗あん黒こく滅めっ却きゃく霊れい斬ざん破は邪じゃエクストリーム流りゅう星せい飛ひ翔しょう唯ゆい我が独どく尊そんヤマトタケルノミコト寿じゅ限げ無む寿じゅ限げ無む五ご劫こうの擦すり切きれ剣けん、です」

「長ながい！」

「略りゃくして、魔ま剣けんです」

「短みじかい！」

「さあどうぞ、夢ゆめ子こさま。魔ま剣けんを抜ぬいて下くださいませ」

「だからもうそういうのいらないって言いってんでしょおおおおおお！」

　私わたしは叫さけびながらダッシュで逃にげた。

　もうイヤだ！

　いいかげんにしろ！

　そういうの、本ほん当とうにいらないから！
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「──おはよう、夢ゆめ子こ。それって……もしかして日に本ほん刀とう？」

　翌よく朝あさ、昇しょう降こう口ぐちで、カレンが私わたしを見みて固かたまった。

　無む理りもない。

　今いまの私わたしは、日に本ほん刀とうを腰こしにたずさえているのだから。

　昨日きのう、雑ぞう木き林ばやしで刀かたなを抜ぬかずに、帰かえってきたというのに。

　なぜか今朝けさ起おきたら、私わたしの腰こしに日に本ほん刀とうが、革かわ製せいのホルダーでガッシリ装そう着ちゃくされていた。

　何なん度ど外はずしても、いつの間まにか帯たい刀とうしているので、仕し方かたなくそのまま登とう校こうしたんだけど……はっきり言いってなにこれこわい、どうしたらいいの。

「学がく生せい服ふくに日に本ほん刀とうって、かなりクールね。それも少しょう年ねんマンガ効こう果かなのかしら？」

「そうみたい……いい迷めい惑わくだよ。カレンの方ほうはどう？　相あい変かわらず？」

　ええまあね、とあいまいに笑わらうカレンの頭あたまを、後うしろから来きた黒くろ髪かみイケメン男だん子しがポン、とさわって、「おはよう」と笑え顔がおで通とおりすぎて行いった。

　次つぎに金きん髪ぱつイケメンが現あらわれて「放ほう課か後ご、校こう門もんのとこで待まってろよ」と、カレンにむかって、ややはずかしそうに言いって、去さって行いった。

　さらにその次つぎは石しゃく神じ井い先せん生せいが現あらわれて、「こら、いつまでもおしゃべりしてるとＨホームＲルーム始はじまるぞ」と、カレンにウインクをして、教きょう室しつに入はいった。

　……う、

　うう、

　うううううっ、

「うらやましいいいいッ！　カレンばっかりズルいよ！　私わたしだってイケメンに四し方ほう八はっ方ぽうから言いいよられたいィィィ！」

「私わたしも最さい初しょはそう思おもっていたのだけれど……好すきでもなんでもない人ひとに言いいよられても、あまりうれしくないんだってことが、だんだんわかってきたわ」

「なにそれ全ぜん然ぜん共きょう感かんできない！　カレンは野や球きゅう部ぶにスカウトされたり、トレジャーハンターに秘ひ宝ほうをたくされそうになったり、日に本ほん刀とうが腰こしからはなれなかったりする経けい験けんがないからそんなことが言いえるんだよおおおおおお！」

「お、落おちついてよ、夢ゆめ子こ。ほら、夢ゆめ子こにもイケメンが来きてるわよ」

「はあ!?　そんなのどこに……」

　後うしろをふり返かえると、一いちノの瀬せくんが立たっていた。

「鬼おに塚づかさん、ちょっと話はなしがあるんだけど」







　──信しんじられない。

　一いちノの瀬せくんの方ほうから、私わたしに話はなしがあるだなんて。

　ドキドキ高たか鳴なる胸むねをおさえながら、一いちノの瀬せくんの後あとについて、だれもいない校こう舎しゃ裏うらまでやってきた。

　どうしよう、一いちノの瀬せくんと二人ふたりっきりだ。

「鬼おに塚づかさん」

「は、はい」

「実じつはぼく、ずっと鬼おに塚づかさんのことを考かんがえていたんだ」

「え、マ、マジですかっ」

「うん。そしてひとつの結けつ論ろんに達たっしたよ」

「結けつ論ろんとは？」

「ぼくの推すい理りが正ただしければ、きみは、少しょう年ねんマンガの神かみ様さまに取とり憑つかれているね？」

「……はい？」

　まあ、その通とおりですけれども。

　どうしてわかったんだろう。

「ごまかしてもムダだよ、鬼おに塚づかさん。昨日きのうは、きみを一いち日にち中じゅう観かん察さつしていたんだ。入にゅう学がくしてからずっと体たい育いくが１だった鬼おに塚づかさんが、野や球きゅうの硬こう球きゅうを素す手ででつかんだり、不ふ良りょうグループをやっつけたりできるはずがない！　そうだろう!?」

「なんで私わたしがずっと体たい育いく１って知しってるの、一いちノの瀬せくん」

　一いちノの瀬せくんが、ゴホンとセキばらいをした。

「これを見みたまえ」

　一いちノの瀬せくんが胸むな元もとから、なにかを取とりだした。

　首くびかざりだ。

　首くびかざりには、紫むらさき色いろに光ひかる勾まが玉たまがついている。

「これは、『推すい理りマンガの神かみ様さま』が宿やどる、勾まが玉たまなんだよ」

「え、それって、もしかして……」

「推すい理りマンガの神かみ様さまを祀まつる、迷めい宮きゅう神じん社じゃで、ぼくが大おお当あたりのおみくじを引ひいたんだ」

　そんな神じん社じゃもあったんだ!?

　少しょう女じょマンガ、少しょう年ねんマンガと来きて、次つぎは推すい理りマンガの神かみ様さまかよ！

　てゆうか推すい理りマンガだって、少しょう女じょマンガか少しょう年ねんマンガの、どちらかに分ぶん類るいされるんじゃないのかな。

　あ、あと青せい年ねんマンガもあったか。

　どうしよう、マンガの神かみ様さまは、あとどれくらいいるんだ。

　手て塚づか治おさ虫む（＊）の立たち場ばはどうなるんだ。
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「ぼくは昔むかしからミステリー好ずきでね。迷めい宮きゅう神じん社じゃに通かよいつめること一年ねん、とうとう念ねん願がんの勾まが玉たまを手てに入いれることができたんだ！　すごいだろう！」

　ふだんはポーカーフェイスな一いちノの瀬せくんが、とてもうれしそうに勾まが玉たまをじまんしてくる。

　瞳ひとみが輝かがやいている一いちノの瀬せくん、初はじめて見みたけど、ちょっとかわいい。

「この首くびかざりを身みにつけてからは、毎まい日にちが謎なぞ解ときの連れん続ぞくだよ！　山やま田だくんのゆうべの晩ばんごはんがキャベツ炒いためだったことも言いいあてたし、家か庭てい科かの山やま下した先せん生せいの先せん週しゅうの婚こん活かつパーティーは収しゅう穫かくなしだったことも見みぬいたし、体たい育いくの大だい門もん先せん生せいの背せ中なかに、ハトのフンがついていると生せい徒とたちがさわいでいたが、それはハトではなく、カラスのフンであったことも推すい理りしてみせたんだ！」

「いずれにしても、大だい門もん先せん生せいかわいそう」

「ぼくの推すい理りは絶ぜっ対たいに外はずれないんだ！　さあ白はく状じょうしたまえ！　きみは、少しょう年ねんマンガの神かみ様さまが宿やどる首くびかざりを持もっているね？」

「はあ、まあ、白はく状じょうもなにも……別べつにかくしているワケじゃないし」

　私わたしが持もっている勾まが玉たまを見みせると、一いちノの瀬せくんは「ほらやっぱり当あたった！」とガッツポーズをした。

「ところでその日に本ほん刀とうも、少しょう年ねんマンガのオプションなのかい？」

「うん。外はずしても外はずしても、いつの間まにかくっついてるんだ」

「それは興きょう味み深ぶかいな。一いっ体たい、どんな原げん理りなんだ……？」

　一いちノの瀬せくんが腕うで組ぐみをして、なにやら考かんがえはじめたところで、チャイムが鳴なった。

　教きょう室しつに行いかなければ。

「チャイム鳴なったよ一いちノの瀬せくん、教きょう室しつに行いこうよ」

「鬼おに塚づかさん。今こん度どの日にち曜よう日び、空あいてる？」

「は？」

　頭あたまの中なかが、真まっ白しろになった。

　聞ききまちがいかな。

　きっと、聞ききまちがいだよね。

「今こん度どの日にち曜よう日び、よかったら、ぼくと会あえないかな」

　聞ききまちがいじゃなかった！
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「一いちノの瀬せくん、あっちの池いけにボートがあるんだよ、乗のろうよ！」

　日にち曜よう日び、一いちノの瀬せくんと一いっ緒しょに、海うみの見みえる公こう園えんにやってきた。

　ここは彼かれ氏しができたら絶ぜっ対たいに来こようと、密ひそかに決きめていたデートスポットだ。

　今日きょうは天てん気きもいいし、風かぜも気き持もちがいいし、絶ぜっ好こうのデート日和びより！

　お気きに入いりのワンピースなのに、日に本ほん刀とう装そう着ちゃくなのがちょっぴり悲かなしいけど。

「あ、あそこでクレープ売うってる！　一いっ緒しょに食たべようか！」

「ちょ、ちょっと待まって、鬼おに塚づかさん」

「どうしたの一いちノの瀬せくん。もしかして甘あまい物ものキライ？」

「いや好すきだけど。そうじゃなくて、今日きょうは、その日に本ほん刀とうの謎なぞを解ときたくてぼくは……」

「そんなの後あとにしようよ。あ、そうだ観かん覧らん車しゃに乗のろう！」

　一いちノの瀬せくんと学がっ校こう以い外がいで会あうなんて、めったにないチャンスだもん。

　こうなったら、思おもい切きりデート気き分ぶんを味あじわってやる！

　少しょう年ねんマンガの勾まが玉たまを身みにつけて以い来らい、ずっと散さん々ざんなめにあってたけど、たまにはいいこともあるもんだ！

　私わたしは一いちノの瀬せくんの腕うでをひっぱって、観かん覧らん車しゃにむかった。







「あれ、なんだろう、あの人ひとだかりは……」

　観かん覧らん車しゃのまわりに、たくさんの人ひとが集あつまっていた。

　よく見みると、パトカーも何なん台だいか見みえる。

　なにかの事じ件けん？

　そう言いえば、観かん覧らん車しゃが動うごいていない。

「なにかあったんですか？」

　私わたしのすぐ近ちかくにいた、観かん覧らん車しゃのスタッフらしきお兄にいさんに聞きいてみると、「実じつは……」と深しん刻こくな面おも持もちになった。

「あの一いち番ばん上うえのゴンドラの中なかに、銀ぎん行こう強ごう盗とうが人ひと質じちを連つれて立たてこもっているのですが、偶ぐう然ぜんにもそのゴンドラの中なかには、正しょう体たい不ふ明めいのマッドサイエンティストが作つくった、世せ界かいを破は滅めつさせる爆ばく弾だんがしかけられているらしいんです」

「なにその奇き跡せきのコラボレーション！」

　そんな偶ぐう然ぜんて、ある!?

　世せ界かいを破は滅めつさせる爆ばく弾だんて、なに!?

　てゆうか、銀ぎん行こう強ごう盗とうが観かん覧らん車しゃに立たてこもるって、前ぜん代だい未み聞もん！

「でも、それならどうして観かん覧らん車しゃを止とめたんですか。あんな高たかいところのゴンドラじゃ、どうにも対たい応おうできないでしょう？」

　一いちノの瀬せくんが聞きくと、スタッフのお兄にいさんは、深ふかいため息いきを吐ついた。

「それが……正しょう体たい不ふ明めいのマッドサイエンティストが、観かん覧らん車しゃの制せい御ぎょコンピューターを、遠えん方ぽうから操そう作さしているらしくて。われわれではどうにもならないんです」

　多た才さいだなあ、正しょう体たい不ふ明めいのマッドサイエンティスト。

　よくわからないけど、とにかく物ぶっ騒そうだし。

　巻まきこまれないうちに、ここからはなれた方ほうがよさそうだ。

「あぶないから別べつの場ば所しょに行いこうか、一いちノの瀬せくん」

　そう言いいながら、となりを見みておどろいた。

　一いちノの瀬せくんが、ものすごいオトコマエ顔がおで、観かん覧らん車しゃをにらみつけている。

　なんだかイヤな予よ感かんがする。

「鬼おに塚づかさん」

「なあに、一いちノの瀬せくん」

「頂ちょう上じょうのゴンドラまで、きみなら何なん秒びょうで登のぼれる？」

「なぜ登のぼれること前ぜん提ていで話はなしてるの？　しかも秒びょう単たん位いて」

「きみならできる！　少しょう年ねんマンガの神かみ様さまがついているんだ！」

「ムリだよ！　私わたしが体たい育いく１って知しってるでしょ！　観かん覧らん車しゃをよじ登のぼるなんて……」

「落おちつくんだ、鬼おに塚づかさん！」

　いや一いちノの瀬せくんこそ落おちついてよ、とは言いえなかった。

　一いちノの瀬せくんの瞳ひとみの中なかに、メラメラと熱あつく燃もえる炎ほのおが見みえる。

　一いちノの瀬せくんは、マジだ。

「鬼おに塚づかさん。ここに、少しょう年ねんマンガの神かみ様さまと、推すい理りマンガの神かみ様さまがそろっているんだよ？」

「そ、そうだけど……」

「ぼくたちが、やるしかないんだ」

「ええー……？　警けい察さつに任まかせようよ……」

「爆ばく破は装そう置ちの処しょ理り方ほう法ほうは、ぼくが指し示じを出だす。きみは人ひと質じちを保ほ護ごしてくれ」




　私わたしは、観かん覧らん車しゃを見み上あげた。

　でかい。

　めちゃめちゃでかい。

　あの一いち番ばん高たかいところまで登のぼるなんて、絶ぜっ対たいにムリだ。

　公こう園えんのジャングルジムだって苦にが手てなのに。

　しかし、地ち上じょうで右う往おう左さ往おうするだけの警けい察さつ官かんを見みていると、一いちノの瀬せくんの、「ぼくたちが、やるしかないんだ」という、さっきの言こと葉ばが、頭あたまの中なかで何なん度どもこだました。




　自じ分ぶんの胸むな元もとにある、青あおい勾まが玉たまを見みつめる。

　なんだか、できそうな気きがしてきた。

　一いちノの瀬せくんの顔かおを見みると、力ちから強づよくうなずいてくれた。







「──信しんじられない……私わたしってば結けっ構こうすごい……」

　観かん覧らん車しゃの、半はん分ぶんほどまで登のぼっただろうか。

　少しょう年ねんマンガの力ちからって、すごいな。

　素す手でで、観かん覧らん車しゃをよじ登のぼれるなんて。

　こわくて下したは見みられないけれど、「がんばれ！」と、大おお勢ぜいの声せい援えんが聞きこえる。

　地ち上じょうではおだやかだったのに、高たかいところへ来くると、ずいぶんと風かぜが強つよい。

　風かぜにあおられそうになり、必ひっ死しにしがみついた。

　パンツ見みえてないかな、大だい丈じょう夫ぶかな。

「あいたっ……！」

　爪つめが割われて、血ちがあふれてきた。

　少しょう年ねんマンガの神かみ様さまに護まもられていても、ケガもするし、痛いたみもある。

「なにやってるんだろう、私わたし……」

　指ゆびから流ながれる赤あかい血ちを見みて、急きゅうに悲かなしくなってきた。

　私わたしはただ、フツーのデートがしたかっただけなのに。

　一いちノの瀬せくんと、素す敵てきな恋こいがしたかっただけなのに。

　もしかしたらこれは、神かみ様さまからの罰ばつなのかも知しれない。




　おまじないとか、

　パワーストーンとか、

　神じん社じゃでおみくじとか、

　そんなのばっかりやって、がんばってるつもりになってた。

　ものすごくお手て軽がるに、お気き軽がるに、恋こいを叶かなえようとしてたんじゃないかな。

　例たとえるならそれは、参さん考こう書しょ買かってきて本ほん棚だなに入いれるだけで満まん足ぞくしちゃった、みたいな。

　でも、人ひとを好すきになるって、そういうことじゃない気きがする。

　彼かれ氏しいない歴れきイコール年ねん齢れいの私わたしには、よくわからないけど、きっとそうなんだ。




　好すきな人ひとと両りょう想おもいになるってことは、

　好すきな気き持もちを貫つらぬくっていうことは、

　少しょう女じょマンガみたいにキラキラしているように見みえても、

　少しょう年ねんマンガみたいに、泥どろまみれでがんばらなくちゃいけないんだ。




　傷きずだらけになっても、逃にげちゃいけないんだ。

　歯はを食くいしばって、何なん度どでも何なん度どでも立たち上あがるんだ。

　そうでなくちゃ、願ねがいは叶かなわないんだ。

　今いままでの私わたしは、ものすごくダメだったんだ。




　だけど、

　ダメな私わたしのままで、

　終おわるのは絶ぜっ対たいにイヤだ！
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「──すごい！　あの女おんなの子こ、一いち番ばん上うえのゴンドラにたどり着ついたぞ！」

　下したから、拍はく手しゅ喝かっ采さいが聞きこえる。

　ゴンドラの窓まどガラスを、こぶしでたたき割わって、中なかに侵しん入にゅうした。

「な、なんだおまえはっ！　どっから入はいってきた!?」

　ゴンドラの中なかで、銀ぎん行こう強ごう盗とうが人ひと質じちに、銃じゅうを突つきつけていた。

　人ひと質じちは、スーツを着きた、会かい社しゃ員いん風ふうのおじさんだった。

「ち、ち、近ちか寄よるなあ！　人ひと質じちがどうなってもいいのかああ！」

　銀ぎん行こう強ごう盗とうは、あからさまに動どう揺ようしていた。

　そりゃそうだろう。

　頂ちょう上じょうのゴンドラに、女じょ子し中ちゅう学がく生せいがよじ登のぼってくるなんて、想そう定てい外がいもいいところだ。

　ゴンドラの中なかはせまいので、日に本ほん刀とうをふり回まわすワケにもいかない。

　どうしようかと迷まよったが、とにかく今いまの私わたしは、なんだか、だれにも負まける気きがしなかった。

「動うごくなあああ！　動うごくと撃うつぞおおお！」

　わめき散ちらす銀ぎん行こう強ごう盗とうに、すばやく間ま合あいをつめ、銃じゅうをうばった私わたしは、犯はん人にんの顔がん面めんに鉄てっ拳けんをおみまいしてやった。

　犯はん人にんは、あっさりと気き絶ぜつした。

「あ、ありがとうございます……っ！」

　人ひと質じちだったおじさんは、腰こしをぬかしてはいるが、無む傷きずのようだ。

　白しろ目めをむいてたおれている犯はん人にんのすぐ近ちかくに、時じ限げん爆ばく弾だんらしき、小ちいさな機き械かいがある。

　モニターに映うつしだされている数すう字じが、どんどん減へっていく。

　爆ばく発はつへの、カウントダウンだろうか。

　その時とき、私わたしのスマホが鳴なった。一いちノの瀬せくんからだ。

「はい、もしもし」

『鬼おに塚づかさん、銀ぎん行こう強ごう盗とうはどうなった？』

「私わたしの鉄てっ拳けんでノビてるよ。人ひと質じちも無ぶ事じです」

『鬼おに塚づかさんは、大だい丈じょう夫ぶ？』

「うん。全ぜん然ぜん平へい気きだよ」

『それはよかった。爆ばく弾だんの解かい除じょ方ほう法ほうなんだけど』

「そうそう、コレどうしたらいいの？　数すう字じがどんどん減へってるよ」

『落おちついて鬼おに塚づかさん。爆ばく破は装そう置ちの青あおいコードを切きるんだ！』

「コードなんてどこにもないけど」

『ええと、じゃあ、今いまからぼくが言いう暗あん号ごうを打うちこむんだ！』

「打うちこむって、ボタンもなにもないけど」

『ああ、まちがえた、アレだ、爆ばく破は装そう置ちを真まっ二ぷたつに割わるんだ！』

「急きゅうに解かい除じょ方ほう法ほうが雑ざつになったけど!?」

　こういうの、映えい画がとかドラマでよく見みるけど、爆ばく破は装そう置ちを真まっ二ぷたつに割わるなんて見みたことないよ。

『ぼくの推すい理りが正ただしければ、その装そう置ちを真まっ二ぷたつに割われば、爆ばく破はを阻そ止しすることができる！』

「マジで!?　真まっ二ぷたつに!?」

『そうだ！　お豆とう腐ふを半はん丁ちょうに切きるように、スッパリとだ！』

「どうしよう……砕くだくことは簡かん単たんにできるけど、真まっ二ぷたつにきれいに割わるなんて……」

『きみには少しょう年ねんマンガの神かみから授さずかった、最さい強きょうの武ぶ器きがあるだろう！』

「ああ、そっかあ！」

　私わたしは、勢いきおいよく魔ま剣けんを抜ぬいた。

「ちょ、ちょっとおじょうちゃん、待まってくれ！」

　スイカ割わりのごとく刀かたなをかまえる私わたしを見みて、人ひと質じちのおじさんが叫さけんだ。

「その装そう置ちを割わるつもりなのか!?」

「あ、はいそうです。危あぶないからちょっと下さがってて下くださいね」

「いやいやいや！　そんなことしたら、爆ばく発はつするんじゃないのか!?」

「大だい丈じょう夫ぶですよ、だって……」




　一いちノの瀬せくんの推すい理りは、絶ぜっ対たいに外はずれないから。
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「──鬼おに塚づかさん！」

　警けい察さつやマスコミ、たくさんのギャラリーの波なみをかき分わけたところへ、一いちノの瀬せくんが走はしってきた。

　爆ばく破は装そう置ちは、真まっ二ぷたつにすることで無ぶ事じ解かい除じょでき、人ひと質じちのおじさんも保ほ護ごされた。

　今いまはちょうど銀ぎん行こう強ごう盗とうがパトカーで連れん行こうされるところで、観かん覧らん車しゃ付ふ近きんは、見けん物ぶつ客きゃくで大だい混こん雑ざつとなっている。

　正しょう体たい不ふ明めいのマッドサイエンティストのことは、これから捜そう査さしていくらしい。

「大だい丈じょう夫ぶだった？　鬼おに塚づかさん！」

「うん。一いちノの瀬せくんの推すい理りのおかげで、無ぶ事じに爆ばく破はを止とめることができたよ」

「いや、それより……ごめん」

「なにが？」

「こんな危き険けんなことに、女おんなの子こを巻まきこむべきじゃなかったなって、今いまになって後こう悔かいしてる。あの時ときのぼくは、どうかしてたんだ」

「ああ、なんか燃もえ上あがってたもんね」

「ほんとに、ごめん」

「一いちノの瀬せくんに言いわれたから登のぼったワケじゃないよ。私わたしは、私わたしの意い志しで登のぼったんだから」

　やるしかない、って私わたしもあの時とき思おもったから。

「じゃあ、私わたし疲つかれたから、もう帰かえるね」

　そう言いって歩あるきだすと、一いちノの瀬せくんが「ちょっと待まって！」とあわてて追おいかけてきた。

「鬼おに塚づかさん、手て！」

「手て？」

「血ちが出でてるよ」

　一いちノの瀬せくんが、私わたしの手てをハンカチでぎゅっと強つよくにぎりしめた。

　あまりに突とつ然ぜんだったので、おどろいた。

　ハンカチ越ごしに手てをにぎられて、顔かおにみるみる熱ねつが集あつまっていくのが、自じ分ぶんでもわかる。

「……鬼おに塚づかさん、聞きいてもいいかな」

「なあに？」

「ぼくの推すい理りが正ただしければ、なんだけど」

「うん」

「鬼おに塚づかさんて、もしかして、ぼくのこと……」

　顔かおを上あげると、一いちノの瀬せくんと目めが合あった。

　メガネの奥おくの、きれいな瞳ひとみが、私わたしをまっすぐに見みつめている。




「──ぼくのこと、いやらしい目めで見みてる？」




　一いちノの瀬せくんの身体からだが三メートルほどぶっ飛とんだ。

　もちろん、私わたしがグーでなぐったからだ。




　もうどうでもいい。

　もう恋こいなんてしない。

　泣なきながら帰かえっている最さい中ちゅうに、カレンから電でん話わがかかってきた。




『夢ゆめ子こ助たすけて！　街まち角かどで偶ぐう然ぜんぶつかった美び青せい年ねんが、実じつは人にん気きイケメン俳はい優ゆうで、出で会あったばかりなのに私わたしを婚こん約やく者しゃにしたいって迫せまってきて、どう断ことわればいいかわからないし、うちの屋や敷しきで同どう居きょすることになった親しん戚せきのさえないメガネ男だん子しが、メガネを外はずしたら超ちょう絶ぜつ美び少しょう年ねんだったことが発はっ覚かくして、これまた私わたしを婚こん約やく者しゃにしたいって言いいだして、困こまってるんだけど！』




　怒いかりに任まかせてスマホを真まっ二ぷたつに砕くだいた。

　神かみ様さまって、不ふ公こう平へいだ。

　もうどうでもいい。

　もう恋こいなんてしない。
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「……行いってきまーす……」

「あら夢ゆめ子こ、朝あさごはん食たべないの？」

「いらない……」

　翌よく朝あさの寝ね起おきは、サイアクだった。

　一いちノの瀬せくんをぶっ飛とばしてしまった自じ己こ嫌けん悪おで、一いっ睡すいもできなかった。

　いくらなんでも、あんなになぐり飛とばさなくてもよかったんじゃないかな。

　一いちノの瀬せくん、ごめんなさい。

　目めの下したクマだらけの私わたしを見みて、不ふ思し議ぎそうに首くびをかしげるママの横よこを通とおりすぎて、玄げん関かんにむかった。




「──おはよう、鬼おに塚づかさん」

　ドアを開あけて、おどろいた。

　私わたしの家いえの前まえに、一いちノの瀬せくんが立たっている。

「ど、どうしてここにいるの、一いちノの瀬せくん。なんで私わたしの家いえを知しっているの？」

　一いちノの瀬せくんが、ゴホンとセキばらいをした。

「そんなことより鬼おに塚づかさん。なぜきみのスマホはつながらないんだ。昨さく夜やからずっと電でん話わしてるのに」

「え、ああ、ちょっと壊こわれちゃって。てゆうか一いちノの瀬せくん……その顔かおどうしたの？」

　一いちノの瀬せくんの目めは、真まっ赤かに充じゅう血けつし、クマができていた。

「ゆうべは一ひと晩ばん中じゅう、鬼おに塚づかさんのことを考かんがえていて眠ねむれなかった」

「へ？」

「鬼おに塚づかさんの表ひょう情じょうと言げん動どうを分ぶん析せきした結けっ果か、きみは、ぼくをいやらしい目めで見みているはずなんだ」

「またなぐられたいの？」

「あの首くびかざりを授さずかってから、ぼくの推すい理りは外はずれたことがない！　外はずれるワケがない！　答こたえてくれ、ぼくの推すい理りは当あたっているだろう!?」

　なるほど。

　つまり一いちノの瀬せくんは、自じ分ぶんの推すい理りが外はずれるのが許ゆるせないと。

「答こたえてくれ鬼おに塚づかさん！　じゃないと今こん夜やもまた眠ねむれない！」

「……じゃあね、一いちノの瀬せくん。先さきに学がっ校こう行いってるね」

　私わたしは、一いちノの瀬せくんを押おしのけて走はしりだした。

　一いちノの瀬せくんは私わたしを追おいかけようとして、足あしがもつれて、その場ばにすっころんだ。

　睡すい眠みん不ぶ足そく、おそるべし。




　私わたしは走はしった。

　走はしりつづけた。

　だんだん足あし取どりが軽かるくなって、

　弾はずむようになって、

　リズミカルになって、

　てゆうか、

　ぶっちゃけ、

　スキップをしていた。




　──一いちノの瀬せくんが、一ひと晩ばん中じゅう、私わたしのこと考かんがえてたんだって！




「やばいうれしいどうしよう顔かおがニヤけるゥ！」

　両りょう手てで顔かおを押おさえながら、スキップしつづけた。

　通つう行こう人にんが不ふ審しんな目めで私わたしを見みているけど、どうにもこうにもスキップが止とまらない。

　どんな理り由ゆうであれ、好すきな人ひとが自じ分ぶんのことを一ひと晩ばん中じゅう考かんがえてたなんて、うれしいに決きまってる。

　うれしいうれしい！　超ちょう絶ぜつにうれしい！

　よく考かんがえてみれば、少しょう年ねんマンガだって、バトルや冒ぼう険けんモノばかりじゃないよね。

　恋れん愛あい要よう素そだって、ちゃんとあるもんね。

　少しょう年ねんマンガの神かみ様さまに取とり憑つかれていても、がんばれば、素す敵てきな恋こいができるかも知しれない。

　一いちノの瀬せくんと、両りょう想おもいになれるかも知しれない！

　勾まが玉たまを胸むな元もとから取とりだし、じっと見みつめる。

　朝あさの陽ひざしを受うけて、いつも以い上じょうに、青あおく光ひかっているように見みえた。




「──待まっていたぞ、鬼おに塚づか夢ゆめ子こ！」

　学がっ校こうに着つくと、校こう門もん前まえに大おお勢ぜいの人ひとが集あつまっていた。

　リーゼントの不ふ良りょう、忍にん者じゃ、陰おん陽みょう師じ、モヒカン男おとこ、吸きゅう血けつ鬼き、魔ま術じゅつ師し、大だい魔ま王おう……。

　少しょう年ねんマンガでよく見みる敵てきキャラたちが、集しゅう結けつしていた。

「鬼おに塚づか夢ゆめ子こ、今日きょうこそおまえをたおしてやる！」

　敵てきキャラの大たい群ぐんが、地じ面めんをゆらしながら突とっ進しんしてきた。

　それでも私わたしは、スキップを止とめられなかった。




（──今日きょうの放ほう課か後ご、あんみつ屋やさんに誘さそってみようかな。一いちノの瀬せくん、甘あまい物もの好すきって言いってたし。とりあえずコイツらウザイから、全ぜん員いんぶっ飛とばしとくか）




　乙おと女めの恋こい路じをジャマする敵てきキャラは、排はい除じょしとかないとね。

　一いちノの瀬せくんとの放ほう課か後ごデートを想そう像ぞうしながら私わたしは、ニヤついた顔かおで、魔ま剣けんを抜ぬいた。
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　神かみ様さまは、本ほん当とうに不ふ公こう平へいだと思おもう。

「今朝けさはこれで、五人にん目めか……」

　道どう路ろにあおむけでたおれているヤンキーの横よこを、ため息いき吐つきながら通とおりすぎる。

　学がっ校こうへむかう道どう中ちゅうで、私わたしがたおしたヤンキーの数かずは、今朝けさだけで五人にんだ。

　いくら私わたしが、少しょう年ねんマンガの神かみ様さまに取とり憑つかれているからって。

　これはちょっと、多おおすぎやしないか？

　どうして少しょう年ねんマンガって、戦たたかってばかりなんだろう。




「今朝けさはこれで、五人にん目めか……」

　昇しょう降こう口ぐちに入はいると、下げ駄た箱ばこの前まえで、ため息いきを吐ついている女じょ子しがいた。

　手てにはラブレターが五通つう、にぎられている。

　私わたしはその女じょ子しに、笑え顔がおで声こえをかけた。

「おはよう、カレン」

「え、ちょ、夢ゆめ子こ、どうして抜ぬき身みの刀かたなを私わたしにむけているの？　そしてなぜ目めが血ち走ばしっているの？」

「いやまさか男だん子しからラブレター五通つうももらっておいて、困こまったわ迷めい惑わくだわとか、思おもっているのなら」

「お、お、思おもってないわよ。思おもうワケないでしょ。最さい高こうにうれしくて、よろこびにひたっていたところよ。だから早はやく刀かたなをしまいなさい」

　カレンは、私わたしが欲ほしかった「少しょう女じょマンガの神かみ様さま」の勾まが玉たまを持もっているんだもんね。

　そりゃあ、ラブレター五通つうなんて、日にち常じょう茶さ飯はん事じだよね。

「いいよね、カレンは……。遠とおくのイケメンから近ちかくのイケメンまで、選えらびたい放ほう題だいじゃない。私わたしだって、少しょう女じょマンガみたいな恋こいがしたいよ」

「夢ゆめ子こだって最さい近きん、一いちノの瀬せくんといい感かんじじゃない」

「なに言いってんの全ぜん然ぜんだよ。一いちノの瀬せくんは、推すい理りにしか興きょう味みないみたいだし」

「そうでもないんじゃない？　ほら後うしろ」

「え？」

　カレンに言いわれて、後うしろをふり返かえってみると、

「おはよう、鬼おに塚づかさん」

　一いちノの瀬せくんが、立たっていた。

　も、もしかして、今いまの会かい話わ、聞きかれてた？

「い、一いちノの瀬せくん、いつからそこに……？」

「少すこし前まえから。それより鬼おに塚づかさん」

「は、はい」

「ぼくの推すい理りが正ただしければ、きみは、今日きょうも戦たたかいながら登とう校こうしてきたね？　敵てきは三人にん……いや五人にんか。それも、ヤンキー系けいかな」

「一いちノの瀬せくん、すごい！　どうしてわかったの？」

「その日に本ほん刀とうの、鞘さやへの納おさまり具ぐ合あいが、今朝けさはまだ使つかわれていないふんいきをかもしだしている。鬼おに塚づかさんは相あい手てが丸まる腰ごしだと、よほどじゃないかぎり抜ばっ刀とうしないというデータは、すでに入にゅう手しゅずみだ。つまり敵てきは、大おお型がたの武ぶ器きを所しょ持じしていない、ヤンキー系けいの可か能のう性せいが高たかい。たおした人にん数ずうは、鬼おに塚づかさんの顔かお色いろや呼こ吸きゅう数すうや、ヘアスタイルの乱みだれ方かたなどから予よ測そくできる。ついでに、となりの白しら鳥とりさん」

「なにかしら？」

「ぼくの推すい理りが正ただしければ、白しら鳥とりさんは今朝けさ、ラブレターを五通つうもらっただろう？」

「ラブレターを今いまこうして、手てに持もってるからね。推すい理りもなにも、見みればわかるわよね」

「白しら鳥とりさんが、少しょう女じょマンガの神かみ様さまの加か護ごを受うけていることも、ぼくは早はやい段だん階かいから見みぬいていたよ。それまでは全ぜん然ぜんモテてなかったもんね。白しら鳥とりさんて目めつき悪わるいし、高こう圧あつ的てきだし」

「一いちノの瀬せくんに言いわれたくないわね」

「ふむ。ぼくの推すい理りは、今日きょうも絶ぜっ好こう調ちょうのようだな」

　一いちノの瀬せくんは顔かお色いろひとつ変かえず、メガネのブリッジを指ゆびでくいと上あげた。

　すごいかっこいい！

　名めい探たん偵ていみたい！

「──待まって、一いちノの瀬せくん！」

　教きょう室しつへむかおうとする一いちノの瀬せくんを、呼よびとめた。

「あ、あのね、今日きょうの放ほう課か後ご、体たい育いく館かん裏うらに来きてほしいんだけど」

「うん、わかった」

　一いちノの瀬せくんはそれだけ言いって、さっさと教きょう室しつへ行いってしまった。

　めっちゃクール！

「かっこいい！　ねえカレン、今いまの聞きいた!?　一いちノの瀬せくんめちゃくちゃかっこいい！」

「あの不ぶ愛あい想そう男おとこのどこがかっこいいのかは、みじんもわからないけれど。今日きょうの夢ゆめ子こは、やけに積せっ極きょく的てきね。どうしたの？」

「えへへ、実じつはね……」

　カバンの中なかから、ある物ものを取とりだして、カレンに見みせた。

　きんちゃく型がたの、ブルーのギフトバッグ。

　金きん色いろのリボンで、私わたしがていねいにラッピングした。

「じゃーん！　一いちノの瀬せくんに、このプレゼントを渡わたすのだ！」

「へえ、すごいじゃない。中なか身みはなあに？」

「手て編あみのマフラーです！」

「まだ六月がつよ夢ゆめ子こ、しっかりして」

「このマフラーを渡わたして、『好すきです』って告こく白はくするの！」

　ひと編あみひと編あみ、私わたしの恋こい心ごころをめいっぱいこめて、編あんだマフラー。

　このマフラーと一いっ緒しょに、一いちノの瀬せくんへの私わたしの想おもいを届とどけるんだ。

「すごいでしょカレン、少しょう女じょマンガの神かみ様さまの勾まが玉たまがなくても、これくらいのことはできるんだよ！　手て編あみのマフラーで告こく白はくとか、すごく少しょう女じょマンガっぽいでしょ！」

「まあ……腰こしに日に本ほん刀とうさえ、なければね」

　たしかに……。

　カレンに言いわれて、私わたしの腰こしにある刀かたなを、無む言ごんで見みつめた。

　少しょう年ねんマンガの神かみ様さまから授さずかった、最さい強きょうの魔ま剣けん。

　いや、授さずかった覚おぼえはないんだけど。

　むしろ拒きょ否ひしたんだけど。

　腰こしのホルダーから、刀かたなを鞘さやごと抜ぬいてみる。

　捨すてられるのならば、捨すてたい。

　でも、外はずしても外はずしても、いつの間まにか腰こしにくっついてるんだから、どうしようもない。

　刀かたなを見みつめながら、ため息いきをひとつ吐ついた。

「──そこのきみ！　学がっ校こうにそんな物ものを持もちこんではいけない！」

　突とつ然ぜんの大おお声ごえに、私わたしもカレンも、思おもわず身体からだをこわばらせた。

　ふり返かえると、同どう学がく年ねんの剣けん持もち勇ゆう希きくんが、仁に王おう立だちしていた。
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　同おなじクラスにはなったことがないけど、彼かれは有ゆう名めい人じんだ。

　ぴっちり横よこ分わけ七三ヘアの、カタブツ男おとこ。

　一年ねんの頃ころから風ふう紀き委い員いんをやっていて、とにかく風ふう紀きやルールにやたらめったら厳きびしく、彼かれに泣なかされた生せい徒とは、数かず知しれない。

　かく言いう私わたしも、ぬきうちの持もち物もの検けん査さで、怒おこられたことがある。

　ママが作つくった、くきワカメのつくだ煮にを、プラスチック容よう器きに大たい量りょうにつめこんで持もって来きていた日ひのことだった。

　剣けん持もちくんに、くきワカメを見みつけられてしまい、「勉べん学がくのさまたげになる物ものは、持もちこみ禁きん止しだ」と、没ぼっ収しゅうされかけた。

　私わたしが「これはお昼ひるに食たべるんです！」と説せつ明めいしたら、

「ウソを吐つくな！　くきワカメをこんなに大たい量りょうに食たべる女じょ子し中ちゅう学がく生せいがいるわけないだろう！」と言いわれたので、「私わたしは前ぜん世せがくきワカメだったんです！」と口くちから出でまかせを叫さけんだら、なんか許ゆるしてもらえた。

　あの時ときは、マジでやばかった。

「──なにを考かんがえているんだきみは！　学がっ校こうにそんな物ものを持もってくるなんて！」

　その剣けん持もちくんに、今朝けさはこの日に本ほん刀とうを見みられてしまった。

　剣けん持もちくんが、鬼おにの形ぎょう相そうで私わたしに近ちかづいてくる。

　どうしよう、やばい、怒おこられる。

　学がっ校こうに日に本ほん刀とう持もって来きたら、そりゃ怒おこられるよね。

　てゆうか、フツーに銃じゅう刀とう法ほう違い反はんだよね。

「これは没ぼっ収しゅうだ！」

　剣けん持もちくんが、マフラーの入はいったギフトバッグを、私わたしの手てから取とり上あげた。

「えっ、日に本ほん刀とうはいいの？」

「学がく生せいの本ほん分ぶんは勉べん強きょうだ。これは勉べん強きょうのさまたげにしかならない」

「日に本ほん刀とうはいいの？」

「勉べん学がくに関かん係けいのない物ものは、持もちこみ禁きん止しだ」

「日に本ほん刀とうはいいの？」

「日に本ほん刀とうはいいよ。こっちは没ぼっ収しゅうする」

「日に本ほん刀とうはいいんだ!?」

　日に本ほん刀とうはＯＫなのに、マフラー没ぼっ収しゅうされたァ！

　これも、少しょう年ねんマンガ効こう果かってヤツか！

　少しょう年ねんマンガの威い力りょくはすごいな！

「放ほう課か後ご、生せい徒と指し導どう室しつに来きたまえ。コレはその時ときに返へん却きゃくしてやる」

　剣けん持もちくんはジロリと私わたしをにらみつけ、ギフトバッグを持もって、去さって行いった。

　マジでえええええ!?

　ひどいひどい！

　一いっ生しょう懸けん命めい、編あんだのにっ！

「どうしようカレン！　マフラー没ぼっ収しゅうされたァ！　剣けん持もちくんてひどくない!?」

「まあでも……放ほう課か後ごに返かえしてくれるんでしょ？　それから一いちノの瀬せくんに渡わたせばいいんじゃない？」

　はっ、そうだ！

　放ほう課か後ごに、一いちノの瀬せくんと体たい育いく館かん裏うらで待まち合あわせしてるんだった！

　授じゅ業ぎょうが終おわったら、ダッシュで返かえしてもらって、ダッシュで一いちノの瀬せくんに届とどけないと！
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「──じゃあねカレン、また明日あしたね！」

　六限げん目め終しゅう了りょうのチャイムと同どう時じに、私わたしは教きょう室しつを飛とびだした。

　早はやく生せい徒と指し導どう室しつに行いって、マフラーを返かえしてもらわないと。

　体たい育いく館かん裏うらでっ、一いちノの瀬せくんにっ、少しょう女じょマンガみたいな告こく白はくするんだからっ！

「──おまえが、この学がく園えんで最さい強きょうの女おんなか？」

　廊ろう下かを走はしっていたら、身みの丈たけおよそ三メートルの大おお男おとこが現あらわれた。

　それもモヒカン頭あたまだ。

　トゲトゲのついた肩かたパッドもつけてる。

　めっちゃこわい。

　見みた目めだけで１ひゃく１と０お番ばん通つう報ほうしたい。

　なんでこんなのが、学がっ校こうの中なかにいるの？

「おれと勝しょう負ぶしろ」と不ふ敵てきな笑えみを浮うかべながら、チェーンをぶんぶんとふり回まわしている。

　あんな物ものが当あたったら、痛いたいどころのさわぎではない。

「くたばれ！」

　モヒカンが、私わたしめがけてチェーンをふり下おろしてきたのでとっさによけ、刀かたなを抜ぬいた。

「えい！」

　モヒカンのおなかあたりに刀かたなを打うちこんだ。しかし……。

「ちっとも効きかねえなあ」

　モヒカンが笑わらいながら、ワザとらしくおなかをボリボリかいている。

　少しょう年ねんマンガの神かみ様さまが作つくった魔ま剣けんが効きかないなんて、なんつー頑がん丈じょうな身体からだなんだ。

　それならば……。

「くらえ、連れん撃げき！」

　モヒカンの腹はらの中ちゅう心しん、一いっ点てんだけをめがけて、高こう速そくで刀かたなを何なん度ども打うちこんだ。

「ぐはあッ！」

　モヒカンが、あおむけにたおれた。

　たおれたモヒカンの巨きょ体たいから、赤あかい湯ゆ気げのような物ものが立たちのぼって、消きえた。

　この刀かたなは、敵てきの殺さっ気きや戦せん意いを消しょう滅めつさせる力ちからがあるので、あの湯ゆ気げみたいなのが、どうやらソレらしい。

「じゃあね、私わたし、急いそいでるから」

　気き絶ぜつしているモヒカンの横よこを、走はしりぬける。

　私わたしは今いまから、少しょう女じょマンガみたいな告こく白はくしなきゃいけないんだから。




　一階かいの渡わたり廊ろう下かを走はしっていたら、サッカーボールを抱かかえた、ユニフォーム男だん子しが現あらわれた。

「鬼おに塚づか！　おれのボールを止とめられたら、おまえをキーパーとして認みとめてやる！」

「いや認みとめてくれなくていいんですけど」

「くらえ、必ひっ殺さつ・トルネード・サンダー・エンペラー・シュート！」

　サッカー少しょう年ねんが勢いきおいよくジャンプして、空くう中ちゅうでくるくると回かい転てんしはじめた。

　ずいぶん長ながいことくるくる回まわっているので、待まち切きれなくて、私わたしは走はしって通とおりすぎた。

　ごめんね、私わたし急いそいでるから。

　今いまから少しょう女じょマンガみたいな告こく白はくしなきゃいけないから。




「──鬼おに塚づか夢ゆめ子こ殿どのと、お見み受うけする」

　階かい段だんを上のぼっていたら、今こん度どは忍にん者じゃが現あらわれた。

「ここで会あったが百年ねん目め。貴き様さまをたおして、服はっ部とり半はん蔵ぞう（＊）十三代だい目めを継ついでみせる！」
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「どうして跡あと継つぎ問もん題だいに私わたしが組くみこまれているの？」

「忍にん法ぽう・風ふう斬ざん術じゅつ！」

　忍にん者じゃが両りょう手てで印いんを結むすぶと、突とつ然ぜん、立たっていられないほどの強きょう風ふうが巻まきおこった。

「ふはははは！　どうだ、この大おお風かぜには手ても足あしも出でまい！」

　ふ、

　ふ……、

「……ふざけるなああああああ！」

　ブチ切ぎれた私わたしは刀かたなを鞘さやごと抜ぬいて、ブーメランのようにぶん投なげた。

　刀かたなは高こう速そくで回かい転てんしながら、忍にん者じゃのひたいにクリーンヒットした。

「……ま、まさか、刀かたなを手しゅ裏り剣けんのごとく飛とばすとは……！」

　忍にん者じゃはその場ばに、バタリとたおれた。

「スカートめくれるでしょうが！」

　女じょ子し相あい手てに風かぜ系けいの技わざを使つかうとか、ルール違い反はんよ！

　パンツ見みえたらどーすんの！

　そんなラッキースケベ、だれも期き待たいしてないっつーの！

　たおれた忍にん者じゃの身体からだから、赤あかい湯ゆ気げが立たちのぼって消きえた。

　魔ま剣けんの力ちからで戦せん意いを消しょう滅めつさせられると、戦たたかえない状じょう態たいになる。

　だけど時じ間かんが経たてば、また戦せん意いは復ふっ活かつするらしいから、やっかいだ。

「しばらくそこで寝ねてろ！」

　私わたしはたおれた忍にん者じゃを足あしで踏ふみつけてから、指し導どう室しつを目め指ざして再ふたたび走はしりだした。




「──はあ、はあ……あと少すこしだ……」

　廊ろう下かの先さきに、ようやく生せい徒と指し導どう室しつのドアが見みえてきた。

　指し導どう室しつに行いくだけで、なんでこんなにも苦く労ろうしなきゃいけないんだ。

「──おい、そこのおまえ」

　ふり返かえると、後うしろに男だん子しが立たっていた。

　見みたことのない制せい服ふくを着きている。どこの学がっ校こうの生せい徒とだろう？

　ヤンキー風ふうでもないし、武ぶ器きも持もっていないし、一いっ体たい、彼かれは何なに者ものなんだ。

「──おれの必ひっ殺さつ技わざを受うけてみろ！」

「説せつ明めいもなしにいきなりだ！」

　男だん子しがなんの自じ己こ紹しょう介かいもなしに、右みぎ手てを私わたしにかざしてきた。

　すると手ての平ひらから、ビームのようなものが出でた。

　とっさによけると、ビームは背はい後ごの壁かべを黒くろコゲにした。

「あ、当あたったら、どおすんのよ！」

　真まっ黒くろに焼やけコゲた壁かべを見みて、ゾッとした。

　男おとこは間かん髪はつをいれずに、二発はつ目めのビームを撃うってきた。

　私わたしは思おもわず刀かたなを抜ぬいて、自じ分ぶんの身体からだをかばうように眼がん前ぜんでかまえた。

　ビームは刀かたなに当あたると反はん射しゃして、そのまま折おり返かえした。

「ぎゃああッ！」

　自じ分ぶんで放はなったビームを自じ分ぶんで浴あびて、少しょう年ねんはたおれた。

　……一いっ体たいなんだったのだろう、このビーム少しょう年ねんは。

　まあいいや。私わたし急いそいでるから。

「──やっと、ここまでたどり着ついた……」

　ふらふらとした足あし取どりで、生せい徒と指し導どう室しつのドアノブに手てをかけた。

　だってもう、疲ひ労ろう困こん憊ぱいだ。

　しかし、急いそがなければ。

　体たい育いく館かん裏うらで、一いちノの瀬せくんが待まっているのだから。

　私わたしは、勢いきおいよくドアを開あけた。

「すいませえーん。二年ねん四組くみの鬼おに塚づか夢ゆめ子こですけどー。今朝けさ没ぼっ収しゅうされた物ものを返かえしてほしいんですけどー」

　指し導どう室しつの中なかに入はいって、ふと、気きづく。

　そこには──床ゆかがなかった。

「うわああっ！」

　そのまま、まっさかさまに落おちた。

　どこまでも、どこまでも、深ふかい闇やみの中なかを、私わたしは落おちていった。

[image: ]




「──ただ今いまより、我わが娘むすめ、ユメリーナ姫ひめの結けっ婚こん相あい手てを決けっ定ていする！」

　はっ、と気きがついた。

　目めの前まえに、ヨーロッパの宮きゅう殿でんのような、ごうかな部へ屋やが広ひろがっている。

「……え、なに、これ」

　ここはどこ？

　私わたし、生せい徒と指し導どう室しつに入はいったはずなんだけど。

　なんでこんな、お城しろみたいな建たて物ものの中なかにいるの？

　自じ分ぶんの身体からだを見みて、おどろいた。

　私わたしは、お姫ひめさまみたいなドレスを着きている。

　いつの間まに着きがえたの？

　でも日に本ほん刀とうは、腰こしに装そう着ちゃくしている。

　こんなドレスなのに、そこだけはいつもと一いっ緒しょなんだ？

　あ、勾まが玉たまの首くびかざりも、いつも通どおりにつけてる。

「どうした、ユメリーナ。今日きょうはおまえの結けっ婚こん相あい手てを決きめる、大だい事じな日ひだぞ」

　王おう冠かんをかぶった王おう様さまみたいな人ひとが、玉ぎょく座ざから私わたしを見みている。

　そのとなりには、ドレスを着きたきれいな女じょ性せいが寄よりそっている。

　今こん度どはその女じょ性せいが「ユメリーナ」と、私わたしに話はなしかけてきた。

　てゆうか、さっきから、ユメリーナってだれのこと？　もしかして私わたし？

「ユメリーナ、お父ちち上うえにちゃんと返へん事じなさい」

　えええええええッ！

　この王おう様さま、私わたしのお父とうさんなの!?

　いやいやいやいや、こんないかついおじさんが、私わたしのお父とうさんなワケないじゃん！

　え、じゃあ、となりの女じょ性せいは、もしかして私わたしのお母かあさん!?

　なにこれ！　一いっ体たいなにがどうなってるの!?

「ユメリーナ姫ひめの婿むこ候こう補ほが、二人ふたりいるそうだな。今いますぐ連つれてまいれ」

　王おう様さまが言いうと、重おも々おもしく扉とびらが開ひらき、一人ひとりの男おとこが入はいってきた。

　その男おとこは、どう見みても……。

「一いちノの瀬せくん!?」

　変へんな甲かっ冑ちゅうをつけているけど、銀ぎん縁ぶちメガネの一いちノの瀬せくんだ。

　一いちノの瀬せくんはいつも以い上じょうに不ぶ愛あい想そうで、私わたしの顔かおを見みても、無む反はん応のうだった。

「村むらの鍛か冶じ屋やの息子むすこ、イチノリアだ」

　王おう様さまにそう紹しょう介かいされると、一いちノの瀬せくんはうやうやしく、ひざまずいた。

　イチノリアって、なに？

　一いちノの瀬せくんじゃないの？

　こんなにソックリな別べつ人じんって、いる？

「そしてもう一人ひとりの候こう補ほ者しゃは、隣りん国ごくの後こう継けい者しゃ、ケンモルト王おう子じ！」

　次つぎに入はいってきたのは、マントを羽は織おった王おう子じ様さま。

　この人ひとがケンモルト王おう子じらしいけども……。

「いや、剣けん持もちくんじゃん！」

　私わたしは思おもわず声こえを上あげた。

　これ絶ぜっ対たい、剣けん持もちくんじゃん！

　王おう子じ様さま風ふうのコスチューム着きてるけど、私わたしからマフラーを没ぼっ収しゅうした、憎にくき風ふう紀き委い員いんの、ぴっちり横よこ分わけ剣けん持もちくんじゃん！

　みんなしてなにこれ？　コスプレ大たい会かい？

「国こく王おう、獲え物ものはどちらですか」

　剣けん持もちくんが王おう様さまに聞きくと、突とつ然ぜんものすごいうなり声ごえがひびいた。

　窓まどの外そとを見みて、私わたしは絶ぜっ句くした。

　ドラゴンだ。

　ビル十階かい分ぶんくらいの巨きょ大だいなドラゴンが、窓まどのむこうで、口くちから火ひを噴ふいている。

「ドラゴンを先さきにたおした者ものを、ユメリーナ姫ひめの婿むことして正せい式しきに認みとめる！」

　一いちノの瀬せくんと剣けん持もちくんが、それぞれ剣けんを抜ぬき、互たがいににらみ合あいながら部へ屋やを出でて行いった。

　え、あのドラゴンをたおすの？

　いやいや、どう考かんがえたってムリでしょ！

「あ、あのォ……おじさん、じゃなくて、王おう様さま、ええと、お父とう様さま」

「どうした、ユメリーナ」

「戦たたかいをやめさせて下ください、危き険けんすぎます」

「なにを言いう。ドラゴンをたおした強つよき男おとこと結けっ婚こんするのが、我わが国くにの伝でん統とうだろう」

　いや知しらないよ、そんな伝でん統とう。

　てゆうか、ここは一いっ体たいどこなの？

「──勝しょう者しゃ・ケンモルト王おう子じ！」

　大おおきな歓かん声せいが聞きこえてきたので、あわてて窓まどの外そとを見みると、ドラゴンがたおれていた。

　ドラゴンのすぐそばで、剣けん持もちくんが、満まん面めんの笑えみでガッツポーズを決きめている。

　ええええ早はやい！

　勝しょう敗はいつくの、早はやい！

　てゆうか、剣けん持もちくんがドラゴンたおしたの？　マジで？

　拍はく手しゅ喝かっ采さいを受うけている剣けん持もちくんから少すこしはなれた場ば所しょで、一いちノの瀬せくんが、くやしそうな表ひょう情じょうで地じ面めんに片かたヒザをついている。

「あのイチノリアって男おとこは、身みのほど知しらずだったなあ」

「ケンモルト王おう子じに勝かてるはずがないのに」

「ケンモルト王おう子じは隣りん国ごくじゃ、国くに一いち番ばんの強つわ者ものらしいぞ」

「イチノリアはバカだな。王おう子じと勝しょう負ぶしようなんて」

　私わたしの背はい後ごで、城しろの従じゅう者しゃたちが、一いちノの瀬せくんの悪わる口くちを、プークスクスみたいな顔かおで話はなしてる。

　ちょっと、一いちノの瀬せくんのこと悪わるく言いわないで！

　なんかすごく腹はら立たつ！

「──さあ、婚こん礼れいの儀ぎ式しきだ！」

　突とつ然ぜん、目めの前まえが光ひかりに包つつまれたかと思おもうと、景け色しきが教きょう会かいに変かわった。

　教きょう会かいの鐘かねが、高たからかに鳴なりひびく。

　たくさんの人ひとたちが、笑え顔がおで拍はく手しゅしている。

　信しんじられないことに、私わたしは純じゅん白ぱくのウェディングドレスを着きていた。

「ユメリーナ姫ひめ、必かならずきみを幸しあわせにしてみせるよ」

　剣けん持もちくんが優やさしくほほえみ、私わたしの手てを取とった。

　大おお勢ぜいの招しょう待たい客きゃくの中なかに、一いちノの瀬せくんの姿すがたもあった。

　少すこしさびしそうな笑え顔がおで、まわりの人ひとたちと一いっ緒しょに、拍はく手しゅしている。

　これは一いっ体たい、なんなの？

　私わたしは、どうしたらいいの？

「あ、あの、ええと、私わたし……」

「どうしたんだユメリーナ。なにか不ふ満まんでもあるのかい？」

「いや、だって、こんな……」

「きみは、少しょう女じょマンガみたいな恋こいがしたいんだろう？　これで夢ゆめが叶かなったじゃないか」

「夢ゆめが叶かなった……？」

　たしかに。

　ここにはヤンキーもいないし、忍にん者じゃもいない。

　素す敵てきなウェディングドレスを着きて、王おう子じ様さまと結けっ婚こんだなんて、少しょう女じょマンガそのものだ。

　だけど……。

「……これじゃ、夢ゆめは叶かなってない」

　私わたしの願ねがいは、叶かなっていない。

　だって、

　だって私わたしは、

「──私わたしが好すきなのは、一いちノの瀬せくんなんだ」

　少しょう女じょマンガみたいな世せ界かいで、

　少しょう女じょマンガみたいな結けっ婚こん式しきを挙あげられたとしても、

　相あい手てが一いちノの瀬せくんでなくちゃ、意い味みがないんだ。




「──鬼おに塚づかさん！」




　顔かおを上あげると、一いちノの瀬せくんと目めが合あった。

　今いま、私わたしのこと、「鬼おに塚づかさん」って呼よんでくれたよね。

　ユメリーナじゃなくて。

「……鬼おに塚づかさん！」

　一いちノの瀬せくんが、まっすぐに私わたしを見みつめている。

　一いちノの瀬せくんが呼よんでる。

　一いちノの瀬せくんが、私わたしを呼よんでいる。

「──逃にげろ！　ドラゴンだあ！」

　地じ面めんがゆれ、教きょう会かいの天てん井じょうが、突とつ然ぜんガラガラとくずれてきた。

　割われた天てん井じょうのすき間まから、さっきたおしたはずのドラゴンのおそろしい顔かおが見みえて、教きょう会かいの中なかは大だいパニックになった。

「どうなってる!?　こんなのは設せっ定ていにないはずだ！」

　招しょう待たい客きゃくが逃にげまどう中なか、剣けん持もちくんが、あせったように叫さけんだ。

　設せっ定ていって、どういうことだろう。

「ここはあぶない、逃にげようユメリーナ！」

　そう言いって私わたしの顔かおを見みた剣けん持もちくんが、はっとなにかに気きづいた。

「ユメリーナ、どうしてきみは……」

　信しんじられない、というような表ひょう情じょうで、剣けん持もちくんが私わたしの顔かおを見みつめる。

　なんだろう、私わたしの顔かおになにかついてるかな。

「身体からだごとこちらの世せ界かいに来くるはずなのに、どうしてきみは意い識しきだけしか来きていないんだ」

　意い識しきだけ？

　それは、どういうこと？

　剣けん持もちくんが、私わたしの首くびかざりに視し線せんを落おとした。

「くそっ、その勾まが玉たまのせいか！　マフラーよりも、その首くびかざりを没ぼっ収しゅうしておくべきだった！」

　剣けん持もちくんの怒ど号ごうをかき消けすように、ドラゴンの巨きょ大だいなしっぽが、教きょう会かいの壁かべをぶち壊こわしていく。

　──そうだ、私わたしには、この勾まが玉たまがある。

「少しょう年ねんマンガの神かみ様さまの宿やどる勾まが玉たまが！」

　青あおく光ひかる勾まが玉たまを、眼がん前ぜんにかかげた。

　ここがどこなのか、わからない。

　なにが起おきているのか、全まったくわからない。

　だけど私わたしには、少しょう年ねんマンガの神かみ様さまが憑ついている。

　どんなに絶ぜつ望ぼう的てきな状じょう況きょうでも、

　あきらめずに戦たたかえば、

　必かならず夢ゆめを叶かなえることのできる、少しょう年ねんマンガの神かみ様さまが！

「──助たすけてくれ！」

　叫さけび声ごえの方ほうへ視し線せんをやると、ドラゴンが一いちノの瀬せくんの足あしに噛かみついていた。

「一いちノの瀬せくんをはなしてっ！」

　私わたしは走はしりながら魔ま剣けんを抜ぬき、ドラゴンの口くちのあたりに勢いきおいよく刺さした。

　ドラゴンが、高たかい金かな切きり声ごえのような悲ひ鳴めいを上あげて、身みをよじった。

　そのスキに、一いちノの瀬せくんをすばやく救きゅう出しゅつした。

「一いちノの瀬せくん、大だい丈じょう夫ぶっ!?」

　一いちノの瀬せくんの右みぎ足あしから、血ちが流ながれている。

　私わたしは、自じ分ぶんのウェディングドレスのすそを刀かたなで切きり裂さき、その布ぬので傷きず口ぐちをしばった。

「大だい丈じょう夫ぶだよ。一いちノの瀬せくんは、私わたしが守まもってみせるから！」

　一いちノの瀬せくんを背はい後ごにかばうように立たち、ドラゴンにむかって刀かたなをかまえた。

　ドラゴンが、ゆっくりとこちらへ近ちかづいてくる。

　歩あるく度たびに、地じ面めんがゆれる。

　でかい。

　とんでもなくでかい。

　こんな巨きょ大だいなドラゴンに、小ちいさな刀かたな一本ぽんで敵かなうはずがない。

　でも、やるしかない。

　必かならずやってみせる。

　どんな手しゅ段だんを使つかってでも、私わたしが一いちノの瀬せくんを守まもってみせる！




　──夢ゆめ子こさま。




　頭あたまの中なかに、声こえがひびいた。

　この声こえには、聞ききおぼえがある。

「──夢ゆめ子こさま。私わたしです。勾まが玉たまに宿やどる、少しょう年ねんマンガの神かみです」

「やっぱり！　さすが少しょう年ねんマンガの神かみ様さま！　いいタイミング！」

「恐きょう縮しゅくです。夢ゆめ子こさま、あなたに必ひっ殺さつ技わざを授さずけましょう」

「必ひっ殺さつ技わざ？」

「その必ひっ殺さつ技わざの名な前まえを叫さけびながら、ドラゴンに刃やいばを突つき立たてるのです。それでドラゴンは滅ほろびます」

「マジで!?　すごいじゃん！　早はやく教おしえて！」

「よく聞きいて下ください。必ひっ殺さつ技わざの名な前まえは──」

　少しょう年ねんマンガの神かみ様さまから授さずかる、必ひっ殺さつ技わざ。

　これってなんだか、すごいことなんじゃない？

　私わたしは生なまツバを飲のんで、神かみ様さまの声こえに集しゅう中ちゅうした。

「──神かん無な月づきのはりきり定てい食しょく[image: ]円えん、です」

「え、なに？」

　聞ききまちがいかな？

　きっと聞ききまちがいだよね。

　なんか、値ね段だんみたいなのがついてたし。

「神かん無な月づきのはりきり定てい食しょく[image: ]円えん、です」

「聞ききまちがいじゃなかった。なにそれメニュー？」

「メニューではございません。これは、古いにしえからの由ゆい緒しょ正ただしき神しん聖せいな必ひっ殺さつ技わざです。元もと々もとの由ゆ来らいは、神かん無な月づきに八百やお万よろずの神かみ々がみが集あつまる大だい食しょく堂どうで一いち番ばん人にん気きのメニューの名な前まえでして」

「やっぱりメニューじゃん」

「この必ひっ殺さつ技わざの名な前まえを叫さけびながら、ドラゴンに刀かたなを突つき刺さして下ください」

「やだよはずかしいよ。もっとほかの必ひっ殺さつ技わざないの？」

「年ねん末まつ年ねん始しの多た忙ぼうなシェフの疲ひ労ろう困こん憊ぱいおざなり定てい食しょく一富ふ士じ二鷹たか三茄子なすび付つき[image: ]円えん、という技わざもございますが」

「長ながいよ。いいよ。最さい初しょの方ほうのがマシだよ」

　なんかもうどうでもいいよ。とにかくたおせたらそれでいいよ。

　ドラゴンにむかって、もう一いち度ど、刀かたなをかまえ直なおす。

　ドラゴンが、ガバリと大おおきな口くちを開あけ、私わたしにむかって大たい量りょうの炎ほのおを吐はいた。

「あぶない！　逃にげるんだユメリーナ姫ひめ！」

　剣けん持もちくんの声こえが聞きこえた。

　だけど私わたしは引ひかなかった。

　この刀かたなは、どんな邪じゃ悪あくな魔ま物ものでも斬きることのできる、最さい強きょうの刀かたなだと神かみ様さまが言いっていた。

　一いちか八ばちか、迫せまりくる炎ほのおにむかって、刀かたなを思おもい切きりふり下おろした。

　すると、炎ほのおが真まっ二ぷたつに斬きり裂さかれた。

「よし、いける！」

　斬きり裂さかれた炎ほのおの中なかを走はしりぬけ、ドラゴンの口くちめがけて思おもい切きりジャンプした。




「神かん無な月づきのはりきり定てい食しょく[image: ]円えんっ！」




　ドラゴンに、刀かたなを突つき立たてた。


[image: ]



　刀かたなが青あおく強つよい光ひかりを放はなち、ドラゴンが苦くるしそうな声こえを上あげた。

　そして次つぎの瞬しゅん間かん、

「──くさッ！」

　強きょう烈れつな異い臭しゅうが、ただよった。

　ドラゴンって、こんなにくさいの!?

　鼻はながもげるような悪あく臭しゅうに、私わたしの視し界かいは、真まっ白しろになった。

[image: ]

「──鬼おに塚づかさん」

　目めを開あけると、魚さかなの干ひ物ものが見みえた。

「よかった、気きがついて。大だい丈じょう夫ぶ？」

　一いちノの瀬せくんが、心しん配ぱいそうに私わたしの顔かおをのぞきこんでいる。

　いつもの一いちノの瀬せくんだ。

　ふだん通どおりの、制せい服ふく姿すがたの、一いちノの瀬せくんだ。

　ゆっくり身体からだを起おこすと、そこは、見み慣なれた生せい徒と指し導どう室しつ。

　ドラゴンも、王おう様さまも、教きょう会かいも、見み当あたらなかった。

「私わたし、一いっ体たい……？」

「びっくりしたよ。ここに来きたら、鬼おに塚づかさんがたおれてたから」

「そうなの？　いつから？」

「それはわからない。ぼくが来きた時ときには、もうたおれてたんだ」

「一いちノの瀬せくんは……今いま来きたの？」

「うん。体たい育いく館かん裏うらでいくら待まってても、鬼おに塚づかさん来こないから」

　ああ、そうだ思おもい出だした。

　一いちノの瀬せくんと、体たい育いく館かん裏うらで待まち合あわせしてたんだった。

　なんだか、すごく遠とおい昔むかしのことのように感かんじる。

「鬼おに塚づかさんをさがしに、いったん教きょう室しつにもどったんだ。そしたらちょうど、教きょう室しつの中なかで白しら鳥とりさんが男だん子しに告こく白はくされてて」

「カレンのヤツ、また告こく白はくされてたのか」

「白しら鳥とりさんに、鬼おに塚づかさんのこと聞きいたら、『指し導どう室しつに行いったはずよ』って教おしえてくれて」

「それで、来きてくれたの？」

「うん」

「ところで、この魚さかなは一いっ体たいなに？」

「呼よんでもゆすっても鬼おに塚づかさんが起おきないから。聴ちょう覚かくと触しょっ覚かくを刺し激げきしてダメなら、嗅きゅう覚かくしかないと思おもって、クサヤ（＊）を用よう意いしたんだ」
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　それであんなにくさかったのか。

　かなりパンチのきいた起おこし方かただけど、これならバッチリ目めが覚さめるってもんだ。

「起おこしてくれてありがとう、一いちノの瀬せくん。私わたしも、なにが起おきたのかよくわからなくて」

「そうだね、さすがのぼくも一いっ瞬しゅん、混こん乱らんしたよ。生せい徒と指し導どう室しつの中なかには、鬼おに塚づかさん一人ひとりしかいなかったのに、今いま見みると剣けん持もちくんが現あらわれてるし」

　すぐそばに、剣けん持もちくんが立たっていて、おどろいた。

　さっきまで、だれもいなかったはずなのに。

　王おう子じ様さまファッションのケンモルトではなく、いつもの制せい服ふく姿すがたの、剣けん持もちくんだ。

　なにやら、申もうしわけなさそうな顔かおをしている。

「──剣けん持もちくん。ぼくの推すい理りが正ただしければ、きみは、マンガの神かみ様さまが宿やどる勾まが玉たまを持もっているね？」

　一いちノの瀬せくんの言こと葉ばに、私わたしはびっくりした。

　そうなの？

　剣けん持もちくんも勾まが玉たまを!?

　剣けん持もちくんが、えりの中なかから、首くびかざりを取とりだした。

　そこには、赤あかく光ひかる勾まが玉たまがついている。

「その勾まが玉たまは？」

　と一いちノの瀬せくんが聞きくと、剣けん持もちくんは、ゆっくりと口くちを開ひらいた。

「──これは、『異い世せ界かい転てん生せいマンガの神かみ様さま』が宿やどる、勾まが玉たまだよ」

　異い世せ界かい転てん生せいマンガの神かみ様さま!?

　そんなのもあったんだ、知しらなかったよ！

「壇だん時四じょん神じん社じゃのおみくじで、大おお当あたりを引ひいて、この首くびかざりを授さずかったんだ」

　ぼくは昔むかしから異い世せ界かい転てん生せいモノが好すきで……と、剣けん持もちくんがはずかしそうに話はなす。

　いや、はずかしがらなくていいよ、剣けん持もちくん。

　その気き持もち、わかるわかる。

　私わたしも、少しょう女じょマンガ大だい好すきっ子こだから。

「それからもうひとつ、ぼくが推すい理りしたことがある」

　一いちノの瀬せくんが、メガネのブリッジを、指ゆびでくいと押おし上あげた。

「ぼくの推すい理りが正ただしければ、剣けん持もちくんは、鬼おに塚づかさんに好こう意いを抱いだいているだろう？」

　──え？

　そうなの？

　剣けん持もちくんの方ほうを見みると、顔かおを真まっ赤かにしている。

　マジか。

「……以い前ぜん、持もち物もの検けん査さで、前ぜん世せがくきワカメだったんですと言いわれた時ときから、鬼おに塚づかさんのことが気きになってしまって……」

　ああ、アレか。

　え、アレで？

　剣けん持もちくんの恋こいのツボが、よくわからない。

「今朝けさ、昇しょう降こう口ぐちで鬼おに塚づかさんが、一いちノの瀬せくんと楽たのしそうに話はなしているところを見みて、思おもわずイジワルしてしまったんだ。ごめん。これは返かえすよ」

　剣けん持もちくんが、マフラーの入はいったギフトバッグを返かえしてくれた。

　そして私わたしにむかって、深ふか々ぶかと頭あたまを下さげた。

「異い世せ界かいに、鬼おに塚づかさんを巻まきこんでしまって、ごめん。もう二に度どとしないよ」

「あ、あの、剣けん持もちくん、私わたし……」

「うん、わかってる。鬼おに塚づかさんの気き持もちは、むこうの世せ界かいで聞きいたから」

　剣けん持もちくんは眉まゆを下さげて笑わらい、「じゃあ」と言いって、指し導どう室しつを出でて行いった。

　しん、と静しずまり返かえる指し導どう室しつ。

　ちらりと一いちノの瀬せくんの方ほうを見みると、視し線せんが合あった。

　だけど、すぐ目めをそらされた。

「……あの、むこうの世せ界かいって、その、ええと……」

　一いちノの瀬せくんが、なんだか歯は切ぎれ悪わるく、モゴモゴとつぶやいている。

　異い世せ界かいのことを聞ききたいのかな？

「ああ、なんかね、よくわからない世せ界かいだったよ。ドラゴンとかいたし」

「そうなんだ」

「一いちノの瀬せくんが、クサヤで起おこしてくれなかったら、あのままずっと帰かえれなかったかも。ありがとうね」

「いや……鬼おに塚づかさんが無ぶ事じで、よかったよ」

　一いちノの瀬せくんが、安あん心しんしたようにほほえんだ。




　あのね、一いちノの瀬せくん。

　私わたし、むこうの世せ界かいで、一いちノの瀬せくんを守まもったんだよ。

　巨きょ大だいなドラゴンは、とてもこわかったけれど。

　女おんなの子こだって、好すきな人ひとのためなら強つよくなれるんだ。




「一いちノの瀬せくん。これ……一いちノの瀬せくんにあげようと思おもって」

　ギフトバッグを、一いちノの瀬せくんに渡わたした。

「ぼくに？」

「うん。よかったら使つかって」

「開あけてもいい？」

「うん」

　一いちノの瀬せくんがリボンを解ほどいて、中なか身みを取とりだした。

「あ、マフラーだ」

　一いちノの瀬せくんに、にあうと思おもって編あんだ、真まっ白しろなマフラー。

「ありがとう。寒さむい季き節せつの首くびまわりの体たい温おん維い持じは、とても重じゅう要ようなんだ。冬ふゆになったら使つかわせてもらうよ」

　一いちノの瀬せくんが、白しろいマフラーを自じ分ぶんの首くびに巻まいた。

　やっぱり、一いちノの瀬せくんには、白しろがよくにあう。

　ほほえむ一いちノの瀬せくんに見みつめられると、胸むねの真まん中なかが、ぎゅっとなった。

　これって、なんだか、とっても、少しょう女じょマンガっぽいかも。
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「そのマフラーね、私わたしが編あんだの」

「鬼おに塚づかさんが？　すごいな、お店みせで売うってるやつかと思おもった」

「えへへ。不ぶ器き用ようキャラに見みられがちだけど、実じつはけっこう手しゅ芸げいとかとくいなんだ」

「鬼おに塚づかさんを不ぶ器き用ようキャラだなんて、一いち度ども思おもったことないよ」

「えっ」

　びっくりした。

　一いちノの瀬せくんが、そんなこと言いうなんて。

　でも、うれしい！

「そ、そうかな。だって私わたし、よく周まわりからは『ガサツそう』って言いわれてるし……」

「それは本ほん当とうの鬼おに塚づかさんを知しらない人ひとだよ」

「え、えへへ、そう？」

「うん。鬼おに塚づかさんは入にゅう学がくしてからずっと、家か庭てい科かが５だもんね」

「……どうして私わたしが家か庭てい科か５って、知しってるの？」

　以い前ぜんにも、体たい育いくの成せい績せきを言いいあてられたことがある。

　一いちノの瀬せくんに、私わたしの成せい績せき表ひょうを見みせたことなんて、一いち度どもないのに。

　そう言いえば、私わたしの住じゅう所しょも知しってたな。なんでだろ。

　推すい理りマンガの神かみ様さまに取とり憑つかれている、一いちノの瀬せくんならではの、名めい推すい理りってヤツなのかな？

「実じつは……」

　一いちノの瀬せくんが、はずかしそうに顔かおを赤あからめた。

　ポーカーフェイスな一いちノの瀬せくんにしては、めずらしい。

「実じつは去きょ年ねん、同おなじクラスになった時ときから、鬼おに塚づかさんのことが、なんとなく気きになっていて……」

　え、マジで？

　そ、それって、ももももしかしてっ。




「──気きになってしまったから、提てい出しゅつ物ぶつを届とどけに職しょく員いん室しつへ行いった際さいに、担たん任にんのスキをついて、鬼おに塚づかさんの成せい績せきデータと個こ人じん情じょう報ほうをこっそり盗ぬすみ見みてしまったんだ」




　一いちノの瀬せくんの身体からだが三メートルほどぶっ飛とんだ。

　もちろん、私わたしがグーでなぐったからだ。




　台だいなしだ。

　なんかもう、台だいなしだよ。

　そんなカミングアウトは聞ききたくなかったよ。




「──鬼おに塚づか夢ゆめ子こ！　おれと勝しょう負ぶしろおっ！」

　吹ふき飛とんだ一いちノの瀬せくんの身体からだがぶつかって外はずれたドアのむこうに、大おお勢ぜいの人にん間げんが見みえた。

　リーゼントの不ふ良りょう、忍にん者じゃ、陰おん陽みょう師じ、モヒカン男おとこ、吸きゅう血けつ鬼き、魔ま術じゅつ師し、大だい魔ま王おう……。

　少しょう年ねんマンガの敵てきキャラたちが、廊ろう下かで、ぎゅうぎゅうのすしづめ状じょう態たいになっている。

「……今いまの私わたし、めっちゃキゲンわるいから。一いっ切さい、手て加か減げんできないから」

　それでもいいなら相あい手てになるけど、と言いうと、大たい群ぐんが部へ屋やの中なかに、どっとなだれこんできた。

　私わたしはすばやく魔ま剣けんを抜ぬき、襲おそいくる敵てきを、次つぎ々つぎにたたきふせた。

「すごいね鬼おに塚づかさん！　ぼくの推すい理りが正ただしければ、きみの戦せん闘とう力りょくが以い前ぜんより数すう段だんパワーアップしている！　必ひっ殺さつ技わざでも会え得とくしたのかい!?」

「いちいちうるさいな！　あぶないから部へ屋やのすみっこで、体たい育いくずわりでもして待まってて！」

「よしわかった！　戦たたかいが終おわるまでぼくは、部へ屋やのすみっこで、これ以い上じょうないくらいの体たい育いくずわりをして待まつことにしよう！　鬼おに塚づかさんがんばってね！」

　一いちノの瀬せくんが指し導どう室しつのすみで、これ以い上じょうないくらいに正ただしい体たい育いくずわりで、私わたしを応おう援えんしてくれている。




　やっぱり、

　こんなの、

　ちっとも、




　少しょう女じょマンガじゃない！
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　少しょう年ねんマンガなんか、大だいキライだ。

　敵てきと戦たたかったり、仲なか間まを増ふやしたり、必ひっ殺さつ技わざを会え得とくしたり。

　それの一いっ体たい、どこがおもしろいの？

　少しょう女じょマンガの方ほうが、いいに決きまっている。

　理り想そうの人ひとと、運うん命めい的てきな出で会あいをして。

　どんな試し練れんも、二人ふたりの愛あいで乗のりこえる。

　そんな少しょう女じょマンガの方ほうが、絶ぜっ対たいおもしろいに決きまっている。

　だから私わたしは──

「──だから私わたしは毎まい朝あさ毎まい朝あさ、食しょくパンをくわえながら、走はしって登とう校こうしているのに、曲まがり角かどでちっとも好すきな人ひととぶつからないんだけど！」

「それはそれは。ごくろうなことねえ」

　私わたしがグチると、クラスメイトのカレンは、あきれた顔かおをした。

「ここのところ、いつも校こう門もん前まえで、青あおい顔かおして食しょくパンむさぼってたのは、そういうワケだったのね。やっと謎なぞが解とけたわ」

「だって、私わたしの家いえから学がっ校こうまで、食しょくパンをかじりつづけながら登とう校こうしようと思おもったら、最さい低ていでも五枚まいは食たべなきゃいけないんだよ。学がっ校こう着ついた頃ころには、もうおなかいっぱいだよ」

「なんでそんなに食しょくパンにこだわってるのよ」

「食しょくパンくわえて走はしって登とう校こうしてる最さい中ちゅうに、曲まがり角かどで好すきな人ひととぶつかるのが、少しょう女じょマンガヒロインの定てい番ばんでしょうが！」

「なんでもいいけど。食たべながら走はしるのはお行ぎょう儀ぎが悪わるいから、やめなさいよ」

　そう言いってカレンが下げ駄た箱ばこを開あけると、ラブレターが、どさどさと大たい量りょうに落おちてきた。

　カレンの下げ駄た箱ばこは、今朝けさも大だい盛せい況きょうですなあ。

「少しょう女じょマンガの神かみ様さまに取とり憑つかれてる私わたしから言いわせてもらうと、曲まがり角かどで好すきな人ひととぶつかるなんて、もう古ふるいわよ」

「え、そうなの？」

「少しょう女じょマンガでも今いま時どきそんな展てん開かい、あり得えないでしょ」

　カレンに言いわれて、気きづいた。

　たしかにそうかも知しれない。

　曲まがり角かどで、好すきな人ひととぶつかるというシチュエーションは、もうとっくの大おお昔むかしに絶ぜつ滅めつしてしまった展てん開かいで──

「──きゃあ！」

　悲ひ鳴めいにふり返かえると、廊ろう下かの曲まがり角かどで、女じょ子し生せい徒とがしりもちをついていた。

　見みたことのない女じょ子しだ。

　その女じょ子しとぶつかった相あい手ては……。

「──すまない。前まえをよく見みていなかった」

　なんと、

　一いちノの瀬せくんだった。

「い、い、一いちノの瀬せくんがッ、曲まがり角かどでッ、女じょ子しとぶつかってるううううう！」

「落おちついて、夢ゆめ子こ」

　よろめいた私わたしを、カレンがささえてくれた。

「わ、私わたしが夢ゆめ見みて止やまない、あこがれのシチュエーションを、あんなにもたやすく……ッ！　一いちノの瀬せくんとぶつかったあの女じょ子しは、一いっ体たいだれなの!?」

「ああ、アレはたしか……となりのクラスの、姫ひめ原はら明あけ美みよ」

　姫ひめ原はら明あけ美み。

　長ながいまつ毛げに、ぱっちりとした瞳ひとみ。

　ふわふわとカールした髪かみ、小ちいさくて華きゃ奢しゃな身体からだ。

　姫ひめ原はら明あけ美みは、少しょう女じょマンガのヒロインみたいだった。
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「男だん子しに人にん気きあるらしいわよ、あの子こ」

　カレンが言いった。

　人にん気きがあるのは、見みればわかる。だってかわいいもん。

「髪かみ型がたとかメイクとか、ふんいきでかわいく見みせてるだけで、よく見みれば顔かおは、全ぜん然ぜん大たいしたことないわよね」

　男おとこはふんいき美び人じんに弱よわいのよね、とカレンが、おツボネ様さまみたいなイヤミを言いった。

　そうか、ふんいきをよくすればモテるのか。

　それなら私わたしでも、がんばれば、なんとかなるかな？

　いやでも腰こしにくっついてる日に本ほん刀とうをどうにかしないと、ふんいき以い前ぜんの問もん題だいだな。

「ケガは、ないかい？」

「ありがとう」

　一いちノの瀬せくんが、姫ひめ原はらさんの手てを取とって立たたせてあげた。

　一いちノの瀬せくんてば、ジェントルマンだわ！

　かっこいい！

　姫ひめ原はらさんも、うれしそうに笑わらってる。

　くあああああああうらやましい！

　私わたしだって、あんなんされたいっ！

　一いちノの瀬せくんの視し線せんが、ふと、姫ひめ原はらさんの髪かみにとまった。

「──姫ひめ原はらさん、ぼくの推すい理りが正ただしければなんだけど」

「なあに？」

「きみの今朝けさの朝ちょう食しょくは、どら焼やきだね？」

「ええっ！　どうしてわかったの!?」

「髪かみに、どら焼やきがついてるよ」

　一いちノの瀬せくんが、姫ひめ原はらさんの髪かみの中なかから、手ての平ひらサイズの丸まるいどら焼やきを取とりだした。

　どっから出でてきたんだ、そのどら焼やきッ!?

　髪かみにどら焼やきがつくとか、あり得えなくない!?

　しかも丸まるごとって！

　ああダメだ、どこからツッコめばいいのかわからない！

「待まって！」

　そのまま立たち去さろうとする一いちノの瀬せくんを、姫ひめ原はらさんが呼よびとめた。

「あの、私わたし、私わたしが好すきなのは……」

　姫ひめ原はらさんが、ほおを桃もも色いろに染そめながら、もじもじと話はなしだした。

　なにこの、甘あまったるいシチュエーション。

　イヤな予よ感かんしかしない。

「……私わたしは、栗くりどら焼やきが好すきなんだけど、一いちノの瀬せくんは、どんなどら焼やきが好すきですか？」

　なんだその質しつ問もん。

　どら焼やきの話わ題だいをいつまでひっぱるつもりだ。

「ぼくかい？　ぼくが好すきなのは──」

　一いちノの瀬せくんが、指ゆびでメガネのブリッジを、くいと押おし上あげた。

「──ぼくが好すきなのは、ココナツ和わ三さん盆ぼんサイダーの、どら焼やきだ」

　なかなかお目めにかかれない、めずらしいのぶっこんできた一いちノの瀬せくん。

　それ、どこで売うってるの？

　さっそうと立たち去さる一いちノの瀬せくんの後うしろ姿すがたを、姫ひめ原はらさんがうっとりとながめている。

「私わたしの朝あさごはんを見みぬくなんて、一いちノの瀬せくんてば、私わたしのこと……」

　なんか変へんなことつぶやいてる！

　ちがうから！

　一いちノの瀬せくんは、推すい理りマンガの神かみ様さまに取とり憑つかれてるから推すい理りしただけであって！

　てゆうか、あんなでかいどら焼やき、頭あたまにつけてたら、だれだってわかるわ！
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「一いちノの瀬せくん、クッキー焼やいてきたの！　食たべて！」

　あれ以い来らい、姫ひめ原はらさんは、お菓か子しを作つくっては一いちノの瀬せくんに持もってくる。

　しかし毎まい回かい、どのお菓か子しも真まっ黒くろにコゲている。

　どうやら料りょう理りは苦にが手てのようだ。

　本ほん日じつのクッキーも、もちろん真まっ黒くろ。

　さすがの一いちノの瀬せくんも、黒くろい物ぶっ体たいを目めの前まえにして、固かたまってしまっている。

　ああもうガマンできない！

「ちょっとアンタ！　いいかげんにしなさいよ！」

　私わたしはズカズカ歩あるいて、姫ひめ原はらさんにつめ寄よった。

「なによ、あんた。だれなのよ」

「私わたしは鬼おに塚づか夢ゆめ子こ。一いちノの瀬せくんがイヤがってるから、変へんなお菓か子し渡わたすの、やめなさいよ」

「なに言いってんの。一いちノの瀬せくんはイヤがってないわよ。あんたこそ、一いちノの瀬せくんのストーカーじゃないの？」

　え、マジで？

　私わたしって、一いちノの瀬せくんのストーカーなの？

　そう言いわれると、そんな気きもしてきたな。

　いやいやいやいや、ちがうちがう。

「ち、ちがうわよ、ストーカーじゃないわよ」

「じゃあ、私わたしと勝しょう負ぶしなさいよ」

　姫ひめ原はらさんが、ビシッと私わたしを指ゆびさした。

「私わたしとあなた、どっちが一いちノの瀬せくんにふさわしいか、勝しょう負ぶで決きめようじゃないの」

　勝しょう負ぶという言こと葉ばに、私わたしの身体からだが、カッと熱あつくなった。

「勝しょう負ぶか。望のぞむところよ」

「ちょ、ちがうわよ！　そういうんじゃないわよ、刀かたなをしまいなさいよ！」

　はっ、しまった。

　勝しょう負ぶと聞きいて、つい抜ばっ刀とうしてしまった。

　私わたしってば、いつの間まにか身みも心こころも、少しょう年ねんマンガに侵おかされているのかも知しれない……。

「──お弁べん当とう作づくりが、いいんじゃないかしら？」

　私わたしがうなだれていたら、カレンがひょっこりと間あいだに入はいってきた。

　なんだか、やけに楽たのしそうな顔かおだ。

「お弁べん当とうは愛あい情じょうの証あかし、愛あい情じょうの固かたまり、愛あいの創そう造ぞう物ぶつよ。お弁べん当とうには、作つくった人ひとの愛あい情じょうがたっぷりこめられているの。先せん日じつも、私わたしの作つくったお弁べん当とうをめぐって、街まちのイケメンたちが動どう乱らんを起おこすところだったわ」

「強ごう引いんにじまん話ばなしねじこんできたね、カレン」

「あなたたち二人ふたりの一いちノの瀬せくんへの想おもいを、お弁べん当とう作づくりで競きそうのよ！」

　カレンのじまん話ばなしはさておき、私わたしは心こころの中なかで「カレン、ナイス！」と、こっそり叫さけんだ。

　──実じつは私わたし、いつか一いちノの瀬せくんに手て料りょう理りをふるまう時ときのために、日ひ々び特とっ訓くんを重かさねていたのだ。

　ママからは、オムライス、ハンバーグ、ナポリタンの作つくり方かたを特とっ訓くんしてもらった。

　おばあちゃんには、おみそ汁しる、ちくぜん煮に、きんぴらごぼうの作つくり方かたを特とっ訓くんしてもらった。

　元もと漁りょう師しのおじいちゃんには、カジキマグロの獲とり方かたと、さばき方かたを特とっ訓くんしてもらった。

　なので料りょう理りには、かなりの自じ信しんがあるのだ。

「──わかったわ。お弁べん当とう作づくり、受うけて立たとうじゃないの！」

　姫ひめ原はらさんが勝しょう負ぶを受うけた。

　ようし、いいぞ。

　料りょう理りなら、絶ぜっ対たいに負まけない！

「自じ宅たくのおかかえシェフに作つくってもらうとか、ズルいことができないように、学がっ校こうで作つくってそのまま一いちノの瀬せくんに食たべてもらうのがいいわね」

「どの家いえにもおかかえシェフがいると思おもわないでね、カレン」

　まあでも、ママに作つくってもらうとかのズルはあるかも知しれないから、みんなの前まえで調ちょう理りするのが一いち番ばんいい方ほう法ほうだね。

「決きまりね！　ありとあらゆる食しょく材ざいを、私わたしがたっぷり用よう意いしておくわ。明日あしたのお昼ひるに、調ちょう理り室しつに全ぜん員いん集しゅう合ごうよ！」

　完かん全ぜんにおもしろがっているカレンが、「もちろん一いちノの瀬せくんも来きてね！」と満まん面めんの笑えみでつけ加くわえた。

　納なっ得とくいかない顔かおで首くびをかしげる一いちノの瀬せくんの前まえで、私わたしと姫ひめ原はらさんはにらみ合あった。

　絶ぜっ対たいに負まけないんだから！
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「──それでは、ただ今いまより、鬼おに塚づか夢ゆめ子こと、姫ひめ原はら明あけ美みのお弁べん当とう対たい決けつを始はじめます！」

　しんと静しずまり返かえった調ちょう理り室しつに、カレンの声こえがひびく。

　エプロン姿すがたの私わたしと、姫ひめ原はらさんが、視し線せんで火ひ花ばなを散ちらす。

　一いちノの瀬せくんはイスにすわって「とにかく午ご後ごの授じゅ業ぎょうに支し障しょうがないようにしてくれ」と言いっている。

「制せい限げん時じ間かんは三十分ぷんです！　では両りょう者しゃとも、調ちょう理り始はじめ！」

　合あい図ずと同どう時じに、私わたしも姫ひめ原はらさんも料りょう理りに取とりかかった。

　私わたしが作つくる本ほん日じつのメニューは、ミートボールのトマト煮に、鶏とりもも肉にくのごま照てり焼やき、ほうれん草そうと玉たまねぎのオープンオムレツ、大だい根こんと小こ松まつ菜なの牛ぎゅう肉にく炒いため。

　どれもこれも、とくい料りょう理りだ。

　いつも通どおりに作つくれば、失しっ敗ぱいはしないはず。

　ちらりと姫ひめ原はらさんの方ほうを見みると、なんともあぶなっかしい手てつきで、ジャガイモの皮かわをむいている。

　どう見みてもあれは、料りょう理り慣なれしていない。

　予よ想そう通どおりだ。

　この勝しょう負ぶもらった！

　意い気き揚よう々ようと、包ほう丁ちょうで大だい根こんを刻きざんでいたら、




　──ザクリ、と大だい根こんに手しゅ裏り剣けんが刺ささった。




「鬼おに塚づか夢ゆめ子こ、ここで会あったが百年ねん目め！」

　天てん井じょうから忍にん者じゃが現あらわれた。

　なんで？

　てゆうか、この忍にん者じゃ、どっかで見みたことあるな。

　そうだたしか、前まえに戦たたかったことがあるヤツだ。

「拙せっ者しゃは、十三代だい目め服はっ部とり半はん蔵ぞうでござる！」

「あ、十三代だい目めになれたんだ。よかったね」

「服はっ部とり半はん蔵ぞう十三代だい目めとしての最さい初しょの任にん務む、鬼おに塚づか夢ゆめ子この弁べん当とう作づくりを阻そ止ししてみせる！」

「服はっ部とり半はん蔵ぞうって、お弁べん当とう作づくりを阻そ止しする人ひとだっけ？」

「問もん答どう無む用よう！　覚かく悟ごせよ！」

　忍にん者じゃが、刀かたなをふり下おろしてきた。

　大だい根こんで受うけ流ながしたら、大だい根こんがスッパリと半はん分ぶんに割われた。

　あわてて後あとずさる。

「ちょっといいかげんにしてよ！　ここ調ちょう理り室しつよ！」

　なんで私わたしが、こんなめにあわなきゃいけないの!?

　お弁べん当とうを作つくりたいだけなのに！

　これもみんな、少しょう年ねんマンガの勾まが玉たまの影えい響きょうなの!?

「だから少しょう年ねんマンガはキライなのよ！」

　勾まが玉たまの首くびかざりを、引ひきちぎって捨すててしまいたい衝しょう動どうにかられた。

「夢ゆめ子こ、戦たたかいもいいけど、時じ間かんがなくなるわよ」

「カレン、冷れい静せいすぎない!?」

　同どう級きゅう生せいが忍にん者じゃに襲おそわれてるのに、フツーに声こえをかけてくるカレンにおどろいた。

　しかしカレンの言いう通とおり、時じ間かんは刻こく一いっ刻こくと過すぎていく。

　仕し方かたがないので、忍にん者じゃの刀かたなをかわしながら、大だい根こんのかつらむきをした。

「この期ごにおよんで、まだ弁べん当とう作づくりをやめぬのか！」

　忍にん者じゃが、無む数すうの手しゅ裏り剣けんを投なげてきた。

　私わたしは飛とんでくる手しゅ裏り剣けんにむかって、大たい量りょうの玉たまねぎを投なげる。

　一いっ瞬しゅんで玉たまねぎが細こまかく刻きざまれた。

　切きる手て間まが省はぶけた、ラッキー。

「往おう生じょう際ぎわが悪わるいぞ、鬼おに塚づか夢ゆめ子こ！」

　忍にん者じゃが、再ふたたび刀かたなをふりかざしてくる。

　よけようとしたが、足あし元もとに落おちていた玉たまねぎの皮かわを踏ふんで、バランスをくずした。

　まずい、斬きられる！

　と、思おもったその時とき、

「ぐはあッ！」

　突とつ然ぜんの爆ばく風ふうに、忍にん者じゃの身体からだがふき飛とんだ。

「──時じ代だい遅おくれの忍にん者じゃは、引ひっこんでてもらおうか」

　黒くろい帽ぼう子しに黒くろいサングラス、黒くろいスーツを着きた男おとこが三人にん、入いり口ぐちに立たっていた。

　三人にんのうちの一人ひとりが、バズーカのような物ものを抱かかえている。

　だれだろう、この黒くろずくめの男おとこたちは。

　これも、少しょう年ねんマンガの勾まが玉たまの影えい響きょうなのか。

　でもどちらかというとコイツらは、一いちノの瀬せくんが好すきなマンガに出でてきそうな感かんじなんだけど。

「あなたたちは、だれですか？」

　私わたしが聞きくと、黒くろずくめ三人にん組ぐみが、ニヤリと笑わらった。

「われわれは、謎なぞの組そ織しきだ」

「自じ分ぶんで謎なぞの組そ織しきって言いうひと初はじめて見みた。謎なぞの組そ織しきが、一いっ体たいなんの用ようですか」

「おまえの弁べん当とう作づくりを阻そ止しするためにやってきた」

「なんでみんなして私わたしのお弁べん当とう作づくりを!?」

「謎なぞの組そ織しきは、弁べん当とうに対たいして恨うらみを持もつ人にん間げんで構こう成せいされているのだ」

「弁べん当とうに対たいする恨うらみって何なに!?」

「鬼おに塚づか夢ゆめ子こ！　貴き様さまの弁べん当とう作づくり、どんな手しゅ段だんを使つかってでも阻そ止ししてやる！」

　黒くろずくめの男おとこが、私わたしにむかってバズーカをかまえた。

　ウソでしょ!?

　こんな至し近きん距きょ離りで、そんなモンぶっぱなすつもり!?

　逃にげても間まに合あわないと思おもった私わたしは、ぎゅっと固かたく目めをつぶった。

「──鬼おに塚づか夢ゆめ子こは、拙せっ者しゃの獲え物ものでござる。横よこ取どりは許ゆるさん」

　おそるおそる目めを開あけると、見みえたのは忍にん者じゃの背せ中なか。

　鎖くさり鎌がまを持もって、かまえている。

　入いり口ぐちには、真まっ二ぷたつに割われたバズーカを見みて、青あおざめている黒くろずくめの男おとこたち。

　あのバズーカ、忍にん者じゃが割わったの!?

「鬼おに塚づか夢ゆめ子こ！　不ふ本ほん意いだが、今いまだけはお主ぬしの助すけ太刀だちをいたす！」

「マジで!?　ハットリハンゾーくんてば、結けっ構こういいヤツじゃん！」

　ハンゾーくんは、ニヤリと不ふ敵てきな笑えみを見みせた後あと、黒くろずくめ男おとこたちに突とっ進しんした。

　ようし、ハンゾーくんが戦たたかっているうちに、お弁べん当とうを作つくってしまおう！

　ミートボールを作つくりながら鶏とりもも肉にくを焼やき、小こ松まつ菜なを炒いため、卵たまごを溶といた。

　こんなにも手てを動うごかしていたら、まるで自じ分ぶんが千せん手じゅ観かん音のんにでもなったような気きがする。

　あともう少すこしでお弁べん当とうが完かん成せいする、という時ときに、

「ぐはああぁぁっ！」

　調ちょう理り台だいの上うえに、傷きずだらけのハンゾーくんがたおれこんできた。

　完かん成せい間ま近ぢかの料りょう理りが、四し方ほうにふき飛とんだ。

「くっ……、油ゆ断だんした……まさかあいつらが、あれほどの使つかい手てだったとは！」

「ハンゾーくんのせいで、せっかく作つくった料りょう理りが台だいなしなんだけど」

「あの黒くろずくめ集しゅう団だん、おたまをまるでヌンチャクのようにあやつっておる！」

「あんたら、調ちょう理り器き具ぐでなにやってたの」

　見みると、黒くろずくめ三人にん組ぐみが、本ほん当とうにおたまをヌンチャクのようにふり回まわしていた。

「鬼おに塚づか夢ゆめ子こ、覚かく悟ごしろおおお！」

　黒くろずくめ三人にん組ぐみが襲おそいかかってきたので、仕し方かたなく私わたしも抜ばっ刀とうした。

　目めにもとまらぬ速はやさでくり出だされるヌンチャクおたま攻こう撃げきを、魔ま剣けんで全すべてかわす。

　スキをついて、男おとこの腹はらに思おもい切きり蹴けりをぶちこんだ。

「ぐほおぉぉっ！」

　男おとこが、コンロの上うえにたおれこんだ。

　作つくりかけのオープンオムレツが、無む残ざんに飛とび散ちった。

　なんでみんないちいち調ちょう理り台だいの方ほう向こうにたおれるのよ!?

「てゆうか、みんな私わたしのこと無む視ししすぎじゃない!?」

　私わたしが、こんな死し闘とうをくり広ひろげているというのに！

　姫ひめ原はらさんは、鼻はな歌うたを歌うたいながらお弁べん当とう作つくってるし！

　一いちノの瀬せくんは、すわって推すい理りマンガを読よんでるし！

　カレンは金きん髪ぱつのイケメン外がい国こく人じんに、プロポーズされてるし！

　どっから入はいってきたんだ、あのイケメン外がい国こく人じん！

「残のこり時じ間かん、あと五分ふんでーす」

　カレンが、金きん髪ぱつイケメンから指ゆび輪わを受うけ取とりながら言いった。

　どうしよう、あと五分ふんじゃ、作つくりなおすこともできない。

　黒くろずくめ三人にん組ぐみが、じりじりと迫せまってくる。

「ここは拙せっ者しゃに任まかせろ！」

　まな板いたとフライ返がえしを武ぶ器き代がわりに持もったハンゾーくんが、私わたしをかばうようにしてかまえる。

「お主ぬしの背せ中なかは拙せっ者しゃが守まもる、だから早はやく弁べん当とうを作つくるのだ！」

「で、でも、もう時じ間かんがないし……」

「これしきであきらめてしまうのか。お主ぬしの弁べん当とうへの情じょう熱ねつは、その程てい度どだったのか！」

「いや、お弁べん当とうへの情じょう熱ねつは最さい初しょからそんなにないんだけど」

「弁べん当とうで世せ界かいを救すくってみせると、宣せん言げんしたあの時ときの鬼おに塚づか夢ゆめ子こはどこへいったのじゃ！」

「一いち度ども言いってないよ、そんなこと」

「この弁べん当とう作づくりは勝しょう負ぶなのでござろう!?　勝しょう負ぶを途と中ちゅうで投なげだすということは、お主ぬしは負まけ犬いぬということじゃ！」

　──負まけ犬いぬ。

　そう言いわれると、とてつもなくみじめな感かんじがしてきた。

「お主ぬしは戦たたかうこともせずに、しっぽを巻まいて逃にげだす、負まけ犬いぬじゃ！」

　そんなのはイヤだ！

　姫ひめ原はらさんの方ほうを見みると、ゴキゲンでお弁べん当とう箱ばこに料りょう理りをつめている。

　彼かの女じょはどうやら、お弁べん当とうが完かん成せいしたらしい。

　私わたしは負まけてしまうのか。

　一いちノの瀬せくんに恋こいをした瞬しゅん間かんから今日きょうまで、

　ずっと努ど力りょくを重かさねて、がんばってきたのに。

　ここで、姫ひめ原はらさんに負まけてしまうのか。

「忍にん法ぽう・風ふう斬ざん術じゅつ！」

　ハンゾーくんが忍にん術じゅつで強きょう風ふうを巻まきおこし、黒くろずくめ男おとこたちがふき飛とんだ。

「今いまのうちだ、鬼おに塚づか夢ゆめ子こ！」

　ハンゾーくんが、血ち走ばしった目めを私わたしにむけた。

「お主ぬしの花はな道みちは作つくったぞ！　後あとはお主ぬしが、お主ぬしの思おもうまま、お主ぬしだけの弁べん当とうを作つくるのじゃああああ！」

　私わたしの身体からだの奥おくで、ドクリとなにかが脈みゃく打うった。




　──そうだ、私わたしのお弁べん当とう作づくりは、まだ終おわっていないんだ！
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「必ひっ殺さつ・時じ間かん短たん縮しゅく簡かん単たんおかず！」

　私わたしは大おお急いそぎでフライパンを温あたためた。

　残のこり時じ間かんはあとわずか。

　手てのこんだ料りょう理りは作つくれない。

　ウィンナーを炒いためて卵たまご焼やきを作つくり、プチトマトとブロッコリーのサラダをお弁べん当とう箱ばこにつめこんだ。

　予よ定ていより簡かん単たんなおかずになっちゃったけど、勝しょう負ぶを放ほう棄きするよりはずっとマシだ！

「時じ間かん終しゅう了りょうでーす！」

　ホイッスルが鳴なったところで、両りょう者しゃともに調ちょう理り終しゅう了りょう。

　ハンゾーくんは、黒くろずくめ三人にん組ぐみを、縄なわでひとまとめにしばり上あげていた。

「では、まず姫ひめ原はら明あけ美みのお弁べん当とうからどうぞ」

　カレンにうながされて、姫ひめ原はらさんが満まん面めんの笑えみでお弁べん当とうを差さしだした。

　お弁べん当とう箱ばこの中なかには、黒くろい物ぶっ体たいがたくさんつめこまれている。

　なにアレ、全ぜん部ぶコゲたの？

　ジャガイモの皮かわをむいてるとこ見みたけど、ジャガイモなんかどこにも入はいってないように見みえるんだけど。

　一いちノの瀬せくんは、姫ひめ原はらさんから受うけ取とったお弁べん当とうを見みつめて数すう秒びょう間かん、固かたまっていたが、意いを決けっしたようにおはしを持もち、食たべた。

「……30点てん」

　三み口くちほど食たべた後あと、一いちノの瀬せくんが顔がん面めんに冷ひや汗あせをかきながら、つぶやいた。

　すごい汗あせだけど、大だい丈じょう夫ぶかな一いちノの瀬せくん。

　姫ひめ原はらさんは、がっくりとうなだれた。

　姫ひめ原はらさんには悪わるいけど、これなら勝かてる！

「じゃあ、次つぎは鬼おに塚づか夢ゆめ子このお弁べん当とうです、どうぞ！」

　ウィンナーと卵たまご焼やきとサラダだけの簡かん単たんなお弁べん当とうだけど、味あじは絶ぜっ対たいにいいはずだ。

　絶ぜっ対たいに絶ぜっ対たいに、勝かてるはずだ。

「……どうしたの夢ゆめ子こ？　早はやく一いちノの瀬せくんに渡わたしなさいよ」

　カレンが心しん配ぱいそうに言いうが、足あしが動うごかない。

　ああ私わたしは、本ほん当とうに、どうかしてしまっている。

　これを渡わたせば、

　このお弁べん当とうを一いちノの瀬せくんに渡わたせば、

　絶ぜっ対たいに勝かてるというのに。

「こ、これは……？」

「あなたたちのお弁べん当とうです」

　縄なわでしばられている、黒くろずくめ三人にん組ぐみの前まえに、お弁べん当とうを置おいた。

「お弁べん当とうの美味おいしさを、素す晴ばらしさを、あなたたちにも知しってほしいんです」

　本ほん当とうは、一いちノの瀬せくんに食たべてほしいのに。

　一いちノの瀬せくんのために、がんばって作つくったのに。

「お弁べん当とうを憎にくむのは、もうやめて下ください」

　どうして私わたしは、こんなことを言いっているのだろう。

　三人にん組ぐみが、あからさまに動どう揺ようしはじめた。

「な、なぜだ!?　われわれは、貴き様さまのジャマをしたのに、一いっ体たいなぜなんだ!?」

「だって……」

　言いいたくない。

　こんなこと、絶ぜっ対たいに言いいたくないのに……。

「──だって、一いち度どケンカをしたら、もう、トモダチじゃないですか」

　言いってしまった。

　黒くろずくめ男おとこたちが、泣なきだした。

　ハンゾーくんも、泣ないた。

　私わたしも、泣ないた。

　こんなワケのわからないヤツらに、

　私わたしの渾こん身しんの力ちからをこめたお弁べん当とうを食くわせるのが、イヤすぎて泣ないた。

「──変へんなの。せっかく作つくったお弁べん当とうを、謎なぞの組そ織しきにあげちゃうなんて。鬼おに塚づかさんの一いちノの瀬せくんへの想おもいは、その程てい度どだったのね」

　姫ひめ原はらさんが、鼻はなで笑わらった。

　そう思おもわれても、仕し方かたがない。

　だって、

　だって私わたしは──

「それでいいんだよ」

　一いちノの瀬せくんが、ゆっくりと立たち上あがった。

「だって鬼おに塚づかさんは、少しょう年ねんマンガの神かみ様さまに取とり憑つかれているのだから」

　だから鬼おに塚づかさんは、それでいいんだ。

　そう言いって一いちノの瀬せくんは、私わたしの肩かたにそっと手てをかけてくれた。

「今日きょうも、王おう道どうの少しょう年ねんマンガだったね」

　一いちノの瀬せくんが、優やさしくほほえんだ。

　私わたしは、ますます涙なみだが止とまらなくなった。

　一いちノの瀬せくんがそう言いって、笑わらってくれるなら、

　少しょう年ねんマンガの神かみ様さまに取とり憑つかれるのも、そんなに悪わるくないような気きがしてきた。
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「おはよう、一いちノの瀬せくん！」

　翌よく朝あさ、教きょう室しつに入はいるなり、一いち番ばんに一いちノの瀬せくんに声こえをかけた。

　一いちノの瀬せくんは、少すこしおどろいていた。

　私わたしはすかさず、一いちノの瀬せくんに、ある物ものを渡わたした。

「あのね、よかったらこれ、食たべてくれないかなあ」

「これは……？」

「お弁べん当とう、作つくってきたんだ！」

　朝あさ早はやく起おきて、お弁べん当とうを作つくった。

　一いちノの瀬せくんへの想おもいをこめて、一いっ生しょう懸けん命めいに作つくった。

「昨日きのうは渡わたせなかったから。ちゃんと作つくったお弁べん当とうを、一いちノの瀬せくんに食たべてほしくて……」

　これは、昨日きのうのお礼れいでもある。

　少しょう年ねんマンガの神かみ様さまに、取とり憑つかれていても、大だい丈じょう夫ぶ。

　一いちノの瀬せくんのおかげで、そう思おもうことができたから。

「──こないだからずっと思おもってたんだけど、鬼おに塚づかさんも姫ひめ原はらさんも、どうしてそんなに料りょう理りにこだわるんだ？」

　一いちノの瀬せくんが、まっすぐなまなざしで疑ぎ問もんをぶつけてきた。

「え、どうしてって言いわれても……」

「愛あい情じょうをお弁べん当とうで示しめすとか、ぼくには理り解かいしがたいんだけど」

「え、でも、やっぱり、好すきな人ひとには自じ分ぶんの作つくった料りょう理りでよろこんでほしいと思おもうし……」

「そうか。女じょ子しの思し考こうはやはり難なん解かいだなあ」

「一いちノの瀬せくんは、好すきな女おんなの子この手て料りょう理りを、食たべたいとか思おもわないの？」

「全まったく。ほかの男だん子しはどう思おもってるか知しらないが、少すくなくともぼくは、女じょ性せいにそんなことは求もとめない」

「そうなんだ？」

「だから鬼おに塚づかさんも、料りょう理りなんて、できなくていいんだよ」

　一いちノの瀬せくんが、やわらかくほほえんで言いった。

　私わたしは、心しん臓ぞうがぎゅうっとなった。

　料りょう理りなんて、できなくていい。

　それは、特とく別べつなことをしなくても、

　ありのままの私わたしを、受うけ入いれてくれるってこと？

「──素人しろうとの料りょう理りよりも、どうせなら有ゆう名めいシェフの料りょう理りが食たべたいよ。ぼくは硬こう水すいと軟なん水すいのちがいが一口くちでわかるほど味み覚かくが優すぐれているんだけど、三みツ星ぼしレストランのシェフたちが作つくるこだわりソースのちがいを、今こん度ど鬼おに塚づかさんにも教おしえてあげるよ」

　うっとうしいから、とりあえずなぐった。

　一いちノの瀬せくんの身体からだが三メートルほどぶっ飛とんだ。

　一いちノの瀬せくんて、きっと、あれだ。

　将しょう来らいは絶ぜっ対たいに、炎えん上じょう体たい質しつだ。

「──スキあり！」

　突とつ如じょ、長ながいロープのような物ものが、私わたしの持もっているお弁べん当とう箱ばこに巻まきつき、そのままお弁べん当とうをかっさらっていった。

「ふははははは！　相あい変かわらずワキが甘あまいな、鬼おに塚づか夢ゆめ子こ！」

「あ、アンタたちは！」

　昨日きのうの黒くろずくめ三人にん組ぐみが、教きょう室しつの入いり口ぐちに、仁に王おう立だちしていた。

「われわれは、新しん・謎なぞの組そ織しきだ！」

　黒くろずくめ三人にん組ぐみが、変へんなポーズを決きめながら、ドヤ顔がおで言いった。

　新しん・謎なぞの組そ織しき？

　なにソレ？

「お弁べん当とうの素す晴ばらしさを知しったわれわれは、お弁べん当とう作づくりを阻そ止しするのはやめたんだ！」

「へえ、そりゃよかったじゃないですか」

「美味うまそうな手て作づくり弁べん当とうを、横よこ取どりする組そ織しきとして生うまれ変かわったのだ！」

「それ、ただの強ごう盗とうですよ」

「というワケで、この弁べん当とうはもらったあ！」

「ちょっ……、私わたしのお弁べん当とう返かえしてよ！」

　お弁べん当とうを追おいかけて、教きょう室しつを飛とびだした。

　教きょう室しつを出でる寸すん前ぜん、視し界かいの端はしで、姫ひめ原はらさんが一いちノの瀬せくんにお弁べん当とうを押おしつけているのが見みえた。

　あの女おんな、マジこりないな。絶ぜっ対たい許ゆるさん。後あとでぶっ飛とばす。

　廊ろう下かを走はしっていたら、カレンの手て作づくり弁べん当とうをめぐって、複ふく数すうのイケメンたちが校こう庭ていで動どう乱らんを起おこしているのが見みえた。

　なんなのよ、もう！




　私わたしのお弁べん当とうが、一いち番ばん美味おいしいのに。

　どうして一いちノの瀬せくんに食たべてもらえないの？

　なんで謎なぞの組そ織しきを追おいかけなくちゃいけないの!?







　やっぱり、




　少しょう年ねんマンガなんて、大だいキライ！






















「まさにデートの王おう道どう！」

「突とつ然ぜんどうしたの鬼おに塚づかさん、落おちついて」

　──そうだった。ここは、映えい画が館かんだった。

　私わたしは今いま、たくさんの人ひとであふれ返かえる、休きゅう日じつの映えい画が館かんに来きている。

　一いちノの瀬せくんが売ばい店てんコーナーで、ポップコーンを買かってきてくれたところだ。

　そうです、今日きょうは一いちノの瀬せくんと、映えい画が館かんデートなのです！

　金きん曜よう日びの放ほう課か後ご、「日にち曜よう日びに映えい画がを観みに行いこうよ！」と勇ゆう気きを出だして誘さそったところ、あっさり「いいよ」とＯＫしてもらえた。

　一いちノの瀬せくんて、意い外がいと「来くる者もの拒こばまず」だよね。

　初はつ映えい画がデートに私わたしが選えらんだのは、古ふるい映えい画がのリバイバルだけど、ガッツリ王おう道どうラブストーリーモノ！

　絶ぜっ対たいロマンチックなムードになれるはず！

　ラストシーンで、一いちノの瀬せくんと手てをつなぐって決きめてるんだああああ！




　なんと今日きょうのために、数すうヶか月げつ前まえから特とっ訓くんを重かさねていた。

　映えい画が館かんの薄うす闇やみの中なかでも、ためらうことなく一いちノの瀬せくんの手てをにぎれるように、目めかくしをした状じょう態たいで、飛とんでくるボールをよける訓くん練れんをしたのだ（ボールはおじいちゃんに投なげてもらった）。

　これでカンペキだ。

　今日きょうのデートは、絶ぜっ対たいにステキなふんいきになってみせる！




「──そろそろ上じょう映えい時じ間かんだね。座ざ席せきに着つこうか、鬼おに塚づかさん」

「うん！」

　ポップコーン片かた手てに、一いちノの瀬せくんと一いっ緒しょにシアターへとむかう。

　すごいすごい！

　これもう、めっちゃデートっぽい！

　どう見みてもフツーの恋こい人びと同どう士しだよね！

　私わたしの腰こしにくっついてる日に本ほん刀とうだけが、デートには不ふにあいだけど！

「──いよォ、姉ねえちゃんたち、楽たのしそうだなァ」

　シアターにむかって歩あるいていたら、ガラの悪わるそうな二人ふたり組ぐみの男おとこが、近ちかづいてきた。

「デートかい？　うらやましいねえ。その幸しあわせを分わけてちょーだいよ。オニーサンたちに、お金かね貸かしてくんねえ？」

　とりあえず二人ふたりとも、なぐり飛とばした。

　だって今日きょうは、らぶらぶデートの日ひなのだから。

　今いまから映えい画が観みるんだから。

「──いってーな！　どこに目めェつけてんだよ！」

　しばらく歩あるいていると、また別べつの男おとこが、私わたしの肩かたにぶつかってきた。

「オメーのせいで、オレの肩かたがイカれちまったじゃねーか！　治ち療りょう費ひ出だせやコラァ！」

　これも、なぐり飛とばした。

　だって今日きょうは、らぶらぶデートの日ひなのだから。

　帰かえり道みちだって、手てをつないで帰かえるんだ。

「……相あい変かわらず、少しょう年ねんマンガの威い力りょくはすごいね」

　一いちノの瀬せくんが、感かん心しんしたように私わたしを見みつめている。

「一いちノの瀬せくん、ごめんね。不ふ快かいな思おもいをさせちゃって……。私わたしが全ぜん部ぶやっつけるから、大だい丈じょう夫ぶだよ」

「鬼おに塚づかさんと一いっ緒しょにいると、強きょう烈れつな不ふ安あんと同どう時じに、強きょう烈れつな安あん心しんも感かんじるよね」

「本ほん当とうにッ!?」

　それって、なんかすごくない!?

　ハラハラドキドキと、安やすらぎを、同どう時じに感かんじるなんて！

　それもう、結けっ婚こんするしかないじゃん！

　あれ……今いまのって、もしかしてプロポーズ!?

　やったあ！

「──あの、すみません」

　突とつ然ぜん、後うしろから声こえをかけられた。

　ふりむきもせず、とりあえずなぐった。

　──あ、しまった。

「ごめんなさい、流ながれでなぐっちゃった」

　私わたしの裏うら拳けんをくらって、しりもちをついた男だん性せいを助たすけおこす。

　ひょろりとやせ型がたで、大だい学がく生せいっぽい男おとこの人ひとだ。

　少しょう年ねんマンガの勾まが玉たまを授さずかってからは、なんとなくだけど、いい人ひとと、悪わるい人ひとの区く別べつがつくようになってきた。

　この人ひとはどう見みても、善ぜん良りょうな一いっ般ぱん人じんだ。

　悪わるいことしちゃったなァ。

「──あの、ぼく、とても困こまっているんです、どうか話はなしを聞きいて下ください！」

　裏うら拳けんをくらった男だん性せいは怒おこりもせず、泣なきそうな表ひょう情じょうで私わたしにすがりついてきた。

　なにやら、とても困こまっているらしい。

　言いわれてみると、めっちゃ困こまっている感かんじが、もうめっちゃ全ぜん身しんからあふれている。

　だがしかし、めっちゃ困こまっているからと言いって、助たすけを求もとめられても、私わたしも困こまる。

　だって私わたしは今いま、デート中ちゅうなのだから。

「鬼おに塚づかさん、この人ひとの話はなしを、聞きいてあげたら？」

　え、マジで？

　一いちノの瀬せくんの提てい案あんに、びっくりした。

　だって、私わたしたちデート中ちゅうだよ？

「困こまっている人ひとを見み捨すてるのは、よくないよ」

「でも、もうすぐ映えい画がが始はじまる時じ間かんだし……」
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「それなら心しん配ぱいする必ひつ要ようないよ、鬼おに塚づかさん」

　一いちノの瀬せくんが、にっこりとほほえんだ。

　あ、もしかして映えい画がを、後あとの時じ間かんのやつに変かえるとか？

「ぼくが先さきに入はいって映えい画がを観みてるから、鬼おに塚づかさんはこの人ひとの相そう談だんが終おわってから、来くればいいよ」

「えええええ一いちノの瀬せくん、一人ひとりで映えい画が観みちゃうんだっ!?」

「安あん心しんして。鬼おに塚づかさんが見み逃のがした部ぶ分ぶんは、後あとでぼくがきちんと教おしえてあげるから」

「そうなの？」

「記き憶おく力りょくには自じ信しんがあるんだ。役やく者しゃの一いっ挙きょ一いち動どう、全すべてたがわず伝つたえてみせるよ」

　うわあ一いちノの瀬せくんてばすごい！　かっこいい！

　やっぱり一いちノの瀬せくんは、とっても優やさしくて親しん切せつだわ！

　シアターの中なかに入はいる一いちノの瀬せくんを見み送おくった後あと、私わたしはこの困こまっているらしい男だん性せいと近ちかくのコーヒーショップに行いき、話はなしを聞きくことにした。




「──ぼくの名な前まえは、矢や野の草そう太たといいます」

　アニメの専せん門もん学がっ校こうに通かよう、二十一歳さい。

　将しょう来らいは、アニメーターを目め指ざしているらしい。

　そんな自じ己こ紹しょう介かいは、どうでもいい。

　私わたしは、話はなしの続つづきを急せかした。

　早はやく終おわらせて、早はやく映えい画がを観みに行いかなくちゃ。

　ラストシーンで一いちノの瀬せくんと手てをつなぐんだから。

「ぼくには二年ねん前まえからつき合あっている、鷹たかヶが峰みね薫かおる子こさんという、美び人じんの恋こい人びとがいるんだけど」

「人ひとのデートをジャマしておいて、いきなりおノロケですか」

「あ、ごめんなさい。薫かおる子こさんは、ものすごい昔むかしから続つづく、ものすごい武ぶ道どうの一いち族ぞくの、一人ひとり娘むすめなんだ」

「ものすごい武ぶ道どうの一いち族ぞく……」

　なんか、少しょう年ねんマンガ的てきなニオイしかしない。

　イヤだなあ。

「その薫かおる子こさんが先せん日じつ、親おやに無む理りやり、婚こん約やくさせられたんだ」

「婚こん約やく？　だれと？」

「全ぜん然ぜん知しらない男おとこさ。彼かの女じょと同おなじように、武ぶ道どうの一いち族ぞくらしいけど」

「武ぶ道どう家かの一人ひとり娘むすめってことは、薫かおる子こさんは、すごく強つよいの？」

「いいや。彼かの女じょは小ちいさい頃ころから身体からだが弱よわくて、武ぶ道どうは一いっ切さいやっていない。だからこそご両りょう親しんは、強つよい男おとこと結けっ婚こんさせたいのかも知しれない」

　なるほどねえ。

　武ぶ道どう家か同どう士しで結けっ婚こんするのは、そういう一いち族ぞくの人ひとたちの間あいだでは、フツーのことなのかも知しれないけれど。

「だからって、本ほん人にんの気き持もちを無む視しして結けっ婚こん相あい手てを決きめるなんて、横おう暴ぼうだわ」

「全まったくその通とおりだよ。ぼくと薫かおる子こさんが、将しょう来らい結けっ婚こんを考かんがえていることをご両りょう親しんに伝つたえたんだ。そうしたら……」

「そしたら？　どうなったの？」

「薫かおる子こさんのお父とうさんに、『許嫁いいなずけと勝しょう負ぶして、勝かてたらおまえとの結けっ婚こんを認みとめてやる』と言いわれて……」

　あー、なるほど。

　強つよい男おとこじゃないと、娘むすめとは結けっ婚こんさせないってやつか。

　いかにも武ぶ道どう家かっぽい、しきたりですなあ。

　私わたしは、なんとなくこの先さきの展てん開かいが読よめてきた。

「さっき、きみが映えい画が館かんで、チンピラを一いち撃げきでたおすのを偶ぐう然ぜん見みたんだ」

「はあ」

「強つよくなる方ほう法ほうを、ぼくに教おしえてくれ！」

　ですよね。

　やっぱり、そうなりますよね。

「そう言いわれても、私わたしは、別べつになにも……」

「ぼくを弟で子しにして下ください！」

「いや、ムリです」

「師し匠しょう、必ひっ殺さつ技わざを教おしえて下ください！」

「だれが師し匠しょうよ。必ひっ殺さつ技わざなんてないから。変へんな食しょく堂どうメニューのやつならあるけど」

「付つけ焼やき刃ばでも、なんでもいいから教おしえてくれ！　今いますぐ強つよくなりたいんだ！」

　たしかに草そう太たさんは、武ぶ道どうとはほど遠とおい、華きゃ奢しゃな体たい格かくだ。

　その武ぶ道どう家かの婚こん約やく者しゃとやらをたおすのは、きっとムリだろう。

「頼たのむ！　強つよくなる方ほう法ほうを、ぼくに教おしえてくれ！」

「じゃあ、腰こしにヒモでタイヤをくくりつけて、夕ゆう日ひにむかって走はしってみて下ください」

「それ、強つよくなるまでにすごく時じ間かんかかりそうだけど」

「じゃあ、時とき愛め喜き神じん社じゃで、おみくじを引ひいて下ください」

「おみくじ引ひくだけで、強つよくなれるの？」

「あ、まちがえた、熱ねっ闘とう神じん社じゃだ」

　でも、大おお当あたりおみくじを引ひくのは、結けっ構こう難むずかしいからなあ。

　などと考かんがえていたら、私わたしたちのすわっているテーブルのそばへ、だれかがやってきた。

「──おまえか、薫かおる子このカレシってのは」

　まれに見みる、大おお男おとこだ。

　私わたしは、思おもわず口くちを開あけて見み上あげる。

　頭あたまはスキンヘッドで、耳みみには大たい量りょうのゴールドピアス。

　筋きん肉にく隆りゅう々りゅうのいかつい肉にく体たいを、ピッチピチの黒くろ革がわベストで、さらに強きょう調ちょうしている。

　ズボンも黒くろ革がわで、クツは編あみ上あげの黒くろロングブーツ。

　荒こう廃はいした都と市しのワルモノ代だい表ひょうみたいなヤツが、私わたしたちに話はなしかけてきた。

「……コイツが薫かおる子こさんの許嫁いいなずけの、大おお嶽たけだ」

　草そう太たさんが、小こ声ごえで教おしえてくれた。

　このムキムキマッチョが、草そう太たさんの恋こい敵がたきか。

　大おお嶽たけの後うしろには、子こ分ぶんみたいなチンピラ小こ男おとこが、二人ふたりひっついてる。

　絵えに描かいたような、悪あく党とう三人にん組ぐみだ。

「薫かおる子このオヤジから聞きいただろう。おれと薫かおる子この結けっ婚こんに反はん対たいなら、おれをたおせってよ」

　それマジすか、大おお嶽たけさんたおすとかあり得えないでしょー、と子こ分ぶん二人ふたりがゲラゲラ笑わらう。

　むかつく。ものすごくイヤな感かんじ。

　ところでコイツら、なんでこの場ば所しょがわかったんだろう。

　草そう太たさんが、恋こい敵がたきをたおす相そう談だんを私わたしにしているところへ、ライバル本ほん人にんが現あらわれるとか、タイミングよすぎるんだけど。

　やっぱりこれも、勾まが玉たまの威い力りょくなのかなァ……。

「どうするよ？　今いまここで勝しょう負ぶしてやってもいーんだぜ？」

　大おお嶽たけが、自じ分ぶんの腕うでの筋きん肉にくを見みせびらかすように、こぶしを固かためる。

　草そう太たさんは、青あおい顔かおでうつむいた。

　どうしようかな、困こまったな。

　少しょう年ねんマンガだと、草そう太たさんを鍛きたえたり、特とっ訓くんしたりする回かいがあるはずなんだけど。

　まだ、なんの修しゅ行ぎょうもしてないし。

　私わたしが大おお嶽たけをたおしても、意い味みないだろうしなあ。

「──なにやってるんですか、大おお嶽たけさん！」

　突とつ然ぜん、一人ひとりの女じょ性せいが、かけつけてきた。

　なんか、どんどん登とう場じょう人じん物ぶつが増ふえていくよ。

「どうして、ここに薫かおる子こさんが……？」

「草そう太たくんのことが心しん配ぱいで、大おお嶽たけさんを追おいかけてきたの」

　女じょ性せいが、草そう太たさんを熱あついまなざしで見みつめる。

　もしかしてこの女じょ性せいが、草そう太たさんの恋こい人びとの、薫かおる子こさん？

　薫かおる子こさんは、黒くろのロングヘアで、いかにもヒロインって感かんじの美うつくしい女じょ性せいだ。

「草そう太たくん、大おお嶽たけさんと勝しょう負ぶする必ひつ要ようなんてないわよ」

「でも大おお嶽たけをたおさないと、薫かおる子こさんと結けっ婚こんできないし……」

「私わたしとかけおちしましょう、草そう太たくん！」

　薫かおる子こさんが、草そう太たさんの手てを力ちから強づよくにぎった。

　かけおち？

　マジで!?

　なんか映えい画がみたいで、ちょっとドキドキする！

「──それはできないよ」

　草そう太たさんが、薫かおる子こさんの手てを優やさしくにぎり返かえした。

「薫かおる子こさん、高こう三の文ぶん化か祭さい、覚おぼえてる？」

「文ぶん化か祭さい？」

「アニメ研けん究きゅう部ぶで発はっ表ぴょうした、ぼくの自じ作さくアニメを、薫かおる子こさんだけがおもしろいと笑わらってくれた」

　草そう太たさんは、優やさしいほほえみで、薫かおる子こさんをじっと見みつめた。

「薫かおる子こさんの笑え顔がおが、ぼくにたくさんの勇ゆう気きをくれたんだよ」

「草そう太たくん……」

「こんなに素す晴ばらしいきみを育そだててくれたご両りょう親しんを、悲かなしませることは、したくないんだ」

　思おもわず、胸むねがじんとした。

　店てん内ないにいるほかの客きゃくたちからも、はなをすする音おとが聞きこえる。

　てゆうか、みんなめっちゃコッチ見みてるな。

　草そう太たさんは、薫かおる子こさんの手てをそっとはなして、大おお嶽たけの正しょう面めんに立たった。

　やる気きだ。

　草そう太たさんは、大おお嶽たけと戦たたかう気きなんだ。

「──ぼくの推すい理りが正ただしければ、結けっ婚こんを反はん対たいされた男おとこが、恋こい人びととの仲なかを認みとめてもらうために恋こい敵がたきを今いままさにたおそうとしている、といったところかな」

　声こえにふり返かえると、ポップコーンをもぐもぐ食たべている一いちノの瀬せくんがいた。

「一いちノの瀬せくん！　映えい画がはもう終おわったの？」

「いや、鬼おに塚づかさんのことが気きになって、映えい画がの途と中ちゅうだったんだけど、出でてきたんだ」

「ええええええ！」

　一いちノの瀬せくん、めっちゃ優やさしい！

　私わたしを心しん配ぱいして、映えい画がの途と中ちゅうでかけつけてくれるなんて！

　こんなジェントルマンな人ひとは、ほかにいないと思おもう！

　ポップコーンを食たべ終おえた一いちノの瀬せくんが、鋭するどい目めで大おお嶽たけを見みつめた。

「……ぼくの推すい理りが正ただしければ、あの男おとこの筋きん肉にくのつき方かたは、努ど力りょくや鍛たん錬れんをまるでしていない。おそらく武ぶ道どうなど、かじったことすらないだろう」

「そうなの？　あんなにゴツイ身体からだなのに？」

「生うまれつき大おお柄がらなだけだ」

「でも、武ぶ道どうの一いち族ぞくだって言いってたよ？」

「親おやに甘あまやかされて育そだったか、そもそも武ぶ道どうの一いち族ぞくというのが大おおウソかの、どちらかだな。ああいう筋きん肉にく男おとこは、考かんがえて攻こう撃げきすれば勝かてないこともない」

「どうすればいいの？」

「ヤツのヒザを足あし裏うらで思おもい切きり蹴けって、ひるんだところをフルボッコにするんだ」

「簡かん単たんに言いうけど、案あん外がい難むずかしそう」

　一いちノの瀬せくんが草そう太たさんの近ちかくに行いき、耳みみ元もとでアドバイスをした。

　草そう太たさんは緊きん張ちょうした面おも持もちでうなずいて、唇くちびるをきゅっと結むすんだ。

　がんばれ、草そう太たさん。

「──ルールは簡かん単たん。武ぶ器きなしの肉にく弾だん戦せんで、地ちにヒザをついた方ほうが負まけだ。いいな？」

　大おお嶽たけが、スキンヘッドを光ひからせながら、余よ裕ゆうたっぷりに言いった。

　後うしろにいる子こ分ぶんの二人ふたりも、「あいつバカなんじゃねーの？」と草そう太たさんを笑わらいとばしている。

　コーヒーショップの中なかにいるギャラリーたちもみんな、草そう太たさんをかわいそうな目めで見みている。

　そりゃあフツーに考かんがえれば、草そう太たさんが大おお嶽たけに勝かてるはずがない。

　というか、コーヒーショップの中なかで決けっ闘とうが始はじまろうとしているんだけど、店てん員いんさんとか、止とめに来こないな。これも少しょう年ねんマンガ効こう果かかな。

「それでは、決けっ勝しょう戦せん、開かい始しぃ～！」

　子こ分ぶんが、店みせの灰はい皿ざらをカーンと打うち鳴ならしたとたん、大おお嶽たけが草そう太たさんの胸むなぐらを勢いきおいよくつかんだ。

　動うごきが速はやい！

　ケンカ慣なれしてるな、アイツ。

　そのままなぐられるかと思おもったが、草そう太たさんがすばやく大おお嶽たけのヒザを蹴けった。

　やった！

　思おもい切きりヒザに入はいったぞ！

　大おお嶽たけが、痛いたみに顔かおを歪ゆがませて、身体からだを折おる。

　よし今いまだ行いけ！　チャンスだフルボッコだ！

「ぎゃあああああ！　イテーよおぉぉぉ！」

　大おお嶽たけが突とつ然ぜん、自じ分ぶんのヒザを押おさえて叫さけび声ごえを上あげた。

「いてえ、いてえ！　ヒザが割われちまった！　だれか救きゅう急きゅう車しゃ呼よんでくれえええ！」

「ご、ごめん、大だい丈じょう夫ぶかい？」

　ヒザを抱かかえて叫さけぶ大おお嶽たけを心しん配ぱいして、草そう太たさんがのぞきこんだその時とき、

「──調ちょう子しに乗のってんじゃねーよ、アニメオタクが」

　あっという間まだった。

　ほんの数すう秒びょうで、草そう太たさんは顔かおをなぐられ腹はらを蹴けられ、床ゆかにたおれた。

　しかも、

「ヘタレオタクのくせに、おれ様さまのヒザ蹴けるとかふざけんなよ、死しねよ」

　たおれて動うごかなくなった草そう太たさんの頭あたまに、大おお嶽たけがツバを吐はきかけた。

「──鬼おに塚づかさん」

　一いちノの瀬せくんが、私わたしの肩かたを力ちから強づよくつかんだ。

「どうして止とめるの、一いちノの瀬せくん」

「どうしてきみが、前まえに出でようとしているんだ」

「だって、あんなの、許ゆるせない」

「気き持もちはわかるが、草そう太たさんの負まけだ」

「どうして!?　だってアイツ、すごく卑ひ怯きょうなことした！」

「だが、反はん則そくめいた行こう為いはなにもしていない」

　反はん則そくじゃない!?

　あれが!?

　どう見みても反はん則そくじゃん！

　やけに冷れい静せいな一いちノの瀬せくんの態たい度どに、私わたしは余よ計けいに頭あたまに血ちが上のぼった。

「ヒザ割われたとか叫さけんで、変へんな芝しば居いしたじゃん！」

「芝しば居いだという証しょう拠こはどこにもない。あの時ときは本ほん当とうにヒザが割われたと思おもって、動どう揺ようして叫さけんでしまったと言いわれれば、それまでだ。どこにも違い反はん性せいはない」

「なによそれ、なんか、すごくイヤな裁さい判ばんみたい！」

「その通とおりだ。最さい高こう裁さいまで持もちこんだとしても、大おお嶽たけの叫さけびにスキを見みせてしまった草そう太たさんの敗はい北ぼくは確かく定ていだ」

「少しょう年ねんマンガ的てきには、大おお嶽たけの負まけだよ！」

　一いちノの瀬せくんが、少すこしおどろいた顔かおをした。

　地ちに伏ふせた相あい手てに、ツバを吐はきかけるヤツの勝しょう利りなんて、私わたしは絶ぜっ対たいに認みとめないから！

「──私わたしが、草そう太たさんの代かわりに相あい手てするわ」

　大おお嶽たけの前まえに私わたしが出でると、「はあ？」と言いわれた。

「なんだおまえ。関かん係けいないヤツはすっこんでろ」

「関かん係けいなくない！　私わたしは草そう太たさんの、ええと、師し匠しょうだから！」

「師し匠しょう？　なに言いってんだテメエ」

「私わたしが草そう太たさんの代かわりに、アンタをやっつけるって言いってんのよ！　覚かく悟ごしろ！」




　──夢ゆめ子こさま。




　頭あたまの中なかに、声こえがひびいた。

　聞ききおぼえのある声こえだ。

「──夢ゆめ子こさま。私わたしです。勾まが玉たまに宿やどる、少しょう年ねんマンガの神かみです」

「ああ久ひさしぶり。どうしたの？　私わたし今いまちょっと忙いそがしいんだけど」

「突とつ然ぜんですが、休きゅう暇かをいただきます」

「は？　休きゅう暇か？」

「休きゅう暇かの間あいだは、夢ゆめ子こさまは普ふ通つうの女じょ子しにもどります」

「ちょ、ちょっと待まって、いきなりすぎてワケわかんない。もっとわかるように説せつ明めいしてよ」

「実じつは私わたし、ずっとガラケーだったのですが、ようやくスマホに変かえまして」

「もっとワケがわからなくなったんだけど。アンタなに言いってんの？」

「今いまから初しょ期き設せっ定ていをしなければいけません。ガラケーとは勝かっ手てがちがいすぎて、時じ間かんがかかると思おもいます。数すう時じ間かん……いや数すう週しゅう間かん、ヘタをすれば、数すうヶか月げつ間かんかかるかも知しれません」

「もうお店みせの人ひとにやってもらいなよ！」

「ということですので、初しょ期き設せっ定ていが終おわるまで、休きゅう暇かをいただきます。ではまた」

「ちょ、ちょっと待まって！」

　それきり、声こえが聞きこえなくなった。

　なにこれ、一いっ体たいどういうこと？

「──鬼おに塚づかさん！」

　一いちノの瀬せくんの声こえに、はっとわれに返かえった。

　妙みょうな違い和わ感かんを覚おぼえ、左ひだり腰ごしに手てを当あてる。




　──魔ま剣けんが、ない。




　外はずしても外はずしてもはなれない、あの憎にくたらしい刀かたなが、跡あと形かたもなく消きえてしまった。

　あわてて勾まが玉たまの首くびかざりを、胸むな元もとから取とりだした。

　少しょう年ねんマンガの神かみ様さまが宿やどる勾まが玉たまは、ふだんは青あおく光ひかり輝かがやいているのに、今いまは全まったく生せい気きを感かんじられず、ただの石いしころみたいに見みえる。

「……どうしよう」

　がく然ぜんと、つぶやいた。

　一いちノの瀬せくんも、突とつ然ぜん消きえた私わたしの日に本ほん刀とうに、かなりおどろいているようだ。

「さっきから一人ひとりで、なにブツブツ言いってんだ、テメエ」

　大おお嶽たけが、ずいと私わたしの前まえにつめ寄よってきた。

　ああそうだった。

　私わたし、この人ひとにケンカ売うったんだった。

「さっきまでの威い勢せいはどうした。おれをやっつけるんだろ？」

「ええと、いや、あの、ちょっと待まって下くださいませ」

「待またねえよ。ケンカ売うってきたのはそっちだろうが！」

　大おお嶽たけが、私わたしの横よこにあったテーブルを蹴けり上あげた。

　蹴けられたテーブルは、なんと天てん井じょうにぶつかってバラバラになった。

　とんでもない怪かい力りきだ。

　やばい。

　これ、めっちゃやばい。

　でも、コイツは鍛たん錬れんをしていない、ただの筋きん肉にくバカだって一いちノの瀬せくんが言いってたし。

　スキをつけば、なんとかなるかも知しれない。

「えいッ！」

　私わたしは思おもい切きり、大おお嶽たけの腹はらにパンチをぶちこんでみた。

「──なんか、したか？」

　大おお嶽たけが、鼻はなで笑わらってる。

　私わたしのパンチの威い力りょくは、どうやら蚊かが止とまった程てい度どらしい。

　どうしよう、私わたし、本ほん当とうにフツーの女おんなの子こにもどっちゃったんだ。

　なんでよりによって、こんな時ときに休きゅう暇か取とるのよ、あの神かみ様さまは！

「待まちやがれ、テメエ！」

　私わたしは、逃にげた。

　とにかく逃にげた。

　追おいかけてくる大おお嶽たけをよけながら、コーヒーショップの中なかを走はしり回まわり、店てん内ないは騒そう然ぜんとなった。

「チョコマカ逃にげてんじゃねーよ！」

　大おお嶽たけが、お店みせのガラス製せい灰はい皿ざらを、私わたしにぶん投なげてきた。

　すんでのところでよけながらふりむいて、ギクリとした。

　私わたしの真ま後うしろに、たおれた草そう太たさんを介かい抱ほうしている薫かおる子こさんがいた。

　よけた灰はい皿ざらが、薫かおる子こさんめがけてまっすぐに飛とんで行いく。

　まずい、と思おもった時ときには、灰はい皿ざらが顔がん面めんに激げき突とつした。

　だけど激げき突とつしたのは、薫かおる子こさんじゃなくて、

「──草そう太たくん！」

　さっきまでたおれていた草そう太たさんが起おき上あがり、自じ分ぶんの身みをていして薫かおる子こさんを守まもった。

「……よかった、薫かおる子こさんが無ぶ事じで」

　草そう太たさんが、力ちからなく笑わらった。

　ただでさえ満まん身しん創そう痍いなのに、

　灰はい皿ざらを受うけた草そう太たさんの顔がん面めんは、ますます血ちだらけになった。




　──どうする？

　どうすればいいの？

　こんな時とき、

　少しょう年ねんマンガの、主しゅ人じん公こうだったら。




「──いいかげんにして下ください」

　薫かおる子こさんが、大おお嶽たけの前まえに立たった。

「もうこれ以い上じょう、無む関かん係けいの人ひとを巻まきこまないで下ください」

「はあ？　なに言いってんだテメエ。元もとはと言いえば、おまえがおれとの結けっ婚こんにブーブー文もん句くたれるからだろうが。素す直なおに婚こん約やくしてりゃ、こんなことにはならねえんだよ」

「……わかりました。あなたと結けっ婚こんします。だからもう、暴ぼう力りょくをふるわないで下ください」

　薫かおる子こさんの言こと葉ばに、店てん内ないの見けん物ぶつ客きゃくがざわついた。

　──大おお嶽たけと、薫かおる子こさんが、結けっ婚こんするの？

　薫かおる子こさんの背せ筋すじはぴんとのび、声こえも凛りんとしている。

　大おお嶽たけをまっすぐに見みすえて、視し線せんを外はずさない。

　薫かおる子こさんから、強つよい覚かく悟ごを感かんじた。

　だけど、

　足あしが小ちいさく震ふるえているのを、私わたしは見み逃のがさなかった。

「──撤てっ回かいします。薫かおる子こさんは、アンタなんかと結けっ婚こんしません」

　私わたしは、大おお嶽たけと薫かおる子こさんの間あいだに、無む理りやり割わって入はいった。

　私わたしはバカだった。

　逃にげた私わたしは、バカだ。

　絶ぜっ対たいに引ひいちゃいけない時ときって、あるんだよ。

　私わたしは決きめた。

　今日きょうはもう、絶ぜっ対たいに引ひかないって決きめた。

「もうやめて、もういいのよ。うちの問もん題だいに巻まきこんでごめんなさいね」

　薫かおる子こさんが、私わたしを優やさしくなだめる。

　だけど私わたしは、引ひかないと決きめたんだ。

「大だい丈じょう夫ぶですよ、薫かおる子こさん。私わたしが絶ぜっ対たいにあなたを守まもってみせます」

「だから、もういいのよ。もう解かい決けつしたんだから」

「なんにも解かい決けつしていませんよ」

「え？」

「だってあなた、笑え顔がおじゃないもの」




　少しょう年ねんマンガでも、

　少しょう女じょマンガでも、

　ヒロインは笑え顔がおじゃないと、絶ぜっ対たいにダメなんだ。




「いいか大おお嶽たけ！　よく聞きけえ！」

　大おお嶽たけにむかって、ビシッと人ひとさし指ゆびを突つきつける。
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「絶ぜっ対たいにおまえをたおしてみせる！　もうボッコボコのブックブクの、フワッフワにしてやる！　おまえのツルツル頭あたまに、北ほく斗と七しち星せい形がたの傷きずを刻きざみこんでやる！」

　勝しょう利り宣せん言げんすると、薫かおる子こさんが私わたしの腕うでを強つよくひっぱった。

「な、なに言いってるのダメよ、あぶないからやめなさい！」

「ご安あん心しん下ください薫かおる子こさん。必かならずあの筋きん肉にくバカをたおしてみせますから」

「できるワケないでしょ！　いいから下さがりなさい、こんなことされても私わたしは迷めい惑わくなだけよ！」

「薫かおる子こさんのために戦たたかうんじゃありません！」

「じゃあ、なんのために!?」

「理り由ゆうがいりますか!?」

「え!?」

「震ふるえる足あしに力ちからこめて踏ふんばってる女おんなの子こを助たすけるのに、理り由ゆうがいりますか!?」

　かわいくて優やさしい女おんなの子こが、

　バケモノみたいな男おとこのもとへお嫁よめに行いくのを止とめない主しゅ人じん公こうなんて、

　少しょう年ねんマンガ的てきには、あり得えないから！

「かっこつけてんじゃねーよ、ブス！」

　大おお嶽たけが、近ちかくのテーブルに置おいてあった紙かみ製せいのコーヒーカップを投なげつけてきた。

　それが私わたしのオデコに命めい中ちゅうし、コーヒーまみれで目めが開あけられなくなった。

　ていうかコイツ、私わたしのことブスって言いった？

「鬼おに塚づかさん、あぶない！」

　一いちノの瀬せくんの声こえが聞きこえる。

　私わたしは、無む意い識しきに頭あたまを下さげた。

　──見みえる。

　目めを開あけなくとも、大おお嶽たけの動うごきがはっきりと感かんじとれる。

　これはあれだ、目めかくしでボールをよける特とっ訓くんをした成せい果かだ。

　ていうかコイツ、さっき私わたしのことブスって言いったよね？

　絶ぜっ対たい言いったよね？

　私わたしは目めを閉とじたままで大おお嶽たけの攻こう撃げきを全すべてかわし、すぐそばにあったイスをつかんで、大おお嶽たけのどてっぱらを思おもい切きりなぐった。

　私わたしのこと、ブスって言いった罰ばつだ！

「ぎゃああああ！」

　──どてっぱらをなぐった、つもりだったけど。

　なんだか、手て応ごたえがおかしい。

　顔がん面めんのコーヒーを手てでぬぐい、目めを開あけた。

　イスのあしが、大おお嶽たけの肛こう門もんに深ふか々ぶかと刺ささっていた。

　なんかちょっと、思おもってたのと、ちがうな。

「──そこまでだ、大おお嶽たけ」

　店みせの入いり口ぐちに、和わ服ふくの男だん性せいが立たっていた。

　五十歳さいくらいの白しら髪がまじりのおじさんで、ものすごく体たい格かくがいい。

　目め力ぢからもすごい。

　全ぜん身しんから、すんごいオーラがただよっている。

　時じ代だい劇げきに出でてくる、大おお御ご所しょ俳はい優ゆうみたいだ。

　とにかく、強つよそう。

「──お父とうさん」

　薫かおる子こさんが、つぶやいた。

　え、薫かおる子こさんの、お父とうさんなの？

　てことはあの人ひとが、ものすごい昔むかしから続つづく、ものすごい武ぶ道どうの一いち族ぞくの、当とう主しゅってこと？

「おまえのような男おとこに、娘むすめをやろうとしていたなんて……ワシも焼やきが回まわったな。大おお嶽たけ、おまえは武ぶ道どう家かどころか、男おとこの風かざ上かみにも置おけん、クズだ」

　薫かおる子こさんのお父とうさんが、大おお嶽たけをにらみつけた。

　さすがの大おお嶽たけも、ヘビににらまれたカエル状じょう態たいになった。

　そりゃそうだろう。

　なんかわかんないけど、すごい迫はく力りょくあるもん、あのおじさん。

「矢や野のくん。きみの男おとこ気ぎは、しかと見みせてもらった」

　薫かおる子こさんのお父とうさんが、こわい顔かおから一いっ転てん、眉まゆを少すこし下さげて優やさしい笑えみを見みせた。

　これはもしかしたら、上手うまくいくんじゃない？

　結けっ婚こんを反はん対たいされていた二人ふたりが、ついに認みとめてもらえたんじゃない？

　うわあ、それってなんだか、すごく素す敵てき！

　はずかしそうにうつむく草そう太たさんに、薫かおる子こさんが涙なみだぐみながら寄よりそった。

　見けん物ぶつ客きゃくからも、パチパチと拍はく手しゅが巻まきおこっている。

「──バカにしてんじゃねえぞ！」

　いつの間まに背はい後ごに回まわったのか、大おお嶽たけが薫かおる子こさんを後うしろから羽は交がいじめにした。

「全ぜん員いん動うごくなァ！　ちょっとでも動うごいたら、コイツの目めん玉たまくりぬくぞォ！」

　腕うでで薫かおる子こさんの首くびをしめ上あげながら、その辺へんにあったプラスチック製せいのフォークをつかみ、薫かおる子こさんの眼がん前ぜんに突つきつけた。

　ギャラリーから「キャー」と悲ひ鳴めいが上あがる。

「いいかげんにしろ、この外げ道どうが！」

　一いちノの瀬せくんの鋭するどい声こえが、店てん内ないの空くう気きを切きり裂さいた。

「今いままでだまって見みていたが、もう許ゆるせん！　ぼくの推すい理りが正ただしければ、おまえは十五センチ以い上じょうの底そこ上あげシークレットブーツを履はいているだろう！」

　しん、と店てん内ないが静しずまり返かえった。

　え、マジで？

　あの人ひと、シークレットブーツ履はいてるの？

　シークレットブーツっていうのは、靴くつ底ぞこの、かかと部ぶ分ぶんが厚あつくなってて、身しん長ちょうをより高たかく見みせる靴くつのことでしょ。

　つまり、大おお嶽たけは、

　本ほん当とうは、こんな大おお男おとこじゃないってこと？

「……な、なに言いってんだよ。ちげーよ……これフツーのブーツだし……」

　大おお嶽たけが、おちょぼ口ぐちになっている。

　どうやら大だい正せい解かいらしい。

「さすがだね、一いちノの瀬せくん。大おお嶽たけのブーツを見みぬくなんて」

「ぼくは鬼おに塚づかさんのように腕うでっぷしは強つよくないけれど、相あい手ての、絶ぜっ対たいにバラされたくない一いち番ばんの弱じゃく点てんを見みぬくのがとくいなんだ」

「それはある意い味み、すごい必ひっ殺さつ技わざだよ」

「わかってる。だから本ほん当とうのワルモノにしか、使つかわないさ」

　一いちノの瀬せくんが、ニコリとほほえむ。

　一いちノの瀬せくん、超ちょうかっこいい！

　正せい義ぎのヒーローみたい！

「え、マジっすか大おお嶽たけさん、それシークレットブーツなんスか？」

「しかも十五センチ以い上じょうって。本ほん当とうはオレらの身しん長ちょうと、そんなに変かわらねーんじゃねーの？」

「あんなに大おお男おとこアピールしといて？」

「おもしれー。大おお嶽たけさん、ちょっとブーツ脱ぬいでみて下くださいよ」

　子こ分ぶん二人ふたりの態たい度どが、急きゅうにでかくなった。

　ブーツごときで、なにをそんなに勝かち誇ほこっているんだろ。

　大おお嶽たけの、忠ちゅう実じつな子こ分ぶんじゃなかったのか。

　まあ、大おお嶽たけに人じん望ぼうなんか、最さい初しょからあるワケないか。

　さっきまで恐きょう怖ふにおののいていた店てん内ないの客きゃくたちも、大おお嶽たけを見みながらクスクス笑わらいはじめた。

「──うるせええええッ！」

　大おお嶽たけが、片かた腕うでだけで、子こ分ぶん二人ふたりをなぐり飛とばした。

　身しん長ちょうはごまかしていたが、怪かい力りきだけは本ほん物もののようだ。

「バカにしてんじゃねええええッ！」

　大おお嶽たけが薫かおる子こさんを抱かかえたまま、フォークを無む茶ちゃ苦く茶ちゃにふり回まわしはじめた。

　なんとかして止とめなきゃ、と思おもったその時とき。




　ずしり、と左ひだりの腰こしに重おもみを感かんじた。




「──魔ま剣けんだ！」




　刀かたなが、私わたしの腰こしにもどった！

　スマホの初しょ期き設せっ定てい、終おわったんだ！

「ブスって言いったの撤てっ回かいしろおおおおお！」

　すばやく刀かたなを抜ぬいて、一いっ足そく飛とびで大おお嶽たけの頭ず上じょうへ。

　そのまま思おもい切きり脳のう天てんに刀かたなを打うちこんでやった。
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　かけつけた警けい察さつ官かんに、大おお嶽たけは子こ分ぶんと共ともに連れん行こうされた。

　薫かおる子こさんと草そう太たさんは、一いっ緒しょに仲なかむつまじく帰かえって行いった。

　私わたしたちに、何なん度ども何なん度ども頭あたまを下さげて、お礼れいを言いいながら去さっていく二人ふたりの後うしろ姿すがたを、私わたしはいつまでもながめ続つづけた。

　余よ談だんだけど、薫かおる子こさんのお父とうさんに、「きみは見みこみがある。うちの道どう場じょうに通かよってみないか」と、しつこく誘さそわれたけど、全ぜん力りょくでお断ことわりした。

「──どうしたの、鬼おに塚づかさん。ぼんやりとして」

「いやあ……。結けっ婚こん反はん対たいされても愛あいを貫つらぬく二人ふたりって、いいなあと思おもって」

「ふむ。そう言いえば、さっきぼくが観みた映えい画がも、そんな感かんじのストーリーだったよ」

「結けっ局きょく、映えい画がは全ぜん然ぜん観みられなかったなあ」

「最さい初しょの方ほうだけでよければ、詳しょう細さいに説せつ明めいできるよ。セリフも全すべて頭あたまに入はいってる」

「すごいね、一いちノの瀬せくん！　どんな感かんじだったか教おしえて！」

「では、ぼくが今いまからロミオの役やくをやるから」

「うわあ素す敵てき！　じゃあ私わたしがジュリエットの役やくをするわ！」

「いやそれは容よう姿しレベルがあまりにもちがいすぎるから、鬼おに塚づかさんはカーテンの役やくを頼たのむよ」

　反はん射しゃ的てきに一いちノの瀬せくんをなぐった。

　一いちノの瀬せくんの身体からだが三メートルほどぶっ飛とんだ。

　カーテンの役やくってなに？

　カーテンにセリフあるの!?




　反はん省せいと謝しゃ罪ざいの意いを表ひょう明めいした一いちノの瀬せくんは、おわびを兼かねてか、めずらしく私わたしの家いえまで送おくってくれた。

　一いちノの瀬せくんと歩あるく帰かえり道みちは、なんだかほんのり幸しあわせ気き分ぶんだった。

　残ざん念ねんながら、手てはつなげなかったけど。




「鬼おに塚づかさんは、ブスじゃないと思おもうよ」

「突とつ然ぜんなにを言いってるの一いちノの瀬せくん。またなぐられたいの？　容よう姿しレベル云うん々ぬん言いったのは、一いちノの瀬せくんでしょうが」

「いや、そっちの話はなしじゃなくて」

「どっちの話はなしよ」

「覚おぼえてないなら、いいよ」




　別わかれ際ぎわに、一いちノの瀬せくんが意い味み不ふ明めいなことを言いっていた。

　なんかモヤモヤするから、やっぱもう一発ぱつくらいなぐっとけばよかったかな。

　いや、ちがう、そうじゃない。

　そうじゃなくて、ええと、

　やっぱり勇ゆう気きを出だして、手てをつなげばよかったな。

　うん、コレでしょ。

　ヒロインなら、こうでしょ。




　なんだかなあ。最さい近きんの私わたしは、頭あたまの中なかがすっかり少しょう年ねんマンガ思し考こうになっている気きがする。

　少しょう女じょマンガのヒロインになるには、まだまだ修しゅ行ぎょうが足たりないみたい。

　明日あしたからは、目めかくしでボールをよける特とっ訓くんに加くわえて、

　目めかくしで、つな渡わたりする特とっ訓くんもやってみようかな。




　ようし、がんばるぞ。

　少しょう女じょマンガの、ヒロインになるために！






















「おかえりなさいませ、夢ゆめ子こさま。おそかったですね」

　家いえに帰かえったら、少しょう年ねんマンガの神かみ様さまが、リビングでごはんを食たべてた。

　なにこれ。

　どういう状じょう況きょう？

「神かみ様さまのくせに、なんで私わたしんちのリビングでトンカツ食たべてんの？」

「トンカツが好こう物ぶつなのですよ」

　神かみ様さまは、トンカツをほおばりながら、笑え顔がおで答こたえた。

　いやいや、そういうことを聞きいてるんじゃなくて。

　日に本ほん神しん話わみたいな着き物ものを着きた、銀ぎん髪ぱつロン毛げの男だん性せいが、うちのリビングでトンカツ食たべてる。

　どう見みてもおかしいでしょ、コレ。

「ポテトサラダもありますよぉー」

　ママがキッチンから、ポテトサラダを運はこんできた。

　いやいや、ほんとにこれどういう状じょう況きょうなの。

「ママもなんでフツーにポテサラ出だしてんの。こんな変へんな服ふく着きてる人ひと、絶ぜっ対たいに不ふ審しん者しゃじゃん」

「だってこの人ひと、神かみ様さまだって言いうから。あ、神かみ様さま、おみそ汁しるおかわりします？」

「いただきます」

　ママが神かみ様さまに、おみそ汁しるのおかわりをよそう。

　ママの順じゅん応のう性せい、おそるべし。

　パパが帰かえってきたら、おどろいて腰こしぬかすだろうな。

　ものすごく理り解かい不ふ能のうな光こう景けいだけど、私わたしもおなかが空すいたので、一いっ緒しょに食たべることにした。

「──実じつは、夢ゆめ子こさまにお知しらせがございます」

　神かみ様さまが、おはしを置おいた。

　ほっぺたにごはんつぶついてるけど、だまっとこう。

「夢ゆめ子こさまに、資し格かく試し験けんを受うけて頂いただきます」

「資し格かく試し験けん？」

「はい。勾まが玉たまを授さずかった人にん間げんが、本ほん当とうに持もち主ぬしとしてふさわしいかどうかを見み極きわめる、定てい期きテストがあるのです」

「そんなの、あるんだ？」

「ええ。おみくじを引ひいた人にん間げんに、なんの審しん査さもせずお気き軽がるに勾まが玉たまを渡わたして、後あとは知しらぬ存ぞんぜぬのほったらかしで、のんびりなにもせずに、ダラダラと勝かっ手て気きままにくらしている、そんな無む責せき任にんなナマケ者ものではないのですよ、私わたしは」

「だれもそこまで言いってないし」

「とにかく、夢ゆめ子こさまに試し験けんを受うけて頂いただきます」

「まあ、別べつにいいけど……」

　ん？

　待まてよ。

　ということは……。

「ねえねえ、そのテストに落おちたら、どうなるの？」

「不ふ合ごう格かく者しゃはもちろん、勾まが玉たまを没ぼっ収しゅうさせて頂いただきます」

　……や、

「やったああああああ！」
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　私わたしは思おもわず立たち上あがって、ガッツポーズを取とった。

　ママと神かみ様さまがびっくりしている。

　だって、だってだってえ！

　テストに落おちれば、少しょう年ねんマンガのヘンテコな世せ界かい観かんとおサラバできる！

　日に本ほん刀とうとも、おサラバできる！

　これで、少しょう女じょマンガみたいな恋れん愛あいの始はじまりだ！

「それでそれでっ？　試し験けん会かい場じょうはどこなのっ!?」

「とてもやる気きですね、夢ゆめ子こさま。頼たのもしいかぎりです」

　少しょう年ねんマンガの神かみ様さまは、にっこりとほほえんだ。

「試し験けんは、もうすでに始はじまっております」
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「行いってきまーす！」

　翌よく朝あさ、私わたしはいつもより早はや起おきして、家いえを出しゅっ発ぱつした。

　少しょう年ねんマンガの神かみ様さまが言いうには、ふだんの生せい活かつの中なかで、テストを行おこなうらしい。

　試し験けん期き間かんは、本ほん日じつの日にち没ぼつまで。

　よーし、やるぞ！

　何なんとしてでも不ふ合ごう格かくになって、少しょう年ねんマンガと決けつ別べつしてみせる！

　明日あしたからは、晴はれて自じ由ゆうの身みだあ！




「──鬼おに塚づか夢ゆめ子こ、今日きょうこそ決けっ着ちゃくをつけようぜ」

　学がっ校こうまであと少すこしというところで、リーゼント頭あたまの少しょう年ねんが現あらわれた。

　ものすごく丈たけの長ながいガクランを着きている。

　こんな制せい服ふく、映えい画がでしか見みたことない。

「ええと、だれですか？」

「覚おぼえてねえのかよ、テメエ！」

「覚おぼえてないから聞きいてるんですよ」

「となり町まちで、おれを知しらないヤツはいねえ！　泣なく子こもだまる、荒あらくれ竜りゅう二じとはおれのことだ！」

　全ぜん然ぜん見みおぼえがないが、こちとら毎まい日にち、ヤンキーやチンピラとケンカしている。

　きっとコイツも、私わたしがやっつけた大おお勢ぜいの中なかの、一人ひとりなのだろう。

「今日きょうこそおまえをたおしてやる！　覚かく悟ごしやがれ！」

　荒あらくれ竜りゅう二じが、襲おそいかかってきた。

　いつもなら容よう赦しゃなくぶっ飛とばすところだが、

「きゃあ～、だれかあ～、た～す～け～てえ～」

　今日きょうは助たすけを求もとめながら、逃にげてみた。

　だって、少しょう年ねんマンガの資し格かく試し験けんに落おちなければならない。

　少しょう年ねんマンガのヒーローらしからぬ行こう動どうをすれば、きっと不ふ合ごう格かくになるはずだ。

「待まちやがれ、このやろう！」

　竜りゅう二じが、血ち眼まなこで追おいかけてくる。

　私わたしは「きゃあ～助たすけてえ～」とひたすら叫さけびながら、女おんなの子こっぽく逃にげる。

　もしかしたら、素す敵てきな王おう子じ様さまが助たすけに来きてくれるかも知しれない、なんて考かんがえていたその時とき、

「──あぶないっ！」

　だれかの声こえにふり返かえると、急きゅうブレーキの音おと。

　竜りゅう二じの目めの前まえに、大おお型がたトラックが、ものすごいスピードで迫せまってきている。

　私わたしはとっさにダッシュして、竜りゅう二じにタックルをかまし、竜りゅう二じごと歩ほ道どうへと転ころがった。

「──大だい丈じょう夫ぶ!?」

　間かん一いっ髪ぱつ、なんとか二人ふたりともトラックにひかれずに、すんだみたいだ。

　しかし竜りゅう二じは、歩ほ道どうにあおむけにたおれたまま、動うごかない。

　なんだか様よう子すがおかしいぞ。

「……おめえ、ライバルのおれを助たすけてくれるなんて……っ！」

　ようやく起おき上あがったかと思おもうと、竜りゅう二じがぼろぼろと泣なきだした。

　泣なきじゃくりながら「おまえっていいヤツだなあ！」と、私わたしの背せ中なかをバンバンたたいた。

　痛いたいんだけど。

　てゆうか竜りゅう二じって、いつから私わたしのライバルなの？

「──おめでとうございます、夢ゆめ子こさま。10ポイント獲かく得とくです」

　その時とき、頭あたまの中なかに神かみ様さまの声こえがひびいた。

　え、マジで!?

　ポイント獲かく得とくしちゃったの!?







「失しっ敗ぱいした……」

　うっかり人ひと助だすけをして、ポイントを稼かせいでしまった。

　テストに落おちなきゃいけないのに、なにやってんだ私わたし。

　でもまあ、竜りゅう二じがトラックにひかれなかったのは、よかったけれども。

「よし、決きめた。これからはもう絶ぜっ対たいに、人ひと助だすけとかしないぞ」

　絶ぜっ対たいの絶ぜっ対たいに、少しょう年ねんマンガとお別わかれしてやるんだから。

　そして一いちノの瀬せくんと、素す敵てきな恋れん愛あいしちゃうんだから。

　目め指ざせ、少しょう女じょマンガライフ！

　決けつ意いを新あらたにして、学がっ校こうへむかっていたその時とき、

「ひったくりだァー！」

　顔かおを上あげると、道みちの端はしで、おばあさんがうずくまっていた。

　私わたしはあわてて、そばへかけ寄よった。

「おばあさん、ケガはありませんか!?」

「大だい丈じょう夫ぶだよ、ありがとうね」

　カバンをひったくられた衝しょう撃げきで、よろけたのだろう。

　だが幸さいわいにも、ケガはないようだ。

　前ぜん方ぽうに、猛もうスピードで走はしり去さるバイクが見みえた。

「あのバイクですよね!?　私わたし、追おいかけてきます！」

「ダメだよ、おじょうちゃん。そんなことしたらあぶないよ」

　おばあさんに、腕うでをつかんで止とめられた。

「カバンの中なかに、お金かねや貴き重ちょう品ひんは入はいってなかったから、いいんだよ」

「……そうなんですか？」

「ああ、そうだよ。カバンも古ふるくて、ボロボロだったしねえ。ただ……」

「ただ？」

「──あのカバンは、私わたしがこどもの頃ころ、洋よう裁さいをやってた母ははが作つくってくれた物ものなんだよ。思おもい出でがいっぱいつまったカバンだったから、ちょっと残ざん念ねんだけどねえ……」

　おばあさんが、少すこしさみしそうに笑わらった。







「──なにやってるんだろう、私わたし……」

　もう人ひと助だすけしないって、決きめたのに。

　私わたしは今いま、ひったくりのバイクをさがして、街まちの中なかを走はしっている。

　だがしかし、いくらなんでもバイクに追おいつけるはずがない。

「おーい、鬼おに塚づか夢ゆめ子こ！」

　そこへ、荒あらくれ竜りゅう二じがやってきた。

　なんか、めっちゃ笑え顔がおだ。

「さっきの礼れいに、アイス買かってきたんだ。一いっ緒しょに食くわねえか？」

　うれしそうに、アイスキャンデーを差さしだしてきた。

　小しょう学がく生せいか、アンタは。

「そんなことより、ちょうどよかった竜りゅう二じくん！」

　アイスを食たべながら、ひったくりの話はなしをした。

「あんた不ふ良りょうでしょ、そういう悪わるいことをやってる不ふ良りょうのたまり場ばとか、知しらない？」

「知しってるけど……かなりやばいヤツらだから、おれだって近ちかづいたことねーよ」

「場ば所しょを教おしえてくれるだけでいいの。私わたし一人ひとりで行いくから」

「はああ!?　なに考かんがえてんだおまえ！　そんなん無む茶ちゃだろ！」

「いいから、早はやく教おしえて！」




　竜りゅう二じに案あん内ないされたのは、今いまは使つかわれていない廃はい工こう場じょう。

　建たて物ものは、ところどころ壁かべがはがれて、窓まどガラスが割われたりしている。

　工こう場じょうのまわりの草くさ木きは、のび放ほう題だいだ。

　そして、人ひとの気け配はいが、全まったくない。

　いかにも、ワルモノがたまりそうな場ば所しょだな。

「教おしえたからな、おれは帰かえるからな、これで借かりは返かえしたからな……」

　竜りゅう二じは、そそくさと帰かえって行いった。

　そんなにこわい連れん中ちゅうなんだろうか。

　工こう場じょうの周しゅう辺へんは、倉そう庫こや用よう水すい路ろで囲かこまれているので、民みん家かがない。

　ここでなにかが起おきても、気きづく人ひとなんか、いないんだろうな。

「──ンだよコレ、全ぜん然ぜん金かね入はいってねーじゃん」

　割われたガラスのすき間まから、建たて物ものの中なかをのぞいてみた。

　少しょう年ねんが、三人にんいる。

　ひったくりで入にゅう手しゅした、カバンの中なか身みをあさっているようだ。

「つまんねーの。捨すてとけよ、こんなボロいカバン」

　少しょう年ねんが、カバンを放ほうり投なげた。

　あれは、おばあさんのカバンだ。

　このままでは捨すてられてしまう！

「──だ、だれだテメエは！」

　こういうのは、勢いきおいが大だい事じだ。

　すばやく建たて物ものの中なかに入はいった私わたしは、まず一いち番ばん手て前まえにいた不ふ良りょう少しょう年ねんに、エルボーをかました。

　そのすぐ近ちかくにいた少しょう年ねんには、回まわし蹴げりをくらわせた。

　残のこるは、あと一人ひとり。

　おばあさんのカバンを持もって、じりじりと後あとずさっている。

「そのカバン、返かえして」

「く、来くるなあ！」

「カバン返かえして」

「な、なんだよオメー。お、おかしいんじゃねえの!?」

「カバン返かえして」

「そんなにこのカバンが欲ほしいのかよ！」

　少しょう年ねんが突とつ然ぜん、ライターを取とりだした。

　まさか、と思おもう間まもなく、ライターの火ひが、カバンに近ちかづけられる。

「やめて！」

　おばあさんの大たい切せつなカバンが！

「そうはさせるか！」

　物ものかげから、だれかが飛とびだしてきた。

　ライター少しょう年ねんを押おしたおし、カバンをうばった。

「ババアのカバン、ゲットしたぞ鬼おに塚づか！」

「竜りゅう二じくん!?」

　帰かえったはずの、竜りゅう二じくんだった。

　満まん面めんの笑えみで、カバンをかかげている。

「あ！　逃にげるぞアイツ！」

　ライター少しょう年ねんが、逃にげだした。

　だが、私わたしの刀かたなブーメランを頭あたまに受うけて、あっけなく撃げき沈ちんした。




「助たすけてくれてありがとう、竜りゅう二じくん」

「礼れいには、およばねーよ」

「竜りゅう二じくん、帰かえったんじゃなかったの？」

「ざけんな。さすがのおれも、ダチをこんな危き険けんなトコに置おいてくほど、落おちぶれちゃいねーよ」

「竜りゅう二じくんて、頭あたまの中なかが昭しょう和わだね」

「なに言いってんだおまえ。ダチ助たすけんのに、昭しょう和わも平へい成せいもねえだろ」

　はっとした。

　たしかに、それもそうだな。

「──おめでとうございます、夢ゆめ子こさま。15ポイント獲かく得とくです」

　頭あたまの中なかに、声こえがひびいた。

　しまった。

　またポイント稼かせいじゃった。










　ひったくり犯はんたちは、警けい察さつに引ひき渡わたした。

　おばあさんにカバンを届とどけた後あと、一人ひとりでとぼとぼと、街まちを歩あるいた。

　──累るい計けい25ポイントに、なってしまった。

　たぶんこれ、[image: ]ポイントで合ごう格かくなんだろうな。

　まずい。

　非ひ常じょうにまずい。

　このままだと、なんやかんやでポイントが増ふえていき、合ごう格かくしてしまう。

　どうすればいいんだ。

　だれかポイントを止とめてくれ。




「──あの、すみません」

　歩あるいていたら、スーツを着きた男おとこの人ひとに、呼よびとめられた。

「駅えきには、どっちへ行いけばいいんでしょうか？」

　どうやら道みちに迷まよっているらしい。

　私わたしだって迷まよっているのに。

　人じん生せいという名なの、道みちに。

「ええと、駅えきはですね……」

　私わたしが駅えきまでのルートを説せつ明めいしていると、

「──きれいな勾まが玉たまですね」

　男おとこの人ひとが、私わたしの首くびかざりを見みて、言いった。

「まるで空そらのように青あおい、勾まが玉たまですね」

「ああ、まあ、そうですね……」

「まるで自じ分ぶんが正せい義ぎだと言いわんばかりの、愚おろかな色いろですね」

「え？」

　私わたしが顔かおを上あげた時ときにはもう、男おとこの人ひとは歩あるきだしていた。

　変へんな人ひとだなあ。

　道みちを教おしえてあげたのに、お礼れいも言いわないし。

　愚おろかな色いろが、どうとか、こうとか……。

　ふと、自じ分ぶんの勾まが玉たまに視し線せんを落おとす。

「──え、なにこれ……」

　目めを、うたがった。

　勾まが玉たまが、真まっ黒くろになっている。

「な、なんで？　さっきまで青あおかったのに……」

　一いっ体たい、なにが起おきたのだろう。

「──見みて見みて！　このお人にん形ぎょう、パパにもらったんだ！」

　橋はしのむこうから、小しょう学がく生せいくらいの女おんなの子こが、歩あるいてくるのが目めに入はいった。

　かわいらしい人にん形ぎょうを、大だい事じそうに抱かかえて、友とも達だちと笑わらいあっている。




　──そうだ。

　悪わるいことをしよう。

　少しょう年ねんマンガの主しゅ人じん公こうらしからぬ、悪わるいことをすれば、

　ポイントが下さがって、失しっ格かくになるにちがいない。




　私わたしは、どこか焦しょう点てんの定さだまらないぼんやりとした頭あたまで、そう考かんがえた。

　そして、人にん形ぎょうを抱だいた女おんなの子このもとへ歩あるいて行いく。

「おねえちゃん、だあれ？」

　橋はしの真まん中なかで、女おんなの子ことむかいあった。




　──悪わるいことをしよう。

　悪わるいことをして、ポイントを下さげるんだ。

　もうそれしか、方ほう法ほうがない。




　私わたしは、女おんなの子こから人にん形ぎょうを取とり上あげた。

　そして川かわめがけて、勢いきおいよく放ほうり投なげた。

「パパにもらったお人にん形ぎょうがあ！」

　女おんなの子この悲ひ痛つうな叫さけび声ごえに、はっとわれに返かえった。

　何なんてことをしてしまったんだ、私わたしは！

　人にん形ぎょうを拾ひろいに川かわへ飛とびこもうと、橋はしの欄らん干かんに足あしをかけたその瞬しゅん間かん、




　──ドン！　という衝しょう撃げき音おんとともに、見み上あげるほどの巨きょ大だいな水みず柱ばしらが上あがった。




　え。

　なんだ、これ。




「──桃もも子こ！　無ぶ事じだったか！」

「パパ！」

　橋はしのむこうから走はしってきた男だん性せいが、女おんなの子こを強つよく抱だきしめた。

「娘むすめの命いのちを助たすけて下くださって、ありがとうございます！」

「は？　いや、あの……」

「実じつはあの人にん形ぎょうには、正しょう体たい不ふ明めいのマッドサイエンティストによって、爆ばく弾だんがしかけられていたのです！」

　またアイツか！

　まだ捕つかまってなかったのか、正しょう体たい不ふ明めいのマッドサイエンティスト！

「そうとは知しらず、娘むすめにプレゼントしてしまい……つい先さきほどその情じょう報ほうを入にゅう手しゅして、あわてて追おいかけてきたのですが、あやうく間まに合あわないところでした！」

「お父とうさんのご職しょく業ぎょうは、ＣシーＩアイＡエーかなにかですか？」

「あなたは娘むすめの命いのちの恩おん人じんです！　本ほん当とうにありがとうございます！」

　女おんなの子こからも「おねえちゃんありがとう」とお礼れいを言いわれ、なんだかとても複ふく雑ざつな気き持もちだ。

　勾まが玉たまを見みると、いつもの青あお色いろにもどっていた。

　さっき黒くろくなっていたのは、一いっ体たいなんだったのだろう？

　勾まが玉たまを見みつめて考かんがえていたら、

「──おめでとうございます、夢ゆめ子こさま。70ポイント獲かく得とくです」

「ポイント高たかあああああ！」

　頭あたまの中なかに聞きこえてきた声こえに、がく然ぜんとした。

　70ポイントて！　多おおすぎるだろ！

　どうしよう、累るい積せきポイントが一いっ気きに95になってしまった。

　あとたった５ポイントで合ごう格かくしてしまう！







「──おはよう、鬼おに塚づかさん。おそい登とう校こうだね。もう授じゅ業ぎょうは終おわったよ」

　学がっ校こうへ行いくと、一いちノの瀬せくんが教きょう室しつのそうじをしていた。

　私わたしは涙なみだながらに、いきさつを一いちノの瀬せくんに説せつ明めいした。

「──事じ情じょうは、よくわかった」

　一いちノの瀬せくんは、メガネのブリッジを、指ゆびでくいと上あげた。

「鬼おに塚づかさんが不ふ合ごう格かくになる方ほう法ほうはただひとつ、なにもせずに待まつんだ」

「なにもせずに……？」

「そうだ。日にち没ぼつまで、なにが起おきても絶ぜっ対たいに動うごかず、ひたすらすわり続つづけるんだ、杜と子し春しゅん（＊）のように」
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「杜と子し春しゅんて、そんな話はなしだったっけ……？」

「場ば所しょを変かえよう」

　一いちノの瀬せくんの提てい案あんで、昇しょう降こう口ぐちを出でてすぐのところにある、芝しば生ふへむかった。

　そこで、座ざ禅ぜんを組くむことになった。

　街まちへ出でると、なにに巻まきこまれるかわからないから、校こう内ないの方ほうがまだ安あん全ぜんだと踏ふんだのだ。

「今日きょうの日にち没ぼつ時じ間かんは、午ご後ご七時じちょうど。鬼おに塚づかさんはそれまで、ここでじっとしているんだ」

「わかった」

「なにが起おきても、動うごいちゃダメだよ」

「うん！」

　私わたしは姿し勢せいをのばし、座ざ禅ぜんに集しゅう中ちゅうした。

　となりでは、一いちノの瀬せくんも座ざ禅ぜんにつき合あってくれている。

　がんばろう。

　一いちノの瀬せくんが、協きょう力りょくしてくれてるんだもの。

　日にち没ぼつまで、なにもしないぞ。

　たとえどんなことが起おきたとしても、絶ぜっ対たいになにもしないぞ。




「──だれか助たすけてくれえ！」

　突とつ然ぜん、目めの前まえにだれかがたおれこんできた。

「この王おう冠かんには、世せ界かいを滅ほろぼす魔ま力りょくが秘ひめられておる……。なんとしても、悪あくの組そ織しきから守まもらねばならん！」

　目めを血ち走ばしらせながら、王おう冠かんを抱だきしめているこの老ろう人じんは、見みたことがある。

　たしか、世せ界かいを旅たびするトレジャーハンターのおじいさんだ。

　また変へんな物ものを拾ひろってきたんだ？

「この王おう冠かんを守まもってくれる勇ゆう者しゃは、一いっ体たいどこにおるのじゃあああ……」

　めっちゃ私わたしのこと見みてくる。

　でも、無む視しだ。

　とにかく無む視ししよう。

　私わたしは日にち没ぼつまで、なにもしないって決きめたんだから。




「──ああ、困こまったぞ」

　今こん度どは、サッカーユニフォームを着きた男だん子し生せい徒とがやってきた。

　松まつ葉ば杖づえをついている。

「みんなであんなにも練れん習しゅうしたのに、大たい会かい前ぜん日じつに骨こっ折せつしてしまうなんて……。このままじゃ明日あしたの試し合あいは負まけてしまう。ぼくの代かわりに、出しゅつ場じょうしてくれる選せん手しゅはいないだろうか？」

　コイツもなぜか、私わたしのことガン見みしてくる。

　だけど、無む視しだ。

　そもそも私わたし、サッカーのルールとか、よくわかんないし。




「──どうしましょう、困こまったわ」

　次つぎは、カレンがやってきた。

　少しょう女じょマンガの神かみ様さまが宿やどる、うす桃もも色いろの勾まが玉たまを見みつめながら、ため息いきを吐ついている。

「私わたしの彼かれ氏しの座ざを賭かけて、学がっ校こう一いちのイケメンと、となり町まちの読どく者しゃモデルイケメンが、河か川せん敷しきで決けっ闘とうだなんて。だれか止とめてくれる人ひとはいないかしら」

　じまんか。そんなん知しらんわ。

　勝かっ手てに決けっ闘とうでもなんでもして、全ぜん員いん爆ばく発はつしろ。

　こんなのは全ぜん面めん的てきに無む視しだ。




「──マッチを買かって下ください」

　夏なつなのに、マフラーを巻まいた少しょう女じょがやってきた。

「今こん夜やはマッチがひとつも売うれないわ。だれかマッチを買かって下ください」

　なんだこれ。

　時じ代だい設せっ定ていが、わからなくなってきたよ。

　これも少しょう年ねんマンガ効こう果かなの？

　てか、ここ学がっ校こうの敷しき地ち内ないなんですけど。

　マッチ売うったりしたら、ダメだと思おもいますよ。

　とにかく、無む視ししよう。




「ええい、年ねん貢ぐを差さしだせと言いうておるのだ！」

「おやめ下ください！　それは、ややが食たべるための米こめでございます！」

「おっかあ、おなかすいたよー」

　和わ服ふくの母ぼ子しが、お役やく人にんに年ねん貢ぐを取とり立たてられている。

　学がっ校こうの正せい門もん前まえで。

　これはもう、アレだよね。

　少しょう年ねんマンガ効こう果かとかじゃなくて、どこかの劇げき団だんのしこみだよね？

　座ざ禅ぜんをしているだけなのに、なんだかものすごく疲つかれてきたよ。

　杜と子し春しゅんって、大たい変へんなんだな。




「──鬼おに塚づかと一いちノの瀬せじゃねえか。おまえら二人ふたりして、なにやってんだ？」

　同おなじクラスの、男だん子し二人ふたりがやってきた。

　佐さ藤とうくんと、田た中なかくんだ。

　どうやら部ぶ活かつ帰がえりらしい。

　私わたしたちを見みて、けげんな顔かおをしている。

「座ざ禅ぜんの練れん習しゅう中ちゅうです。お二人ふたりともどうぞ、お気きになさらず、お通とおり下ください」

　私わたしがそう言いうと、「変へんなヤツらだな」と言いわれた。

　ですよね。

　自じ分ぶんでも、そう思おもいます。

　佐さ藤とうと田た中なかは、私わたしたちの前まえを通とおりすぎて行いった。

　正せい門もんにむかってしばらく歩あるいたところで、

「──あ、そうだ、一いちノの瀬せ！」

　佐さ藤とうがふり返かえって、大おお声ごえを出だした。

　やけにうれしそうな顔かおだ。

「一いちノの瀬せ、おまえのオヤジ、行方ゆくえ不ふ明めいなんだってなあ！」

　私わたしは思おもわず、一いちノの瀬せくんの顔かおを見みた。

　一いちノの瀬せくんは、いつも通どおりの無む表ひょう情じょうだった。

「マジで？　一いちノの瀬せのオヤジって、行方ゆくえ不ふ明めいなんだ？　初はつ耳みみだわー」

「今いま、学がっ校こう中じゅうでウワサになってんじゃねえか」

「なんで行方ゆくえ不ふ明めいなんだよ？　借しゃっ金きん取とりから逃にげてるとか？」

「さあな。そこまでは知しらねえよ。浮うわ気きでもしてんじゃねーの」

「マジか！　一いちノの瀬せ、おまえの父とうちゃんスゲーな！　若わかい女おんなと、愛あいの逃とう避ひ行こうってヤツか！」

「若わかい女おんなとはかぎらねーだろ。ババアかもしんねえじゃん」

「はははっ、そこは若わかい女おんなってことにしといてやろーぜ！」

　佐さ藤とうと田た中なかが、ゲラゲラと笑わらいながら歩あるいて行いった。

　私わたしは勢いきおいよく立たち上あがった。

「いいんだ、鬼おに塚づかさん」

　一いちノの瀬せくんが、私わたしの肩かたをつかんで止とめた。

「とにかく動うごかないで。あと少すこしガマンすれば、日にち没ぼつだから」

　たしかにそうだ。

　あと数すう分ふんで、日にち没ぼつだ。

　なにもしなければ不ふ合ごう格かくになって、晴はれて自じ由ゆうの身みとなる。

　だけど私わたしは──

「──どうして鬼おに塚づかさんが、泣なくんだ……？」

　一いちノの瀬せくんが、目めを丸まるくした。

　私わたしは、涙なみだがこらえ切きれなかった。

　情なさけない。

　自じ分ぶんが情なさけない。

　穴あながあったら、入はいりたい。

　試し験けんに落おちたいという、個こ人じん的てきな理り由ゆうを優ゆう先せんして、

　大たい切せつな人ひとがバカにされても、怒おこることすらできないとは。

「──なんだよ、鬼おに塚づか」

　私わたしは佐さ藤とうと田た中なかを追おいかけ、二人ふたりの行ゆく手てに立たちはだかった。
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「なににらんでんだよ、鬼おに塚づか。おれらに文もん句くあんのかよ」

「さっさとそこどけよ。ジャマだろーが。ぶっ飛とばすぞ」

　私わたしは深ふかく息いきを吸すいこんで、

「せいやあっ！」

　正せい門もんの塀へいに、こぶしをブチこんだ。

　ガラガラと音おとを立たてて、塀へいがくずれる。

「すみませんでしたあああああ！」

　佐さ藤とうと田た中なかが、転ころがるように逃にげて行いった。

　空そらを見み上あげると、遠とおくに、オレンジ色いろの夕ゆう日ひが見みえる。




　──日にち没ぼつに、間まに合あってしまったか。




「──夢ゆめ子こさま。おめでとうございます、合ごう格かくです」

　勾まが玉たまが青あおい光ひかりを放はなち、少しょう年ねんマンガの神かみ様さまが、姿すがたを現あらわした。

　神かみ様さまは、にこにことうれしそうにほほえんでいる。

　一いちノの瀬せくんが、かけ寄よってきて、「これが少しょう年ねんマンガの神かみか……」と、興きょう味み深ぶかそうにながめている。

「……これ、お返かえしします」

　私わたしは、神かみ様さまに勾まが玉たまを差さしだした。

「どうしたのですか、夢ゆめ子こさま。あなたは合ごう格かくしたのですよ」

「私わたしは、ふさわしくないと思おもうんです」

「なぜ、そう思おもうのですか」

「だって私わたし、トレジャーハンターもサッカー少しょう年ねんも、カレンもマッチ売うりの少しょう女じょも、年ねん貢ぐを取とられた和わ服ふくの母ぼ子しも、みんな見み殺ごろしにしてしまいました」

「だれ一人ひとり死しんでいませんよ、落おちついて下ください。ちなみにマッチ売うりの少しょう女じょと和わ服ふく母ぼ子しは、今いま現げん在ざいすぐ近ちかくのファミリーレストランで、ステーキセットを食たべております」

「やっぱアレ、しこみだったか」

「ファミレスの後あとは、ボウリングに行いくそうです」

「そんな情じょう報ほういらない。……あと、正せい門もんの塀へいも壊こわしちゃったし」

「その件けんは、少しょう年ねんマンガ効こう果かでなんとか処しょ理りしておきます」

「あと、小ちいさな女おんなの子この人にん形ぎょうも、うばってしまいました」

「結けっ果か的てきに、命いのちを救すくいましたよ」

「でも、なんかちがうと思おもうんです！」

　たまたま命いのちを救すくうとか、なんかちがう。

　少しょう年ねんマンガの勾まが玉たまを持もつ人にん間げんは、そんなんじゃダメなんだ。

「私わたしは、自じ分ぶんのことしか考かんがえてなかったんです」

　一いちノの瀬せくんは、全ぜん然ぜん関かん係けいないのに、座ざ禅ぜんにつき合あってくれた。

　クラスメイトにひどいこと言いわれても、私わたしの試し験けんを優ゆう先せんしてくれた。

　そういう優やさしい人ひとが、本ほん物もののヒーローなんだ。

「だから、これはお返かえしします」

　勾まが玉たまと、刀かたなを神かみ様さまに渡わたした。

「私わたしは、少しょう年ねんマンガのヒーローには、なれません」




　自じ分ぶんのことばっかり考かんがえている私わたしは、

　少しょう年ねんマンガのヒーローにも、

　少しょう女じょマンガのヒロインにも、

　どっちにも、きっと、なれない。




　少しょう年ねんマンガの神かみ様さまが、私わたしの顔かおを見みて、クスリと笑わらった。

「……なんで、笑わらってるんですか」

「これは失しつ礼れい。鏡かがみがあれば、見みせてさしあげたいと思おもいまして」

「見みせるって、なにを？」

「今いまのあなたの顔かおは、少しょう年ねんマンガのヒーローそのものですよ」

　そうなの？

　私わたし、どんな顔かおしてるんだろう。

「自じ分ぶんのことしか考かんがえてない人ひとは、そんな顔かおはしませんよ」

　さあ後うしろをごらんなさい、と神かみ様さまに言いわれて、ふり返かえる。

「よう、鬼おに塚づか！」

「おねえちゃん！」

「おじょうちゃん」

　泣なく子こもだまる、荒あらくれ竜りゅう二じくん。

　あやうく人にん形ぎょうが爆ばく発はつするところだった、小しょう学がく生せいの桃もも子こちゃん。

　カバンをひったくられた、おばあさん。

　なぜか三人にんが、正せい門もん前まえに集あつまっていた。

「鬼おに塚づか、バンソウコウ持もって来きてやったぞ！　ありがたく使つかいやがれ！　どうせおまえ、毎まい日にちケンカばっかしてんだろ！」

「おねえちゃん、さっき助たすけてくれたお礼れいに、一いち番ばんきれいなおり紙がみあげるね」

「カバンを取とり返かえしてくれて、ありがとうね。うちの主しゅ人じんがね、コレをお礼れいに持もって行いけって」

　バンソウコウと、きれいな色いろのおり紙がみと、大おおきなスイカを一ひと玉たま、渡わたされた。

　ど、どうしよう。

　私わたし、なにもしてないのに。

　こんなのもらって、いいのかな。

「──夢ゆめ子こさまの優やさしさが、また新あらたな優やさしさを呼よんだのですよ」

　神かみ様さまが、私わたしの首くびに、勾まが玉たまの首くびかざりをそっとかけた。

「あ、あの、これ……」

「この勾まが玉たまは、夢ゆめ子こさまの物ものです。明日あしたからもがんばって下くださいね」

「でも、あの……さっき、勾まが玉たまが真まっ黒くろになったんです」

　神かみ様さまが、少すこしおどろいた顔かおをした。

「男おとこの人ひとに道みちを聞きかれて、教おしえてたら、真まっ黒くろになって。その後あとすぐにもどったけど……」

　神かみ様さまが、だまったままで、動うごかない。

　どうしたのだろう。

「──夢ゆめ子こさま」

　神かみ様さまが、私わたしの肩かたに、そっと手てをかけた。

「本ほん当とうに大たい変へんなのは……これからかも、知しれません」

　いつになく、マジメな声こえで言いった。

　神かみ様さまのこんな真しん剣けんな顔かおは、初はじめて見みたかも。

「夢ゆめ子こさま、これだけは覚おぼえておいて下ください」

　神かみ様さまが、ふわりと、ほほえんだ。

「だれかを思おもいやる心こころは、どんな必ひっ殺さつ技わざよりも、強つよいのですよ」

　そのことを決けっして忘わすれないように、と言いって、神かみ様さまは光ひかりとなって消きえた。










「あーあ。合ごう格かくしちゃったなあ」

　結けっ局きょく、テストに合ごう格かくしてしまった私わたしは、勾まが玉たまを返へん却きゃくすることはできなかった。

　今いままで通どおり、勾まが玉たまと日に本ほん刀とうを身みにつけて、一いちノの瀬せくんと一いっ緒しょに家いえ路じをたどっている。

「よかったじゃないか。鬼おに塚づかさんには、少しょう年ねんマンガの勾まが玉たまがにあってると思おもうよ」

「……一いちノの瀬せくん。それ、ほめてるの……？」

「一いち応おう、そのつもりだけど」

　あんまりうれしくないなあ。

　どちらかと言いえば、やっぱり少しょう女じょマンガの方ほうが、いいなあ。

「そう言いえば、さっきはありがとう、鬼おに塚づかさん」

「え？」

「佐さ藤とうと田た中なかに、怒おこってくれて」

「ああ……うん。それより、一いちノの瀬せくんのお父とうさんて……」

「行方ゆくえ不ふ明めいってのは本ほん当とうだよ。ただ、大だい体たいの居い場ば所しょは把は握あくしているけど」

「どこにいるの？」

「一いち番ばん最さい近きんの電でん話わでは、『エリア51への潜せん入にゅうに成せい功こうした』って言いってたから、おそらくネバダ州しゅうにいるんだと思おもう」

「なにそれ。どうしちゃったの、お父とうさん」

「父とうさん、Ｘ－ファイルの大だいファンだから」

「ああ、知しってる。海かい外がいの有ゆう名めいなミステリードラマでしょ。一いちノの瀬せくんのミステリー好ずきは、お父とうさんゆずりなんだね」

「うん。父とうさんは色いろんな謎なぞを求もとめて、世せ界かい中じゅうを飛とび回まわってるんだ」

　ちょうどその時とき、一いちノの瀬せくんのスマホが鳴なった。

『聞きいてくれ尊たける！　父とうさんはな、とうとうモアイ像ぞうの謎なぞを解といたんだよ！』

　興こう奮ふん気ぎ味みの声こえが、私わたしの耳みみにも聞きこえてきた。

　一いちノの瀬せくんのお父とうさんは、ワケのわからないことをまくしたてた後あと、『じゃあ、おみやげを買かって帰かえるからな！　母かあさんによろしく！』と言いって、一いっ方ぽう的てきに通つう話わを切きった。

　なんだか変かわったお父とうさんだけど、元げん気きそうだから、まあ、いいんじゃないかな。

「楽たのしそうな、お父とうさんだね」

「たしかに。一いっ緒しょにいて、退たい屈くつはしないかな」

「うちのパパは平へい凡ぼんな会かい社しゃ員いんだから、少すこしうらやましいよ」

「鬼おに塚づかさんのお父とうさんは、どんな人ひと？」

「そうだなあー、集あつめたロボットのフィギュアを、よくママに捨すてられて泣ないてるね」

「それはひどいな。男おとこの収しゅう集しゅう癖へきは、本ほん能のうを満みたす、とても重じゅう要ようなものなのに」

　男おとこ脳のうと女おんな脳のうのちがいについて、長なが々ながと語かたられた。

　半はん分ぶんくらいしか聞きいてなかったけど、急きゅうに私わたしは、あることを思おもいついた。

「ねえねえ、一いちノの瀬せくん！」

「なんだい、鬼おに塚づかさん」

「男おとこ脳のうと女おんな脳のうがあるってことは、少しょう年ねんマンガ脳のうと、少しょう女じょマンガ脳のうも、あるよねきっと！」

「ふむ。それは興きょう味み深ぶかいな。女じょ子しの中なかにも、少しょう女じょマンガを好このむ派はと、好このまない派はがいるからね。脳のうになんらかのちがいが、あるのかも知しれない」

「私わたしの脳のうは、絶ぜっ対たいに少しょう女じょマンガ脳のうだと思おもうの！」

「どうして？」

「だって私わたし、少しょう女じょマンガ大だい好すきだし。少しょう女じょマンガのヒロインに少すこしでも近ちかづくために、いつも特とっ訓くんしてるもの！」

「特とっ訓くんて、どんな？」

「ええとね、目めかくしをして、飛とんでくるボールをよけたり、つな渡わたりをしたり。あと最さい近きんは、木きの上うえから落おちてくる葉はっぱを、魔ま剣けんで真まっ二ぷたつに斬きる特とっ訓くんもしてるんだ！　もちろん、目めかくしをした状じょう態たいで……」

　……あれ？

　なんか、これって、

　──少しょう年ねんマンガの主しゅ人じん公こうが、やりそうな特とっ訓くんだったりする？

　え、マジで？　あわわわ、どうしよう。

　少しょう女じょマンガのヒロイン目め指ざして、努ど力りょくしていたつもりだったけど、

　もしかしたら私わたし、少しょう年ねんマンガのヒーローに、ますます近ちかづいてる？

　私わたしの脳のうは、少しょう年ねんマンガ脳のうになっちゃってる!?

　ウソでしょ、どうしよう！

「──すごいね、鬼おに塚づかさん。見みかけによらず努ど力りょく家かなんだね。感かん心しんしたよ」

　一いちノの瀬せくんが、心しん底そこおどろいたという表ひょう情じょうで言いった。

　一いちノの瀬せくんに、ほめられちゃった！

　やったあ！

　やっぱり、この特とっ訓くんメニューでまちがいないんだわ！

　このまま努ど力りょくしつづければ、今いまにきっと、

　少しょう女じょマンガみたいに素す敵てきな恋れん愛あいが、できるにちがいない！

　そう、一いちノの瀬せくんと、二人ふたりで……。

　──ふと、一いちノの瀬せくんと、目めが合あった。

　一いちノの瀬せくんが、ニコリとほほえんでくれた。

　街がい灯とうが照てらす、静しずかな夜よるの歩ほ道どうを、一いちノの瀬せくんと二人ふたりで歩あるく。

　よく考かんがえてみれば、この状じょう況きょうって、すごくロマンチックじゃない？

　なんだか、とっても、少しょう女じょマンガっぽいかも……。




「──待まっていたぞ、鬼おに塚づか夢ゆめ子こ！」




　道みちの先さきに、大おお勢ぜいの人ひとが集あつまっているのが見みえた。

　リーゼントの不ふ良りょう、忍にん者じゃ、陰おん陽みょう師じ、モヒカン男おとこ、吸きゅう血けつ鬼き、魔ま術じゅつ師し、大だい魔ま王おう……。

　少しょう年ねんマンガの敵てきキャラたちが、集しゅう結けつしていた。

「鬼おに塚づか夢ゆめ子こ、今日きょうこそおまえをたおしてやる！」

　──やっぱり、そうか。

　どうしても、こうなるのか。

「鬼おに塚づかさん、がんばって！　ぼくは道みちの端はしで、体たい育いくずわりをして応おう援えんしているから！」

「いちいち体たい育いくずわりじゃなくていいから！」

　一いちノの瀬せくんが、早はやくも道みちの端はしに体たい育いくずわりをして、応おう援えんのスタンバイをしている。

　なぜかメガホンまで持もっている。

　そんなの、いつ用よう意いしたんだ。




　敵てきキャラの大たい群ぐんが、地じ面めんをゆらしながら突とっ進しんしてきた。

　私わたしは、魔ま剣けんをすばやく抜ぬいた。




　少しょう女じょマンガっぽい、なんて思おもった私わたしがバカだった。

　前ぜん言げん撤てっ回かいだ。




　やっぱり、

　こんなの、

　ちっとも、
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　　あとがき




　こんなはずじゃなかった。

　思おもっていたのとちがう。

　そんな期き待たいはずれな状じょう況きょうであっても、夢ゆめ子こさまは決けっしてあきらめません。

　優やさしさを忘わすれず、まっすぐに突つきすすんでいく──。

　夢ゆめ子こさまの熱あついバトルと恋こいの物もの語がたり、いかがでしたでしょうか？

　あ、ごあいさつがおくれました。

　私わたしは、少しょう年ねんマンガの神かみです。

　ただいま、夢ゆめ子こさまに取とり憑つかせて頂いただいております。

　夢ゆめ子こさまの物もの語がたりは、まだまだ続つづきますよ。

　さらなる強きょう敵てきと戦たたかうため、たくさんの試し練れんを乗のりこえて、今いまよりもっと強つよくなります。

　迷まよい、悩なやみ、時ときに傷きずついても、夢ゆめ子こさまは必かならず立たち上あがります。

　だってそれが、少しょう年ねんマンガのヒーローだから！　ウフフ！

　さあ、こうしちゃいられません。今いますぐ準じゅん備びをして下ください！

　ハンカチ、ティッシュは持もちましたか？　おやつは三百円えんまでですよ。

　おや、どうしたのですか？　不ふ思し議ぎそうな顔かおをして。

　あなたも一いっ緒しょに行いくのですよ。今日きょうからあなたも、夢ゆめ子こさまの仲なか間まです。

　なぜならこの本ほんには、ある「呪まじない」がかけてあるからです。

　そうです、「少しょう女じょマンガの呪まじない」です！

　この本ほんを手てに取とった人ひとには、もれなく、少しょう女じょマンガの呪まじないがかかります！

　そして、少しょう女じょマンガのような毎まい日にちを送おくることになります！

　少しょう女じょマンガの……、あれ……？　ちがったかな。別べつのマンガだったかな……？

　ちょっと、呪まじないの領りょう収しゅう書しょをたしかめてみますね。……あれ、ないな、領りょう収しゅう書しょが見みつからない……。

　……ええと、まあ、大だい丈じょう夫ぶです。少しょう女じょマンガだったと思おもいます。きっと、絶ぜっ対たい、たぶん。

　さあ、靴くつのヒモをしっかりと結むすんで！

　背せ筋すじをのばして、にっこりスマイルで、玄げん関かんのドアを大おおきく開あけて下ください！

　あなたが道みちの角かどを曲まがれば、理り想そうの異い性せいとバッタリ。

　毎まい日にち送おくられてくる、大たい量りょうのラブレター。

　あなたを取とりあって、火ひ花ばなを散ちらす恋こい人びと候こう補ほたち。

　そんな素す敵てきな少しょう女じょマンガライフを、たっぷりお楽たのしみ下ください！

　……ですが、万まんが一いち。

　道みちの角かどを曲まがって、モヒカン頭あたまの大おお男おとこや、忍にん者じゃや、宇う宙ちゅう人じんが立たっていたら。

　その場ば合あいはあわてず、さわがず、落おちついて。ゆっくり息いきを吸すいこんで、こう叫さけんで下ください。

「──少しょう女じょマンガじゃない！」




　……え？　外そとに出でても、なにも起おきませんでした？

　もしかしたらあなたは、呪まじないをうち消けす特とく殊しゅ能のう力りょくをお持もちなのかも知しれませんね。

　では、次つぎの巻かんにはもっと強きょう力りょくで素す敵てきな呪まじないをかけておきます！

　それまでもうしばらくお待まち下くださいませウフフフ！








少しょう年ねんマンガの神かみ（代だい筆ひつ 水みず無なし仙せん丸まる）














【編集部より】

この作品はフィクションです。作中に少年マンガの神様に取り憑かれた少女の描写として、少年マンガ的バトルシーン等がありますが、暴力を肯定・助長する意図はありません。





















水無仙丸／作

６月５日生まれ。大阪府出身。「小説が苦手な人でも読める小説」をモットーにかかげる。本作で作家デビュー。好きなものはマンガ、柴犬、桜、うどん。




まごつき／絵

12月25日生まれ。岐阜県出身。映像制作チームHurray!所属のイラストレーター、アニメーターとして、多方面で活躍中。本作が挿絵初担当作品。ゲームが好き。
















装丁　ムシカゴグラフィクス










少しょう女じょマンガじゃない！




①下げ駄た箱ばこからラブレター…じゃなくて果はたし状じょう!?








作さく　水みず無なし仙せん丸まる

絵え　まごつき
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